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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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飼い主におねだり！




１







「マイセンの絵皿が五枚と人形が八点、ドームの花か瓶びんが二点とランプが四点。あとは客間とキッチンで終わりっと」


　小こ早ばや川かわ真まことは、ほっと息を吐はきつつ、チェックリストを手にぐるりと室内を見み渡わたした。


　ここは、真の義父の雇こ用よう主である鳴なる瀬せ家が所有しているマンションのリビング。


　一いつ般ぱん家庭仕様の普ふ通つうのマンションとは違ちがい、最上階のワンフロアすべてを使用しているから、内部はあきれるほどにだだっ広い。


　元々このマンションは、本宅に置ききれないアンティークコレクションの保管場所として購こう入にゆうされたものだった。


　現在は鳴瀬家の跡あと取とりである文もん人どが、その一部を居住用として使用しているが、それ以外は本来の目的である倉庫としての機能を優先した造りになっていて、貴重な絵画や家具などを保管するための専門的な改造を施ほどこされていた。


　二ヶ月に一度、休日を利用してそれらのコレクションの数と保管状態をチェックするのは、義父に任された真の大切な仕事だ。


「なー、真。いい加減おわりにして、どっか遊びにいかねー？」


　ソファーの上で酷ひどく退たい屈くつそうに生あくびをしながら、水みな瀬せ和かず音ねが誘さそいかけてくる。


「駄だ目めだよ。まだ途と中ちゆうなんだから」


「あと、どんぐらい？」


「一時間ぐらいかな」


「日が暮れちまうって。サボったってバレやしねーだろ？　せっかくの休みなんだしさ、遊びにいこーよ」


「ひとりでいけば？」


　鬱うつ陶とうしい誘ゆう惑わくを払はらいのけ、真はキッチンへと向かう。


　確かに、和音の言うとおりで、サボったところでばれやしない。


　そもそも、ここのコレクションが一点や二点減っていたとしても、その所有者である鳴瀬家当主、文あや華かはさして気にとめないだろう。


　彼女は、コレクションを眺ながめていることより、オークションなどで欲ほしい品をゲットする行こう為いのほうに魅み力りよくを感じてしまう、天性のハンター気質の持ち主なのだ。


　本来ならこの作業は、鳴瀬家が経営しているアンティークショップの雇やとわれ店長でもある真の義父の仕事だった。


　だが、普ふ段だんは都心で暮らしている義父では、郊こう外がいにあるこのマンションに来るだけでもかなりの時間がかかってしまう。


　しかも、ここのコレクションは小物も併あわせれば五百点にも及およぶから、そのチェックは大おお雑ざつ把ぱにやっても一日がかりの仕事だ。


　だからこそ真は、孤こ児じであった自分を引き取ってくれた大恩ある義父の負担を少しでも減らせればと思って、自ら望んでこの仕事をやらせてもらっている。


　少しでも恩返しをしたいと思っての自発的な行為だから、当然サボろうだなんて気持ちはみじんもおきない。


「チェックする必要なんかねーってば。泥どろ棒ぼうだって入ってねーし、やるだけ無駄」


　むだむだむだと呟つぶやき、クッションを抱かかえたまま、真の後を追って和音もキッチンに入ってきた。


「もー、和音ってばうるさい。文人さんが居ないからって、ぼくに絡からまないでくれる？」


　さっきまではひとりでゲームをしていたのに、飽あきたのだろうか？


　退屈しのぎに絡んでくる和音に辟へき易えきしつつ、真は食器棚だなを開けた。


　その中には、普段使いの食器の他ほかにアンティークの香こう水すい瓶びんも入っていた。


（早く専用のケースが届けばいいのに……）


　どうせだったらケースもアンティークのものをとの当主の拘こだわりのせいで、あまりにも場違いな生活臭しゆうのある場所に詰つめ込まれてしまった香水瓶達が可哀かわい想そうだ。


「あ、あれ？」


　最上段に並べられた香水瓶をひとめ見て、真は異変に気づいた。


　あきらかに数が減っている。


　無くなっているのは、手前に飾かざっておいた特に目を引く品ばかり。


　真は、慌あわててチェックリストと実物を照らし合わせた。


「三点も減ってる。あ、こっちのは欠けちゃってるし……。なんで？」


　微び妙みようなバランスで飾りつけられた硝子ガラス製の蔓つる草くさのレリーフが、無む惨ざんにも欠けてしまっている香水瓶を、真はそうっと手にとった。


　実用性より芸術性を重んじられて作られたその品は、職人の手作りで一点もの。


　値段的には無くなってしまった他の三点よりも劣おとるが、なめらかな曲線を描えがく蔓草模様の飾りに職人の手の温ぬくもりを感じるような気がして、とくに真は気に入っていた。


　棚の上を捜さがしてみたが、欠片かけらは一片も見当たらない。


（掃そう除じされてるってことは、泥棒の仕し業わざじゃないんだ）


　これ以上破損しないよう、再び香水瓶をそうっと元に戻もどすと、真は食器棚を閉じる。


（そういえば、和音、ぼくがキッチンにいこうとした途と端たんに絡みはじめたような）


「和音、あのさ、ちょっと聞きたいことがあるんだけど……」


　壊こわれ物のある場所で質問をするのはまずいような気がして、真は和音の背中を押してリビングへと戻った。


「食器棚の香水瓶が何点か減ってるんだけど、心当たりある？」


「あるけど。俺の仕し業わざだしさ」


「は……」


　あまりにもケロリとした調子で和音が白状するので、一いつ瞬しゆん、真は声を失った。


「ほんとに？　ガレとドームと江え戸ど切子の香水瓶だよ？」


「どれとどれを壊したかなんて知らねーよ。ちょっと勢いあまって食器棚をけっ飛ばしたら、勝手に中でガチャガチャ倒たおれただけだし」


「勝手にって……。和音が蹴け飛とばしたのが原因なんだろ？　あの三本で、いったい幾いくらすると思ってんだよ！」


　信じられない、非常識だと真が責めると、和音は不満そうに唇くちびるを尖とがらせた。


「うっせーな。文人は怒おこってねーんだから、おまえがうっさくいうな」


「文人さんも香水瓶が壊れたこと知ってるの？」


「あったり前だろ。割れたのを片づけたの、あいつだぜ。おまえに文句いわれる筋合いはねーの」


　ふふん、と和音が勝ち誇ほこったように鼻で笑う。


　真はカチンときた。


「ぼく、今の今まで文人さんは完かん璧ぺきな人間だって思ってたけど、違ったんだ」


　父の跡あとを継つぐのだと決めている真にとって、文人は将来の雇用主に当たる。


　少しばかり自己顕けん示じ欲よくが足りない傾けい向こうがあるが、真の目から見た文人は、その人間性も能力も容姿も、なにもかもが完璧な人間だった。


　だが、今ならひとつだけ重大な欠点を指し摘てきできる。


「……趣しゆ味みわるい」


　文人の幼おさな馴な染じみだという和音が転校してきたのは初秋。


　慣れない寮りよう生せい活かつをすることになった和音のサポートをしてくれと、文人から直々に頼たのまれた真は、なにくれとなく和音の世話を焼いた。


　たぶん、文人に頼まれなくても、きっと世話をしてたんじゃないかと思う。


　その頃ころの和音は、どこか不安げで世間知らずに見えて、放ほうっておけない雰ふん囲い気きの持ち主だったから……。


　だが転校して一月が過ぎようとする頃、和音はいきなり寮を出ていってしまった。


　引っ越こし先は、なんとこのマンション。


　しかもそれとほぼ同時に性格も百八十度変化して、ふてぶてしく我が儘ままで扱あつかいに困るやんちゃ小こ僧ぞうに変へん貌ぼうしてしまう。


　それだけならまだしも、言動の端はし々ばしに、幼馴染みの範はん囲いから逸いつ脱だつした文人との親密な関係をも匂におわせるようにもなっていた。


　今では、あまりの親密ぶりに校内でも密ひそかな噂うわさになっているほどだ。


（文人さんってば、よりによって、なんでこいつを選んじゃったんだろう）


　国こく籍せきは日本だが、文人の身体からだに流れる血の四分の三は異国のものだ。


　銀の髪かみと緑の瞳ひとみ、彫ほりの深い派手でノーブルな容よう貌ぼうとスタイルは、北欧系の父親譲ゆずり。


　文人ほどの人なら、どんな相手だってよりどりみどりなはずだった。


　事実、高校に入学する前の文人は、大人の女性達との遊びに興じることも多かった。


　どちらかというと閉へい鎖さ的な環かん境きようの高校に入学してからは、その手の遊びをする機会もなくなってしまっているようだったが……。


（そのせいで欲求不満だった？）


　ふとそんな想像をした真は、すぐに首を振ふって愚おろかな想像を追い出した。


　欲求不満が溜たまったからといって、和音に手を出すほど文人は愚かじゃない。


　遊びで手を出すには、和音は少々厄やつ介かいな相手だったから……。


　自分勝手で我が儘、傍ぼう若じやく無ぶ人じんで気まぐれでガキ臭くさい。


　友達としてなら、それなりに刺し激げき的だし退屈もしないからそこそこ楽しくつきあえるが、恋こい人びととしてつきあえば必然的に振り回されることになるのはわかり切っているはずだ。


（まぁ、確かに顔だけは、ちょっと見ないぐらいに綺き麗れいだけど……）


「文人は確かに趣味わるいよな。あいつのＤＶＤコレクションって時代劇ばっかなんだぜ。見るものなくてつまんねーよ」


「そういう意味じゃないんだけど……」


　ラックに視線を流す和音の横顔を、真はひそかに観察した。


　欠点を探すのが困難なぐらいに整った顔立ちだと思う。


　日本人にしては色素が薄うすい薄茶の瞳や髪のせいで、その顔立ちだけをみれば、まるで国籍不明の高級な人形のようだ。


　が、それに表情が加わると評価は一変する。


　大きな琥こ珀はく色の瞳はまるで猫ねこのように好こう奇き心しんいっぱいで、始終キョロキョロして落ち着きがないし、ふっくらとした柔やわらかそうな唇はすぐに不満そうに尖る。


（自分から、もめ事を引き寄せるタイプだよな）


　基本的に目立つのが嫌きらいな文人が、よりによってどうしてこういう面めん倒どうなタイプにひっかかってしまったのか。


　真には、文人の気持ちがさっぱりわからない。


「なんだよ？　まだ文句あんのか？」


　和音は、真から観察されていたことに気づいて、むうっと唇を尖らせた。


「文句あるけど……。でも和音、言ってもどうせ聞かないだろ」


「まーな」


　あったり前だと、和音は舌を出す。


　今日の和音は、朝から機き嫌げんが悪かった。


　休日だし、きっと一日中かまってくれると思っていた文人が、生徒会の用事で出で掛かけてしまったのが、不機嫌の一番の原因だった。


　そのあとすぐに訪ねてきた真は、遊んでくれるのかと思いきや、いきなり父親絡みの仕事をしだす始末。


　しかも和音本人が忘れかけていた過去の悪事を白日の下もとに晒さらして、ねちねちと説教までされては機嫌は下降するばかり。


（こんな小うるさい奴やつのどこが可愛かわいくて、文人は弟みたいなもんだなんていうんだろ）


　友達ならわからなくもないけど、と和音は思う。


　和音にとっての真は、少しばかり真面目まじめすぎるのが鼻につくが、それなりに親切だしからかうと楽しい、いい遊び相手だ。


　でも弟分として側そばに置くには、生真面目すぎて融ゆう通ずうがきかないような気がする。


（気がきかねーから、パシリには向かねーしな）


　文人がいうところの弟分という言葉の意味を、和音は自分なりの解かい釈しやくで、子分という意味あいを含ふくめたうえで理解していたのだ。


（やっぱ、この顔かな……）


　ズイッと無ぶ遠えん慮りよに顔を近づけ、仕返しとばかりに今度は和音が真の顔を観察する。


　いかにも日本人らしい顔だ。


　くりっと丸い黒い瞳と、あどけなさの残る丸い頰ほお、ちょっと低めの鼻が柴しば犬いぬの子犬を連想させる、実じつ年ねん齢れいよりもずっと幼げな顔立ち。


（あと、この性格もか）


　我が儘な和音にとって、真の真面目さは煙けむたいだけだが、日曜日だというのに生徒会の用事で学校に行ってしまった文人にとっては、共感できてむしろ好ましく感じられるのかもしれない。


　もしそうなら、常々文人に我が儘だと非難されている和音にとっては太刀たち打うちしようがないからかなり面おも白しろくない。


「な、なんだよ。そっちこそ、なんか文句あるわけ？」


　至近距きよ離りから顔を覗のぞき込まれた真は、和音のどアップを強制的に間近にみせられて思わず赤面してしまっていた。


（う、近すぎる）


　息がかかる距離、鼻の頭がくっつきそうだ。


　物心ついたときから血けつ縁えん関係のない人々に育てられてきたせいだとは思いたくないが、真は人との距離感の取り方があまり上手じゃない。


　スキンシップ下手とでもいえばいいのか。


　意識して自分から触ふれたりする分にはさほど問題はないのだが、不意に体温を感じるほどに近づかれると、どきどきして無意識のうちに腰こしが引けて赤面してしまう。


「あれ、真、もしかして俺相手に照れてんの？」


　焦あせって、不自然に何度も瞬まばたきをしたせいで、動どう揺ようを悟さとられてしまったらしい。


　弱みを握にぎったとばかりに、和音が嬉うれしそうに、にやりと笑った。


「べ、別に照れてなんかないよ」


「噓うそつけ、ほっぺた真っ赤だ。──俺にキスされるとでも思った？」


　和音が手の平で真の頰をピタピタと叩たたく。


「思わない！　やめろよ」


　赤くなってしまった頰を隠かくそうとして、真が手で顔の下半分を覆おおう。


（うわっ、おもしれー。どうせだったら……）


　本気で困っているらしい真の姿に、和音の悪戯いたずら心ごころはむくむくと巨きよ大だい化かしていった。


「なぁ、真さ、キスしたことある？」


「……キスぐらい……」


　したことある、と断言したいところなのだが、あいにくと経験はなかった。


　真は口ごもってしまった。


　目の前には、からかう気満々の楽しげな和音の顔。


　からかうネタを和音に与あたえたくなんかないが、噓をついたらついたで、和音のことだから具体的にいつどこで誰だれとと、しつこくしつこくしつこーく聞いてくるに違ちがいない。


「和音には関係ないだろ」


　なるべく邪じや険けんに聞こえるよう、きつめの口調で言ったのだが、和音はその程度の牽けん制せいでひるむほど繊せん細さいな性格じゃなかった。


「関係あるって。友達じゃん」


　和音は、馴なれ馴れしく真の肩かたを抱だく。


「友達だからって、関係あることじゃないよ。ついでにぼくには和音の好奇心を満足させてあげる気はないからね」


「あ、ひでーの。経験なかったら教えてやろーと思って、親切のつもりで聞いたのにさ」


「教えるって、なにを？」


「だから、キス。──俺、うまいぜ。なにしろ文人に教わったんだし」


「な、な……」


　そういう関係なんだろうとは察していたが、露ろ骨こつに現実を突つき付けられると、さすがに免めん疫えきのない真には刺激が強すぎた。


「なあ、文人がどんなキスするか、興味ない？」


「な、ないよ。ないないない！」


　うろたえた真は真っ赤になった。


　少し距離を開けようと、和音の腕うでを振ふり払はらう。


「わー、さらに真っ赤っか。真、マジで経験ないんだろ？　かーわいーなー」


「可愛くない。ぜんっぜん可愛くないから、ほっとけよ」


　腕をつかもうとする和音の手を振り払って、真は逃にげる。


　最初は小走りだったのが、徐じよ々じよに本気の追いかけっこになった。


　が、決着はあっさりとついた。


　広いリビングのあちこちに置かれてあるアンティークの価値を知りつくしている真が、それらの品を傷つけないように気を配っているのに対して、和音は気にも留めていなかったから。


「そこだ！」


「うわっ」


　高価なテーブルを惜おしげもなく踏ふみ台にして飛んだ和音のボディアタックをくらって、真は床ゆかに転がった。


「……ったー」


　ふかふかの絨じゆう毯たんの上とはいえ、倒たおれた拍ひよう子しに頭を打ち、痛みに顔をしかめる。


「つっかまーえた」


　へへへーと楽しげな和音が、真の上に馬乗りになった。


「諦あきらめて、おとなしく教われって」


「……あのさ、和音。こういうのって、文人さんに対して申し訳ないとかって思わない？」


「べつに……。真が相手なんだし、キスぐらいで怒おこりゃしねーって」


「普ふ通つうは怒るよ、怒るってば。ちょ……」


　やたらと楽しそうな和音が顔を近づけてくる。


　真は、びびって顔をそらした。


　ファーストキスに対して夢なんか持ってないけど、こんなおふざけで奪うばわれるのはさすがに嫌いやだ。


「ちょっと……冗じよう談だんよせってば」


　顔をガードするように覆った腕に、和音の息がかかるのを感じて焦る。


　と、不意に身体からだが軽くなった。


「あ……」


　和音の腰をひょいっとつかみ上げ、助けてくれたのは文人だった。


　助かった、とホッとしたのもつかの間、真は今の状じよう況きようを思って冷や汗あせをかく。


（これって、まずいんじゃ……）


　文人にしてみれば、恋こい人びとの浮うわ気き現場を目もく撃げきしてしまったようなもの。


　この場合、文人の怒いかりの矛ほこ先さきは、どっちに向かうんだろうか？


「あ、あの、これは……」


　ビクビクと怯おびえながら真が説明しようとすると、和音を床におろしてから文人はため息混じりに頷うなずいた。


「………わかってる」


　文人は、顔半分を覆っていた黒く染めているぼさぼさの前まえ髪がみをかき上げると、黒のカラーコンタクトをはめた切れ長の瞳ひとみをすうっと細めて和音を見つめた。


「いたずらが少し過ぎるんじゃないか？」


　か、ず、ね、と、一音一音区切るようにして文人に名を呼ばれると、和音はビクッと首をすくめる。


「な、なんだよー。ちょっと遊んでただけだぜ。怒るよーなことじゃねーよ。なー、真？」


「………遊んでたのは、和音だけだと思うけど」


「だそうだ。──もう少し後先考えてから行動しろと、前に言わなかったか？」


「………うっせーよ。ば～か」


　説教されるのを嫌きらった和音は、ぷいっとそっぽを向いてリビングから出て行ってしまう。


「またか」


　微かすかに聞こえるドアの音に、文人は眉まゆをひそめた。


　最近の和音は、自分に都合の悪いことがあると、すぐにピアノ室に逃げ込んで閉じこもってしまう。


　内側からしか鍵かぎをかけられないし、防音に気を配っている部屋なので、ドアが非常に分厚く頑がん丈じようで、武道の心得のある文人でもどうにもできない。


　逃げ込むには最適の場所なのだ。


「文人さん、……ごめんなさい」


「真が謝ることじゃないだろう？」


　文人が苦く笑しようしながら手を差しだしてくる。


　その手をつかんで立ち上がった真は、ふと、床に落ちた額がく縁ぶちを見つけて愕がく然ぜんとした。


「さっきバタバタしてたときにでも、ぶつかって落としたのかも……」


　慌あわてて駆かけ寄って拾いあげ、絵のチェックをする。


「……傷ついてる。ああ、どうしよう。ごめんなさい」


　五号程度のルネサンス期の小品。


　作者の知名度が低いから値段的にはさほどでもないが、リビングに飾かざられてある以上、当主のお気に入りの品であるのは間違いない。


　そこに描えがかれた愛らしい少女の、厚く塗ぬられた絵の具が盛り上がっている薄うす茶ちやの巻き毛の一部分が、少しだけ欠けている。


　よくよく見なければわからない程度の傷だが、それでも傷は傷。


　笑って誤ご魔ま化かせる問題じゃない。


「真、ちょっと貸してくれるか」


　オロオロしている真の手から、文人が絵を受け取る。


「これは……落ちた衝しよう撃げきでできた傷じゃなさそうだな。──この傷の端はし、よく見ると爪つめでひっかいたように見えないか？」


「そう言われると……。でも、じゃあ……」


「犯人は、たぶん和音だろうな」


　文人はため息をついた。


「ここに最初に来たときから、やたらとその絵ばかり気にして眺ながめてたしな。芸術鑑かん賞しようをするようなタマじゃないから、おかしいとは思ってたんだ。──まぁ、やってしまったものはしょうがない。お袋ふくろには俺のほうから報告しておくよ」


「……あの、じゃあ、割れた香こう水すい瓶びんの件は？」


「ああ、それもあったか。確か、真にもまだ報告してなかったな」


「はい。……ビックリしました」


「すまん。それもまとめて報告しておくよ。──他ほかに異常は？」


「ないです」


「そうか。お疲つかれさま」


　微笑ほほえみながら言われたねぎらいの言葉に、真はほっと気持ちが落ち着くのを感じた。


　が、その直後に、


「今日は迷めい惑わくかけて悪かったな。二度とああいう悪ふざけはさせないようにするから」


　と、和音のことで謝られて、またしても落ち着かない心持ちになる。


　真は、はじめて出会ったときからずっと文人を尊敬し続けてきた。


　その文人が、和音のために頭を下げる姿を見るのはすごく不ふ愉ゆ快かいだ。


（文人さんって、やっぱり趣しゆ味みわるい）


　なんで、よりによって和音なんだろう。


　このままここにいると、余計なことを口走ってしまいそうだった。


　真はそそくさと残ったチェックを済ませると、文人の夕食の誘さそいを断って、もやもやした気分のまま寮りようへと帰っていった。











　真が帰ったすぐ後、文人はピアノ室に内線をかけた。


　だが、和音は受話器を取りもしない。


「──そろそろか」


　それから五時間たち、普ふ段だんだったらとっくに夕食を食べ終わっている時間になってから、もう一度和音に内線をかけると、今度はあっさり受話器が取られた。


「これ以上籠ろう城じようする気なら、おまえの分の夕食は捨てるからな。それでいいか？」


「ばっ、駄だ目めに決まってんだろ！　もったいねーな。もー」


　乱暴に受話器が置かれ、ドアが開閉される大きな音が聞こえる。


「……単純」


　和音は叱しかられそうになるたびピアノ室に籠城するのだが、毎回空腹に負け、食事の誘いに乗ってあっさり出てきてしまう。


　一度や二度のことじゃないんだから、普通だったら空腹対策を練ってもよさそうなものなのに、そこまでは気が回らないらしい。


　仏ぶつ頂ちよう面づらのままでテーブルにつくなり、和音はいただきますも言わずに、用意しておいた夕食をがっつきだした。


（いや、もしかしたら……）


　空腹対策にいそしむより、お小言を聞き流した方が楽だとでも思ってるのかもしれない。


　そんな可能性に思い至り、文人は少々情けない気分になる。


「このかやくご飯、うまいな」


「そうか？」


「うん、おかわり！」


　お腹なかが膨ふくらむにつれ、和音の機き嫌げんはよくなっていった。


　とりあえず消化にも悪いだろうし、食事時の説教はやめておこう。


　本格的な説教は逃にげられない状じよう況きようをつくってからだ。


「ほら」


「ん、サンキュ」


　行ぎよう儀ぎ悪く箸はしをくわえておかわりを待っている和音に、文人はにっこりと微笑みかけた。








「和音、おいで」


　バスルームから出てきたところを待ち伏ぶせて文人が誘うと、和音は嬉き々きとして胸に飛びついてきた。


「今日はいーのか？」


「休みなのにかまってやれなかったしな。今日は特別。──だが、明日はちゃんと学校に行って貰もらうからな」


　念を押すと、うんうんと頷く。


　和音を居い候そうろうさせるようになった当初は同じ部屋で寝ね起おきしていたが、最近では寝しん室しつを分けている。


　エッチした翌朝に、和音が身体からだが痛くて起きられないとか疲れたとか噓うそをついたりだだをこねたりして、学校をサボろうとするのがその原因だった。


　文人が和音に手を出さなければいいだけの話なのだが、ベッドの中で撫なでてかまってと執しつ拗ようにじゃれて絡からみついてこられると、文人としてもさすがに理性が続かない。


　苦肉の策だった。


「……ん……」


　文人の部屋に入ると、和音は文人の腰こしに抱だきついたまま、軽く顎あごを上げはやくはやくとキスをねだる。


　無防備で無む邪じや気きな誘ゆう惑わくが愛いとしく感じられて、誘われるまま唇くちびるに触ふれた。


（また拭ふいてこなかったな）


　和音の髪かみに触れた文人は苦く笑しようする。


　焦こげ茶ちや色のパジャマの襟えりが、髪からこぼれる水すい滴てきを吸って濃こく変色していた。


　めんどくさがりの和音は、何度注意しても髪をちゃんと乾かわかさずにバスルームから飛び出してくる。


　風邪かぜをひくぞと注意しても、どこ吹ふく風だ。


（和音だし、仕方がないか）


　家が隣となりで母親同士が親友だったこともあって、小学校四年生のときに文人が引っ越こすまで、ふたりはいつも一いつ緒しよにいた。


　甘やかされ放題に育てられ、自分勝手で気まぐれで悪戯いたずら好きだった和音が巻き起こすトラブルに、対処し続ける日々だったといえるかもしれない。


　厄やつ介かい事ごとばかり起きて、和音の代わりに怒おこられることもしょっちゅうで、それでも和音と一緒に過ごす毎日は文人にとって楽しいものだった。


　もめ事を起こすたび、文人のせいなんだからなんとかしろよと、和音は事実無根の責任転てん嫁かばかりしていたが、それが自分に対する無邪気すぎる信しん頼らい感からくる態度なんだということを文人はちゃんと知っていた。


　だからこそ、頼たよってもらえることが嬉うれしかったし、誇ほこらしくもあった。


　だが離はなればなれになった途と端たん、和音は手の平を返したように態度を変えてしまった。


　手紙や葉書を何度出しても、返事がこない。


　電話をかけても電話口にさえ出てもらえない。


　やっと電話に出てもらえたと思ったら「おまえなんか知らない」と言われる始末。


　そんな邪険な扱あつかいに、文人はさすがに深く傷ついた。


　だから、転校してきた和音と再会した最初の頃ころは、極力関かかわり合いにならないという決意をしていたぐらいなのだ。


　その初心を貫かん徹てつできなかったのは、やっぱり和音のせい。


　少しは成長したかと思いきや、和音は相変わらず自分勝手で我が儘ままで甘ったれなままで、文人はそんな和音をどうしても放ほうっておくことができなかった。


　そうこうしているうちに幼い日の和音に対する自分の感情が初はつ恋こいだったんだとついうっかり自覚して、さらには今もまだ惚ほれていることにも気づいてしまって……。


　最終的には、和音の我が儘を聞くかたちで同居することになっていた。


「髪ぐらいちゃんと拭いてこい。風邪ひくぞ」


　無駄だと知りつつ、軽いキスのあとでそう注意すると、和音は軽く唇を尖とがらせ、ぐりぐりと文人のパジャマの胸あたりに頭をこすりつけてきた。


「こら、俺で拭くな」


「どうせ脱ぬぐんだからいーじゃんか」


　脱がしてやるよ、と和音はいそいそと文人のパジャマのボタンを外しにかかる。


（微び妙みよう……）


　そんな和音を見つめながら、文人は密ひそかにため息をつく。


　エッチに積極的なのは嬉しいのだが、和音の場合、あまりにも無邪気に求めてくるから、単に気持ちいいことをしたいという純じゆん粋すいに本能からの要求なんじゃないのかと疑わしく思えてしまうのだ。


「なに、ぼやっとしてんだよ」


　文人の裸はだかの胸に、焦じれた和音が唇を寄せる。


「はいはい」


　抱き上げてベッドに降ろすと、はやくはやくと両手を広げて無邪気に誘さそう。


　和音は、好きだといってくれる。


　こうして無邪気に求めてくれる。


　文人だって和音を愛しているから、もちろん求められれば嬉しい。


　ただ一つの難点は、和音の『好き』が自分と同じ意味合いでの『好き』なのかどうか、自信を持てないということ……。


　甘やかし放題だった両親の死後、トラブルを起こして追い出されるまで、和音はずっとそりが合わない親しん戚せきの家での窮きゆう屈くつな生活を強しいられていた。


　そんな和音にとって、文人は甘えられる最後の砦とりでらしい。


　恋こい人びとではなく、保護者に対する『好き』の割合が大きい可能性が多分にある。


（困ったもんだ）


　問いつめたところで、基本的に思考回路が単純にできている和音が、納なつ得とくのいく答えをくれるとも思えない。


　和音の『好き』が保護者に対する『好き』と同じ意味じゃないことを祈いのるしかない。


「……んっ……」


　身体を重ねるようになったばかりの頃の和音は、文人の与あたえる優やさしい愛あい撫ぶをくすぐったがり逃げてばかりいたが、最近ではそんなこともなくなった。


　共に過ごした夜の数が、和音の身体を変えていく。


　今では、軽く撫でてあげるだけで、とろんとなって甘い声をあげるようになっていた。


「もっと撫でて……。──あ……っ……」


　無邪気に素す直なおに快感を受け入れる和音の身体がふにゃんと柔やわらかくなり、甘く香かおりだす。


（いかんいかん）


　誘われるまま、ついついのめり込みそうになっていた文人は、ふと我に返った。


　休日前でもないのに、和音を誘ったのにはそれなりに訳がある。


「え……ちょっ……」


　肩かたにしがみついていた両手を頭の上に片手でまとめて押さえつけ、逃げられないように身体を体重で押さえ込む。


「なんだよ、これ。──新しいプレイか？」


　和音は一いつ瞬しゆんだけ不安そうな顔を見せたが、すぐに楽しげに浮うき浮きしだした。


「……違ちがう」


　和音の反応に、文人はどっと力が抜ぬけた。


　が、すぐに気を取り直して、不思議そうに見上げてくる和音を見下ろす。


「昼間の件について、言いたいことがあってな」


「もしかして、説教する気かよ？」


「正解」


「明日でいいじゃんか。なぁ、続きしよーぜ」


「話が終わってからな」


「ちぇー、やな感じ。いつもは諦あきらめるくせに」


　和音は唇を尖らせた。


　和音の言うとおり、普ふ段だんの文人は、和音がピアノ室に閉じこもった段階で説教を諦めていた。


　悔くい改める気がこれっぽっちもない相手に、無む駄だな説教をするのは時間の浪費だと思うからだ。


　怒られそうになると逃にげるのは、和音が自分でもまずいことをやらかしたと思っている証しよう拠こだし、文人が和音の行こう為いに対して不満をもっているのだと察している証拠。


　とりあえずは、それだけでよしとしていたのだ。


　が、今日は例外だった。


「今日は特別だって言っただろう」


「なんでだよ」


「真にしたような、ああいう悪ふざけが非常に不ふ愉ゆ快かいだからだ。──二度としないと約束しろ」


「………そんなに真がかわいーわけ？」


　贔屓ひいきだ、と呟つぶやいて和音は文人の視線から逃げるようにぷいっと横を向いた。


「どうしてそうなるんだ。ふつう逆だろう」


　文人はあきれた。


「……俺の方が大事？」


「まあな」


「じゃあ、なんで怒るんだよ。真相手にキスするぐらい別にいーじゃんか」


「だから、どうしてそうなるんだ」


「だってあいつ、文人にとって弟みたいなもんなんだろ？」


「それはそうだが、それとこれとは違うだろうに。──じゃあ和音、俺が真にキスしたらどう思う？」


　文人の質問に驚おどろいた和音は、キョトンとした顔で見つめ返してきた。


「へ？　だって文人、そんなこと絶対しないだろ」


「……しないけどな。もしもの話だ。──どうする？」


「真をけっ飛ばす！」


「……暴力は禁止」


　子供の頃ころ、武道を習っていた経験のある和音の蹴けりの威い力りよくは並じゃない。


　一いつ般ぱん人じんだったら、まず確実に病院送りになるレベルだ。冗じよう談だんじゃすまなくなる。


「で、なんで、真をけっ飛ばしたいと思ったんだ？」


「文人は俺のだからだよ。だよな？」


　和音は一瞬の迷いもなく同意を求めた。


「確かに」


　思わず文人の口元が揺ゆるむ。


（これが純粋な恋れん愛あい感情ゆえの独どく占せん欲よくならいいんだが）


　自信が持てないのが、自分でも少々情けない。


「じゃあ俺は、昼間どんな風に感じたと思う？」


「………もしかして、怒おこったのか？」


「怒りはしないが、ものすごく不愉快だったな」


　正直いって、和音の悪戯いたずらの相手が完全に無害だとわかっている真じゃなかったら、冷静に対処できていたかどうか自信がない。


「ふーん、そっか」


「そっかって……。ちゃんと理解したか？」


「したさ。俺は文人のものだってことだろ？」


　和音が、にこっと得意げに笑った。


「だから相手が誰だれでも、文人以外のやつとキスしちゃいけないんだ。だろ？」


「そういうことだ。──俺はおまえを誰とも共有するつもりはないからな」


「うん。俺も。でもさ──」


　文人が押さえ込んでいた手を離はなすと、和音は嬉き々きとして抱だきついてきた。


「──これ以上焦らされると、欲求不満でまた悪戯したくなるかも」


「………なに？」


「文人、俺に浮うわ気きされたくなかったら、ちゃんと相手しろよな」


　足を絡からめてきながら、和音は悪だくみをするときのいたずらっ子の笑えみを浮かべた。


　こちらの独占欲を逆手にとって脅おどしてくるとは、なんとも小こ憎にくらしい。


「狡ずるいやつだな」


「そんでも、文人は俺のこと好きなんだろ？」


　本当の意味で愛されているか自信がない文人とは逆で、和音は愛されている自信に満ちあふれている。


（まぁ、いいか……）


　小憎らしいのは確かだが、和音が自分のような不安を抱かかえていないのは、文人にとっては嬉うれしいことだった。


　和音が安心して笑っていられる場所になってやること。


　それは、文人が和音を手に入れると決めたとき、自分自身に課した誓ちかいだったのだから……。


「後こう悔かいするなよ」


　文人は挑ちよう発はつにのせられたふりをして、少々乱暴に和音の肩を押してベッドに沈しずめた。


　そのまま喉のど元もとに嚙かみつくようなキスをすると、和音は嬉しそうに喉を鳴らした。




２







　翌朝、文人は学校に行きたくないとごねる和音を強ごう引いんに追い立てながら登校した。


　マンションを出るときは不満たらたらな和音だが、奇き妙みようなもので学校が近づいてくると機き嫌げんが上向きになる。


　もしかしたら和音は、学校に対して勉強をしなきゃいけない窮きゆう屈くつな場所という根深い先入観を持っていて、条件反射的に登校するのを嫌いやがっているだけかもしれないと文人は思う。


　その証拠に、実際の学校生活の中で和音が不満を零こぼすのはテストぐらいで、他ほかのときはけっこうなんだかんだと楽しげに過ごしているからだ。


「お、和音だ、おはよっス」


　校門のところで背後から声をかけられ、振ふり向くとそこにいたのは空手部の部員達。


　朝練でもやっていたのか、胴どう着ぎ姿でぞろぞろと集団で歩いている。


「生徒会長もおはよーっス」


　和音と一いつ緒しよにいた文人にはおざなりな挨あい拶さつをした彼らは、わらわらと和音の周囲に集まってきた。


「考えは変わったか？　どうよ？」


「変わってねーよ。うぜーな、もー」


「そういわずに入部してくれって。残った三年抜ぬけると、うちマジで戦力不足になるんだって」


「なぁ、助けると思ってさ」


「ばかいうなよ。なんで俺が、おまえらを助けなきゃなんねーの？」


　部員たちに囲まれて拝み倒たおされている和音が、えらそうにフンと鼻をならす。


「だいたいさ、おまえら弱すぎて相手になんねーんだもん。つまんねーよ」


「それを言われると……」


「入部は駄だ目めだけど、気が向いたら稽けい古こぐらいはつけてやってもいーぞ」


「和音の稽古？」


「それは、ちょっと……」


　部員たちが、いっせいにひく。


「あ、あのさ、稽古より、試合の助すけっ人ととかのほうがいいかも」


「お、それナイス」


「だろー？」


「っていうか、まずは応おう援えんからじゃねーの？　試合、目の前だぜ」


「ああ、そうか。──なぁ、和音、次の日曜、暇ひま？」


「なんだよ」


「三年の引退試合があるんだよ」


「それって主将も？」


「そう。応援してくんねーか？」


「いーよ。主将には世話になってるし」


「マジか」


　おおーっと、部員たちが喜びに沸わく。


「おまえが応援にくるんなら、きっと主将も気張っていい試合ができるよ」


「あとで日程表持ってっから、よろしくな」


　部員たちは浮うかれた様子で、部室棟とうへとぞろぞろと去っていく。


　黙だまって成りゆきを見守っていた文人は、彼らの声が聞こえなくなったところで、はじめて口を開いた。


「和音、あいつらと仲いいのか？」


「ああ、いいよ。たまに武道館にも遊びにいってるし」


「……そうか」


（いつのまに……）


　転校してきて知り合いが少ない和音は、たいてい文人の友達である土ど井い幸こう喜きや真とばかりつるんでいる。


　だから、和音個人の友達が増えていくのは喜ばしいことだ。


　が、その相手が微び妙みように不安だった。


　以前、和音はちょっとした悪戯いたずら心ごころで空手部主将に色目を使ったことがあり、それがきっかけとなって、空手部の部員たち十数名に襲おそわれかけたことがあった。


　そのときは実力の差で和音が圧勝し、さらには文人が調停にでたために大おお騒さわぎにならずにすんだのだが、彼らの気持ちの中にまだ禍か根こんが残っているんじゃないかと、文人はいまでも心配しているのだ。


「大だい丈じよう夫ぶなのか？」


「へーきさ」


「なら、いいが……」


　自分の知らないところで和音に交友範はん囲いを広げられるのは、少しばかり不安だし心配だ。


（自分でも意識しないで、騒そう動どうの火種をまいてるかもしれないしな）


　厄やつ介かい事ごとが増える危険性が大。


　文人は不ふ愉ゆ快かいになる。


　その不愉快さの中には、和音が自分以外の人間に懐なつくのが気にくわないという独どく占せん欲よくも含ふくまれているのだが、文人本人にはまだその自覚はなかった。











「はい注目、留学生を紹しよう介かいする」


　朝のホームルームに、担任がひとりの少年を連れてきた。


「うわ、外国人だ」


　その姿を認めた生徒達が、ざわざわとざわめきだす。


　金のフワフワのくせ毛に、金色の大きな瞳ひとみ。


　制服が間に合わなかったのだろう。スーツにリボンタイという、少々浮うき世よ離ばなれした出いで立ちだったが、不思議と違い和わ感かんなく似合っている。


　緊きん張ちようしているのか、少しばかり顔が強こわばっているが、鑑かん賞しように値あたいする甘く可愛かわいらしい顔立ちの少年だった。


「アルフレッド・ネヴィルです。アルと呼んでください。よろしくお願いします」


　イントネーションに少々の不安はあるものの、アルフレッドはしっかりした日本語で挨拶して、ぺこんと頭を下げると、親しげに微笑ほほえんだ。


　素す直なおそうな、好感度の高い微笑みだ。


「とりあえず今日は顔見せだ。正式な編入は明後日あさつてからになる。この通り、彼は日本語が堪たん能のうだから、妙みような緊張はしないで普ふ通つうに接してやってくれ」


「……なんかうちのクラス、編入生多くない？」


　生徒のひとりが、ひとりごとのつもりでぼそっと呟つぶやいた声が、ざわめきの合間をぬって不意に教室中に響ひびいた。


「あ、いや、それが悪いって言ってんじゃないけどさ」


　呟いた生徒は、教きよう壇だんに立つアルフレッドと、二ヶ月ほど前に転校してきた和音とを見比べながら慌あわてて言い訳をした。


「知り合いがいるクラスのほうが落ち着くんだそうだ。今回に限ってはネヴィルくん本人の希望を優先したんだよ」


　担任のその説明に、教室中の視線がバッと文人へと集中する。


　外国人の知り合いのいる可能性が一番高いのが、四分の一しか日本人の血を持たない文人だろうという共通認にん識しきのなせる業わざだった。


「──で、心当たりは？」


　斜ななめ前の席に座っている文人の友人、土井幸喜がクラスメイトを代表して質問してくる。


「……ある」


　文人が頷うなずくと、だろうなという声がいっせいにあがった。そして、


「モンド？　ほんとに？」


　教壇の脇わきに立つアルフレッドは、酷ひどくショックを受けたように胸の前で両手を組んでいた。


（まぁ、無理もないか……）


　アルフレッドとは、高校に入学する前、仕事で世界中を飛び回っている母に強制的につれまわされていた時代に出会ったのだ。


　その当時の文人は、生来の銀の髪かみと緑の瞳のままで過ごしていた。


　それにくわえて息子むすこを着せ替かえ人形と勘かん違ちがいしていた母親に、ブランドものの洗練された服ばかりを着せられ、華か美びなほどに飾かざり立てられてもいた。


　だが現在、母の魔まの手から逃のがれた文人は、そのきらびやかな外見ゆえに目立つのを嫌きらって、髪を黒く染め、黒のカラーコンタクトまで入れている。


　さらにとどめとばかりに、わざわざ前髪をぼさぼさに伸のばして、ノーブルすぎて人目を引く顔の上半分を隠かくすという念の入れよう。


　余りの落差に、ショックを受けるのも当たり前だろう。


「本当だ。久しぶりだな、アル」


　この場合は仕方ないかと、文人は前髪をかき上げて、疑ぎ心しん暗あん鬼きに捕とらわれているアルフレッドに微笑みかけた。


「モンド！」


　色合いは変わっていても、文人のノーブルな美び貌ぼうは見み間ま違ちがえようがない。


　文人本人だと確認したアルフレッドは、弾はじかれたように文人に駆かけ寄った。


「あいたかった」


　いきなり駆け寄って来られたのに驚おどろいて中ちゆう腰ごしになった文人に抱だきつくと、ちゅっと頰ほおに唇くちびるを押しあてる。


「やる～」


「映画みてーだ」


　おおぅと、驚きよう愕がくとも感かん嘆たんともつかぬ声が教室中から沸きおこり、なぜかパチパチと盛大な拍はく手しゆまでされてしまう。


　文人は憮ぶ然ぜんとした。


「ストップだ。アル」


　文人は、アルフレッドを押し戻もどした。


「ここは日本なんだよ。頼たのむから、その手の挨あい拶さつは控ひかえてくれないかな」


　目立ちたくないという気持ちも強いが、今はそれ以上に和音の反応が怖こわい。


「ごめんなさい。嬉うれしかったから……」


「怒おこってるんじゃない。次から気をつけてくれればいいから」


　恥はずかしそうにうつむくアルフレッドを宥なだめながら、文人は前の席に座っている和音をこっそり盗ぬすみ見る。


　和音は、振ふり向いてじいっと文人を見つめ返していた。


　怒っているだろうと思ったのに、なぜか無表情で、それがかえって不気味だった。








　留学に関する細かな手続きがまだ済んでおらず、正式な編入は明後日からだというアルフレッドは、挨拶だけしてそのまま教師と共に去っていった。


　もとより文人を一目見ることが目的の訪問だったと思われる。


「モンドってば、もてもてね」


　振り向いた幸喜が、ニヤニヤと楽しげに笑う。


「どういう知り合いなわけ？」


「お袋ふくろの仕事関係だ。──アルの父親がイギリスでも有名なアンティークのコレクターでな、その縁えんで屋や敷しきによく出入りしてたんだよ」


「まさか、親子で押し売り？」


「ちがう！」


　アルフレッドの父親と文人の母親は、お互たがいのコレクションを自じ慢まんしあうコレクター仲間でもある。


　そのため、新しいコレクションを自慢するために屋敷に招待されることが主だったが、依い頼らいされて競せり落とした品を届けにいくこともあった。


　高校に入学して以来、文人は日本から出なくなったが、たぶん母親はいまだに年に数回はあの屋敷を訪おとずれていることだろう。


　そう説明すると、幸喜は「そうか」としたり顔で頷いた。


「文人に会えなくなって二年弱、我慢しきれずに追いかけてきたってとこか……。健けな気げじゃないの」


「勝手に失礼な早とちりをして、にやつくんじゃない。──アルは日本文化に興味を持っているんだ。あの当時から日本語の勉強をしてたぐらいだしな。たぶん日本での生活を実体験したくなって留学してきたんだろう」


　過不足無く甘やかされ、可愛がられて育った者特有の上品な人ひと懐なつこさを持っているアルフレッドは、四人兄姉きようだいの末っ子だ。


　同じように甘やかされて育った和音とは違ちがって、アルフレッドは素直で思し慮りよ深い性格だった。


　同年代の気安さで、出会ってすぐに彼と親しくなった文人は、あの屋敷を訪れるたびに彼から日本の話をねだられた。


　母親の仕事関係の大人達にばかり囲まれる生活をしていた文人にとって、同年代のアルフレッドと過ごす時間は心休まるひとときでもあったのだ。


　だから、彼の勉強の手助けになれるのなら、協力は惜おしまないつもりなのだが……。


「そうかねぇ。それだったら、もっと日本文化満まん載さいの土地に留学するんじゃないの？　外国人にもわかりやすい、京都とか奈良とかさ」


　言われなくても、その疑問は文人の胸にもある。


　が、文人はあえて深く考えないことにした。


　海を越こえてまで追いかけてくるほど好かれてしまった確信はないし、幸喜の勘ぐりが本当になってしまった場合の和音の反応を想像するのが怖い。


「どっちにせよ、その疑問は保留だ。余計な勘ぐりで先入観を持つのはやめてやってくれ。アルが可哀かわい想そうだろう」


「へえへえ、わかりましたよ。──和音の心の平へい穏おんの為ためにも、俺の勘ぐりが外れてることをお祈いのりしときましょ」


「言ってろよ」


　当の和音はというと、ホームルームが終わると同時に、無言のままでぷいっと教室から飛び出して行ってしまった。


　さすがに学校内だから自重してくれたようだが、和音は無表情ながらもひどく物問いたげな瞳ひとみをしていた。


（あの様子だと、真に八つ当たりしにいったのかもな）


　すまん、と文人は、心の中で真に手を合わせた。











「高校生にもなって、これだよ。信じられる？」


　真は、寮りようの部屋に遊びに来た幸喜に、数学の教科書を開いてみせた。


　開いたページには、マジックででかでかと、『もんどのばーか』と書かれてある。


「和音らしいじゃない」


「和音らしいって……。これだけじゃないんだからね。シャーペンの芯しんは全部折られてたし、鞄かばんの中に消しゴムカスはいっぱい入ってたし」


「だから和音らしいでしょう？」


「そう、それ。それが問題なんだよ」


　真は憮然とした。


「そうやってみんなが甘やかすから、和音ってばどんどん図ずう々ずうしくなるんだよ。文人さん家ちにいきなり居い候そうろうしちゃうし、高価なアンティークをぶっ壊こわしても、『文人がいいって言ったからいーんだ』なんて平気な顔してるしさ。居候の分際で、食事の支し度たくから掃そう除じから、全部文人さんにやらせてるんだから。──あいつ、文人さんのこと、召めし使つかいかなにかだと勘違いしてるんじゃないの？」


「まあまあ、まこっちゃん、落ち着きなさいって」


　トレードマークになっている狐きつね面めんのような笑い顔を崩くずさずに、幸喜は真を宥めた。


「とりあえず、甘いものでもどう？」


　持参してきたバスケットを開けて、中から陶とう器きの器うつわを取り出す。


「クレームブリュレ？」


　真はぱっと顔を輝かがやかせる。


「うちの定番。好きでしょ」


「うん」


　幸喜の母親は、学校のごく近くで小さな洋食屋を経営していて、幸喜は寮に遊びに来るときは、必ずといっていいほど手みやげがわりに母親のお手製のデザートを持って来てくれる。


　すっかり上じよう機き嫌げんになった真は、自分から手を伸のばしてクレームブリュレの器を受け取った。


「じゃ、遠えん慮りよなく」


　スプーンでカラメルを砕くだいて、クリームごと口へ運ぶ。


「やっぱ、おいしい」


　少々甘さが強いのは、それが幸喜の母親の好みの味だから。


　顔見知りの人が作ったデザートは、市し販はんのそれより、ずっと美味おいしく感じられるから不思議だ。


「──真面目まじめな話、まこっちゃん、和音が嫌きらいだったりするのかい？」


「え……」


　幸せ気分のまま、真が最後のひとすくいを口に運び終わったとき、幸喜が前まえ触ぶれもなく痛い質問をしてきた。


「……嫌いってわけじゃ……」


　文人のマンションに同居するようになってから、いきなり我が儘ままで傍ぼう若じやく無ぶ人じんになった和音。


　なにかというとすぐに絡からんでくるし、文人ともめるたびに八つ当たりの矛ほこ先さきをなぜか真に向けてくる。


　だから、和音に対する苦情や要望なら山ほどある。


　でも不思議と嫌いだとは思えない。


　むしろ、出会った頃ころの猫ねこっかぶり状態の和音より、今の和音のほうが好きかもしれない。


　今の和音は、遠慮会え釈しやくなく体当たりで接してきて、以前よりも親密度が増していると感じられるから……。


「……でも、気にくわない」


「なにが？」


「文人さんに対する和音の態度だよ！」


「あれは和音なりの甘えかたなんじゃないのかね。文人だって、許容範はん囲いだから甘やかしてるんだろうし……。あのふたりがどういう関係なのか、まこっちゃんも知ってるだろ？　あれでうまくいってるみたいだし、野暮をいうと馬に蹴けられるよ」


「野暮だなんて、そんなつもりはないんだけど……。でも、そうなんだよね。文人さんが甘やかしてるから、和音だって図々しくなっちゃうんだ」


　あとで和音には注意しておくからという言葉は、何度か文人の口から聞かされた。


　だが和音の態度から察するに、実際に注意されている気配はない。


　和音が現れるまでの文人は、有言実行の人だった。


　口先だけのごまかしをいうようなことはなかったのに……。


「文人さんは、完全無欠な人だと思ってたのに」


「おやおや。まこっちゃん、ちょっとばかし文人を理想視しすぎなんじゃない」


「そんなことないよ。文人さんは実際に凄すごい人だしさ」


「まぁ、有能なのは認めるけどね。でも、所しよ詮せんは俺たちと同じ年ねん齢れいのガキなわけよ。いい加減、理想視するのはやめにして、そこんとこちゃんとわかってやんないと文人が可哀想でしょ」


「……でも……」


　反論したかったが、できなかった。


　文人を理想視しているつもりはない。


　真の目には、確かに文人が尊敬すべき特別な存在に見えていたからだ。


　だが、それも和音が現れる前までの話だが……。


「んー、じゃあさ。まこっちゃん、気晴らしというか気分転てん換かんになるような提案が、この俺にひとつあるんだけど。聞く気ある？」


「うん」


　頷うなずく真に、幸喜は狐面の笑えみを深くした。











　一方、文人はリビングのソファーで、さてどうしたものかと思い悩なやんでいた。


　和音はというと、真に八つ当たりしただけでは気持ちが収まらなかったらしく、学校にいたときの不機嫌さを維い持じしたまま、無言で夕食だけはしっかり食べてから自分の部屋にぷいっと戻もどっていって閉じこもっている。


　鍵かぎのかかるピアノ室じゃなく、自分の部屋に戻っていったところを見ると、文人に宥なだめに来て欲ほしいと思ってるんだろう。


　それがわかっていても、無言で睨にらみつけてくる和音の態度が普ふ段だんとあまりにも違ちがうのが不気味で、なかなかふんぎりがつかずにいた。


　いつものように「おまえが悪いんだからな」と理り不ふ尽じんな怒いかりを突つき付けられたほうが、わかりやすくて助かるのだが……。


（頰ほおへのキス程度で、こんなに拗すねるなんてな）


　正直言って嬉うれしい。


　が、やはりいつものように、恋れん愛あい感情故ゆえの独どく占せん欲よくなのだろうかという一いち抹まつの不安も脳裏をよぎる。


　和音は子供の頃から、ゲームであれ玩具おもちやであれ、自分のお気に入りの品を絶対に人には譲ゆずろうとしない極きよく端たんに心の狭せまい性しよう分ぶんだったから……。


　とりあえず、ご機嫌伺うかがいぐらいはしておくかと腰こしを浮うかしかけたとき、電話のベルが鳴った。


　母親の趣しゆ味みにあわせ大理石と真しん鍮ちゆうで作られた、見た目は綺き麗れいだが、少々重い受話器を耳に当てる。


「はい」


『文人、わたしだ。久しぶり』


　聞こえてきたのは、懐なつかしいアルトの声。


「文あや華かさんか」


　声の主は文人の母親、鳴瀬家の当主である文華だった。


「久しぶり。なにかあった？」


『なにかがなきゃ電話を掛かけちゃいけないのか？　わたしだって、たまに可愛かわいい息子むすこの声を聞きたくなるさ』


「それは、どうも」


　文人は苦く笑しようした。


　慣れているとはいえ、ストレートに可愛いなどと言われるとさすがに照れる。


　実際、文華は文人を溺でき愛あいしていた。


　仕事の都合で世界中を飛び回るようになったときでも、他人に預けることをよしとはせず、強制的に連れ歩いていたぐらいなのだ。


　そのせいで、小学校高学年から中学にかけての文人は、ほとんど学校に通わずにいた。


　そんな生活に強い不満はなかったが、さすがに高校生になってまで母親のお供をするだけの生活を続ける気にはなれなかった。


　だから反対されるのを覚かく悟ごで、高校からは日本に定住して普通に生活したいと宣言した。


　文華は意外にも反対しなかった。


　おまえの好きにすればいいよといって、その後は文人の進路に関して一いつ切さいの口出しをしなくなった。


　きっと彼女のことだから、子供をスポイルする母にはなりたくないとでも考えていて、手を離はなす時期が来たらどう対処するか、自分なりにシミュレイション済みだったんだろう。


　現在は、愛情故の放任主義に徹てつしてくれている。


「そうだ。文華さんに謝らなきゃならないことがあるんだ」


『なんだ？』


「最近集めはじめた香こう水すい瓶びんがあっただろう？　あれを三本、いや四本か、不注意から割ってしまったんだが」


『おやおや……。まぁいいさ。希少価値が極きわめて高い品はまだ無いしな。専用の陳ちん列れつ棚だなを用意しそびれて、生活スペースに保管させていたわたしにも責任がある』


「ごめん。──それと、もう一点」


『他にも、なにか割ったのか？』


「割ったんじゃなくて欠けた。絵なんだが。こっちのリビングにある巻き毛の少女の油絵」


　文人が作者名を告げると、受話器の向こうの文華が息を呑のむのがわかった。


『あの絵を傷つけたのか？』


「ああ、そうだけど……。もしかして、価値が上がりはじめてる品だったのか？」


『いや、そういう問題じゃないんだ。あの絵は、単にわたしが気に入っているだけで……』


「それなら本宅のほうに置いとけばよかったのに」


『年に二ヶ月程度しか使わない家に？　不用心だし、誰だれにも見てもらえないんじゃ絵が可哀かわい想そうだ。おまえのところに置くのがベストだ──と思ってたんだが』


「悪い」


『まぁ、やってしまったものは仕方ない。傷の大きさは？』


「一センチ弱」


『その程度なら修復できるな。ショップのほうに送ってくれ。小早川に修復に出させるから』


「了りよう解かい」


『あー、それとな、実はこれが本題なんだが……』


　文華にしては珍めずらしく言葉にキレがない。


「やっぱり本題があったんだな。なんだ？」


　文人は、言い淀よどむ文華を促うながした。


『そっちに、アルがいくかもしれない。──イギリスのネヴィル家の三男、何度も会ってるし、覚えてるだろう？』


「…………もう来てる」


『電光石火か』


　あきれたようなため息が聞こえた。


「どういう事情なんだ？」


『ネヴィル氏に取引のことで渋しぶられててね。溺愛されてるアルに、ちょっとばかり口くち添ぞえしてもらったんだ。で、その代だい償しようとして、おまえの所在地をだな』


「教えたのか？」


『そう。──悪い。いい餌えさだったんでね』


「可愛い息子を餌あつかい？」


『だから悪いって謝ってるだろう。壊こわした品と相そう殺さいでチャラってことにしといて』


　それを言われると弱い。


　文人は苦笑しつつ「わかったよ」と頷いた。


「それにしても、アルは俺になんの用事があるんだ？　わざわざ留学なんかしなくても、旅行がてら会いにくればよさそうなものなのに」


『………おまえ、わざと惚とぼけてるのか？』


「………じゃあ、やはりそっちか」


『そうだよ。昔っから、あの子はおまえにぞっこんだったろう？　おまえと話を合わせるために、真しん剣けんに日本のことを勉強してたしね』


「参ったな。純じゆん粋すいに日本の文化に興味があったわけじゃなかったのか」


『この際だ。ストレートに聞くが、おまえ、アルに手を出したことがあるのか？』


「それはない」


『本当か？　あの子だって馬ば鹿かじゃない。その気もない相手を追いかけ回すような真似まねをするとは思えないんだがな』


「……そこのところは、少しだけ心当たりがないでもない」


『なんだ、はっきりしないな』


「これ以上は勘かん弁べん。──勘かん違ちがいさせた責任はとるよ」


『色男は辛つらいね』


「文華さん」


　茶化す文華をたしなめると、文華は『悪い』と苦笑混じりに謝る。


『可愛い息子のもてっぷりが嬉しくてね。母としては鼻高々だ。──アルはわたしの大事な友人の息子だ。扱あつかいには充じゆう分ぶんに注意してやって。向こうで会ってたときは随ずい分ぶんとお気に入りのようだったけど、その手の好意とは違ちがってたんだろう？　本気ならともかく、据すえ膳ぜんだからって遊びで手は出すなよ。情にほだされるのも無しにして』


「重々わかってるよ。心配いらない」


　やたらと手間のかかる本気の相手が側そばにいるのだ。


　遊びにうつつをぬかす暇ひまなどない。


『信しん頼らいしてるから。適当にあしらって、早めに本国に帰る気になるよう誘ゆう導どうして』


「善処するよ」


『頼たのむ』


　文華は、文人の返事に安あん堵どしたようだった。


『今年はクリスマスも正月も日本には戻もどらない。でもその代わり、高校の春休みにあわせて休きゆう暇かを取るから、そのときは相手してくれるな？』


「ああ、わかった」


　愛してるよ、という気き恥はずかしくもくすぐったい別れの言葉と共に通話は切れた。


「……言いそびれたな」


　和音をマンションに居い候そうろうさせている報告をしそびれた。


　とはいえ、和音は文華にとっては無二の親友の息子むすこだし、家が隣となり同どう士しだった時代は随分と可愛かわいがっていたから居候に反対される心配はないだろう。


「次の機会にするか……。──さて」


　電話に中断された用事を実行に移さなければならない。


　が、しかし、


「あいつ、どこに行ったんだ？」


　和音の部屋はもぬけの殻だった。


　バスルームにでも行ったのかと覗のぞいてみたが、使われた形けい跡せきはあるものの和音の姿はない。


　外に出たのだろうかと玄げん関かんを見に行ったが、チェーンロックがかかっている。


　和音がマンション内にいるのは確かなようだ。


「和音、どこだ」


　こういうときは、マンション内部の広さが少々呪のろわしい。


　唯ゆい一いつの救いは、コレクションの保管を最優先に考えて作られたスペースに通じるドアの電子ロックには、開けられた形跡がなかったこと。


　ピアノ室やオーディオルームなど、生活スペースの中で和音が好んで使う部屋をあちこち覗いてみても、和音の姿はない。


　その代わり、廊ろう下かに飾かざってあった壺つぼが、床ゆかに落ちて無む惨ざんな姿をさらしていた。


「………やられた」


　割れた欠片かけらをさらに何度も踏ふみつけたらしく、いっそ見事なほど粉々になっている。


　この有様では繕つくろいも不可能だ。


「和音のやつ……」


　子供じみた行き当たりばったりの八つ当たりが、和音の機き嫌げんの悪さを物語っている。


　間違いなく、昼間の件で拗すねて隠かくれているのだろう。


　隠れてしまった和音を捜さがすとなると、生活スペースにある和音が隠れられそうな収納場所のすべてをチェックしなければならない。


　それではいくらなんでも手間と時間がかかりすぎだ。


「仕方ないか」


　師走しわすに入った途と端たんに外気温はぐっと下がったが、マンション内にいる限り風邪かぜをひく心配はない。


　忍にん耐たい力りよくのない和音のことだ。


　居い心地ごこちが悪い場所に長居できるわけがないし、明日の朝になってお腹なかが空すけば自分から姿を現すだろう。


　文人は、二、三時間後にもう一度捜すことにして、いったん捜そう索さくをうち切った。








　のんびり風ふ呂ろに入ってから、自分の部屋に戻る。


　ドアを開け、灯あかりをつけた文人は、その場で一いつ瞬しゆんフリーズした。


「……ここに、いたのか」


　ベッドの上に和音はいた。


　枕まくらを両手で抱かかえて、じいっと文人の顔を睨にらみつけるように見つめている。


「部屋にいないから心配した」


　歩み寄って頰ほおを撫なでても、和音は機嫌を直さない。


　それどころか、眉み間けんにまで不機嫌そうな深いしわが浮うかぶ。


「なぁ、文人。俺に言うことねーの？」


「………壺、割ったな？」


「知るか。ひとりで勝手にガチャガチャ分解したんだよ」


　予想どおりの答えに、怒おこる気にもなれない。


「そっちじゃなく、他には？」


「昼間のキスの件か？　あれは、まぁ、不ふ可か抗こう力りよくだ。仕方な…」


「それはどーでもいーんだよ！」


　文人の言葉を和音は最後まで聞かず、怒ど鳴なり声で遮さえぎる。


（どうでもいいって……）


　文人は少々ショックだった。


「じゃあ、なにをいえって？」


　投げやりな気分で聞くと、和音は「ほめろよ」と胸を張った。


「はあ？」


「おまえが暴力は駄だ目めだっていうから我が慢まんして、あの超ちようシツレーな外国人を蹴らないでやったんだ。──えらいだろ？　ほめろよ！」


（ほめてもらえないから睨んでたのか）


　焼き餅もちを焼いて怒っているのかと思いきや、ほめてもらえないことを拗ねていただけとは……。


　そういえば亡なくなった和音の両親は、和音の百の悪戯いたずらに目をつぶってたくせに、一の善行を大おお袈げ裟さに取り上げては、すごいねーえらいねーとほめまくっていたような気がする。


（やっぱり俺は代理なのか？）


「……えらかったな」


　疑ぎ惑わくが増して、さらに投げやりな気分になった文人は、和音の頭に手を置くと生なま乾がわきの柔やわらかな髪かみを乱暴にくしゃくしゃとかき回した。


「だろ？」


　文人の胸の内を知らない和音は、単純にもすっかり機嫌をなおして無む邪じや気きに微笑ほほえむ。


（………まったく、しょうがない）


　無邪気に笑う和音は文句なしに可愛かわいかった。


　不満に思うことは多々あれど、惚ほれた弱み、笑え顔がおひとつでチャラになってしまう。


「えらいついでに、もうひとつ。──この先、俺がアルの面めん倒どうを見ることになっても、アルに意地悪するなよ」


　文人は、アルフレッドが来日した本当の目的を、和音に知らせるつもりはなかった。


　文人にその気がまったくないのだから、アルフレッドの失しつ恋れんはすでに確定済み。


　わざわざその事実を他人に吹ふい聴ちようするのは無礼にあたる。


　さらに和音がその事実を知れば、アルフレッドをからかおうとするのも確定したようなもので……。


　それだけは絶対に避さけたい。


「本人はどう思ってるかは知らないが、アルの周囲は早めにイギリスに戻もどることを期待しているようだし、俺もその方向で説得するつもりだ。そんなに長いことかからないから、我慢してやってくれないか？」


「ぜってー無理」


「……だろうな」


　自分勝手な独どく占せん欲よくむき出しで即そく答とうされて、文人は苦く笑しようした。


「でも、文人がどーしてもっていうんなら、我慢ぐらいしてやってもいーぞ」


「できるのか？」


「できるさ。今日だって我慢しただろ？」


　えらく得意げに、和音が威い張ばる。


「でもさ、我慢した分のご褒ほう美びもくれよな」


「ちゃんとほめてやる。……だから色々不満なことが起きるかもしれないが我慢してくれ。アルはお袋ふくろの大事な仕事相手の息子なんだから」


　文人が触さわり心地のいい柔らかな髪を撫でてやったら、前髪の下から和音が不満そうに睨みつけてきた。


「けち」


「なんだと？」


「ほめるのは当たり前じゃねーか。ご褒美って言ったらもっと違ちがうもんだろ？」


「なにか買って欲しいものでも？」


「そうじゃねーよ。ばーか」


　髪を撫でていた手を和音につかまれ、文人はグイッと力いっぱい引き寄せられた。


　踏ん張る必要は感じなかったから、引き寄せられるまま和音の上に倒たおれ込む。


　文人を受け止めた和音は、文人の頰を両手でつかむと強ごう引いんにキスしてくる。


「こっちがいいんだって」


「おまえ、安上がりだな」


「違ちがう。だって、文人は金出したからって相手してくんないだろ？」


「しないな」


「だろ。だからさ。──なー、文人。あのけったくそ悪い外国人に我慢してやった日は、こっちで寝ねてもいいだろ？」


　寝しん室しつを別々に分けて以来、和音はなにかというと理由をつけて文人の部屋に侵しん入にゆうしようとしていた。


　表面上はエッチ目的なのだが、ひとりで眠ねむるのが寂さびしくて嫌いやだという気持ちも言動の端はし々ばしに匂におわせてもいて、文人としては複雑な気分なのだ。


「なー、いーだろ？」


　見上げてくる和音の目が、拒きよ絶ぜつしたりしないよな？　と不安げに揺ゆれている。


　文人に拒こばめるわけがない。


「………学校に行かないと言って、だだこねないか？」


「ぐずらない。約束する。同じこと何度も言わせんなよ」


　しつこいなーと和音は頰を膨ふくらませた。


「何度約束させても、誰だれかさんがだだこねるんだから仕方ないだろう」


「うっ。……じゃあ今度はホント。マジで約束するからさ。なー」


「わかったよ。──ただし、ご褒美は我慢度に応じてだからな」


「やたっ、うれしー」


　和音はぎゅっと首にしがみついてきた。


　柔らかな髪が、誘さそうように文人の頰をくすぐってくる。


「嬉うれしそうでよかったな」


　文人は誘われるまま、和音の柔らかな耳元を唇くちびるでくすぐった。


「…っ……ふっ……」


　和音が首をすくめる。


　耳元から顔をあげ和音の顔を覗のぞき込むと、まるでキスをねだるようにふっくらとした唇がほころんでいた。


「和音、今日の分のご褒美も欲しいのか？」


「ったりまえだろ」


　和音は、ん、と軽く唇を尖とがらせて、文人からのキスを待っている。


　子供じみたその仕草がたまらなく可愛い。


「じゃあ、これは今日の分」


　尖った唇の先を舌先でなぞると、和音のピンク色の舌が追いかけてきた。


　文人はその誘ゆう惑わくを無視して、ふっくらとした和音の下唇を甘がみして、舌先で愛あい撫ぶする。


「……ん……」


　焦じれた和音は、文人の首にしがみついて強引に唇をあわせてきた。


　文人は、今度は焦らさずに応じた。


「……っう……ふ……」


　なめらかな白い歯列をなぞり、深く唇をあわせて舌を絡からませる。


　耳に届く湿しめった音に煽あおられるまま、文人は心ゆくまで、甘いキスを堪たん能のうした。


　やがて首にしがみついていた和音の腕うでから力が抜ぬけるのを感じると、文人は惜おしみつつ唇を離はなした。


（たまらないな）


　心地ここち良よいキスに酔よって上気した頰ほおと、見上げるとろんと潤うるんだ琥こ珀はくの瞳ひとみ。


　和音の頰に伝う唾だ液えきを、文人が親指で顎あごから口元へと拭ぬぐってやると、ちゅっと柔らかな唇が指にしゃぶりついてくる。


　文人は、名残なごり惜おしげにその指で和音の下唇をなぞった後、羽根布ぶ団とんを引き上げた。


「………もんど？」


　問答無用で布団を被かぶせ、ぽんぽんと背中を撫なでてやると、最初はキョトンとしていた和音が徐じよ々じよに目を尖らせはじめた。


「ま、まさかさー、ここまで煽っといて、これでお終いだなんていわねーよな？」


「当たりだ」


　正直言って、文人だって非常に残念だ。


　だが、ここで流されるとあとで困ったことになるのもわかりきっている。


「今日の我が慢まんはたかが五分程度だろう？　ご褒美もこの程度で充じゆう分ぶん」


「文人のけちっ！」


「心外だな。かなりサービスしたつもりなんだが」


　怒おこって起きあがろうとする和音を、文人は力ずくで押さえ込んだ。


「続きは週末か、それとも明後日あさつてからのおまえの我慢度に応じてな」


「………ひでー、横暴」


　なにを言っても文人の気が変わらないのを察したのか、和音はジタバタ暴れなくなった。


　その代わり、じとっと恨うらみがましく睨にらみつけてくる。


（俺も、横暴だと思うよ）


　こんな馬ば鹿かげた駆かけ引きなんてしたくない。


　だが、この場合は保険の意味も兼かねてせざるをえない。


　文華の仕事にも係かかわることだし、アルフレッドには快適な学園生活を送って貰い、なおかつ快く早々に帰国して貰もらいたい。


　その為ためにも、アルフレッドが居る間、和音にはなんとしてもおとなしくしていて貰わねばならないのだ。


「諦あきらめて、もう寝ろ」


「今日は、ここで寝てもいーのか？」


「ああ。──ただし、妙みような動きをみせたら即そく座ざに追い出すからな」


　文人は、前科のある和音に、今日はこれ以上のことは絶対にしないときっちり意思表示した。


　和音はぷっと唇を尖らせて、布団の中に潜もぐり込んでしまう。


（やれやれ……）


　あまりにも意地悪な真似まねをしてしまった文人は、どっと疲つかれるのを感じた。


　和音がもう少し大人になってくれればいいのにと思う。


　そうなれば、こんな馬鹿げた手段を講じなくてもよくなるだろう。


（こいつ、なんか幼児返りしてないか？）


　再会したばかりの頃ころのいい子ぶっていた和音は、人並みに年相応の分別があった。


　だが今の和音には、かつての小学校時代の分別程度しか期待できそうにない。


（俺が甘やかし過ぎてるのが悪いのか）


　もぞもぞと怪あやしげな動きを見せはじめた布団のふくらみを見下ろして、文人はため息をついた。
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「いやもう、うちのクラスってば、美形ばっかになっちゃって眼福眼福」


　笑えみ崩くずれた幸喜が、感かん極きわまったようにほうっとため息を零こぼす。


「これでおまえさんが髪かみや目を元々の色に戻もどしたら、カラフルで楽しいクラスになるのに」


「却きやつ下か」


　楽しまれてたまるかと、文人は間かん髪はついれずに拒絶した。


「けちだねぇ。な、和音？」


　文人の斜ななめ前の席で椅い子すごと文人の方を向いていた幸喜が、隣となりの席の和音に同意を求める。


「ホントだよ。文人のけーち」


　和音も振ふり向くと、けち、どけちと、子供じみた調子ではやし立てる。


「おまえら、うるさいぞ」


　ドンと拳こぶしで机を叩たたいて、文人は不快感を表明した。


「仲がいいんですね」


　クスクスと楽しげに笑う声が近づいてくる。


「感情的なモンド、はじめて見ました。──日本に来た甲斐かいあります」


　アルフレッドは、はにかむように微笑ほほえんだ。


（間ま違ちがいないようだな）


　文人は、アルフレッドの頰が微かすかに赤くなっているのを認め、こっそり息を吐はいた。


　文華の勘かん違ちがいであってくれればいいのにと、無む駄だだと知りつつ、少しだけ期待していたのだ。


「こうしてみると、やっぱり和音も日本人離ばなれしてるよねぇ。その髪、なんもいじってないんだろ？」


　幸喜は、和音の薄うす茶ちやの髪とアルフレッドの金髪を見比べながら聞いた。


「まぁね。でもさ、これでも濃こくなったんだ。ガキの頃はもちょっと薄うすかったし」


「あの頃は、日焼けのしすぎで髪が傷んでたんだ」


「そーだったっけ？」


「そうだ」


　夏休みになると、強い日差しをものともせずに外へ飛び出していく和音のあとを、帽ぼう子し片手に追いかけるのが、小学生の頃の文人の日課だったのだから。


「カズネはハーフ？」


「ちげーよ。両親とも日本人」


「みえない。顔立ち、はっきりしてるから……。あ、日本人の顔にメリハリがないじゃなくて、あ……エット……」


　アルフレッドは、自分の迂う闊かつな発言をどうやって繕つくろおうかとオロオロしている。


「わかってるって。俺が特に日本人離れした別べつ嬪ぴんさんだって言いてーんだろ？」


　和音が傲ごう岸がん不ふ遜そんな発言をした。


「ベッピン？」


「美人だってこと」


「ああ、そう、それです。──カズネは綺き麗れいで親切。ボク、嬉うれしいです」


　アルフレッドがほっと胸を撫で下ろすのを、文人はたいそう不安な心持ちで眺ながめていた。








　文人の不安の原因はホームルームに遡さかのぼる。


　正式に転校してきたアルフレッドの案内役を、担任は当然のようにクラス委員である幸喜と、アルフレッドの知り合いである文人に依い頼らいしたのだが、それに和音が割り込みをかけた。


「俺も転校生だったから、転校生が教えて欲しいポイントが実感としてわかってるし、案内役には最適だと思いまーす」


　是ぜ非ひ自分にやらせてくださいと、なにを思ったかいきなり立候補してしまったのだ。


「さすがに水瀬ひとりじゃなぁ。おまえが転校してきてまだ二ヶ月だろうが。……じゃあ、そこのトライアングル。クラス委員と生徒会長と水瀬と、三人で面めん倒どうみてやれ」


　立候補までして、やる気満々の和音をハブにするのが可哀かわい想そうだったとみえて、担任も和音の立候補を条件つきで認めてしまった。


「なにか企たくらんでるんじゃないだろうな？」


　非常に不安になった文人が、ホームルームの直後に和音の背中をつついて振り向かせて聞いたら、和音はニヤリと笑った。


「あいつと一日中一いつ緒しよにいれば、それだけ我が慢まん度もアップすんだろ？」


「…………おい、冗じよう談だん」


　あいた口がふさがらない。


　ああいう条件をつけたのは、気にくわないことがあっても真のいる隣のクラスにでも駆け込んで我慢してくれるだろうと踏ふんでいたからだ。


　まさか、自分からポイントを稼かせぐために地じ雷らい原げんに飛び込んで行くとは思ってもみなかった。


（しくじった）


　常に悪い予想の斜め上をいくのが和音だったのだ。


　後こう悔かい先に立たず。


　こうなったら、それなりの対策を練らなければと、文人は悩なやみ抜ぬいた。


　とりあえずは和音とアルフレッドと自分と、三人だけにならないようにしたい。


　和音と幸喜にアルフレッドの面倒をまかせ、自分は少々距きよ離りを置けばいい。


　そう思って、校内の案内を抜けたいと幸喜に頼たのんでみたのだが、


「いや、それがね。お袋ふくろさんの店がちょっと忙いそがしくて手伝わなきゃなんないから、俺、今日は放課後の案内は無理なんだ」と断られた。


　それなら気心の知れた真ならばと、隣のクラスに顔を出したのだが、


「今日から、幸喜のお母さんのお店で放課後にバイトをしようと思ってるんです。ごめんなさい」とやっぱり断られた。


　自分になんの相談もないまま真がバイトをはじめるなんて少々意外だったが、将来の雇こ用よう主ぬしだからと自分を慕したい崇すう拝はいするばかりだった真のこの変化は、文人にとっては望ましいものだ。


　バイト頑がん張ばれよと応おう援えんして、文人は撤てつ退たいした。


（さて、どうするか）


　和音がろくでもないことをやらかしたり、アルフレッドがうっかり来日の目的について口を滑すべらせても、胸ひとつに収めておいてくれる人間の心当たりは、残念ながら幸喜と真以外にはいない。


　だからといって、和音とアルフレッドをふたりきりにしておくのはあまりにも危険すぎる。


（仕方がない。俺もつき合うか）


　文人は観念した。











「この棟のトイレは一階から三階まで全部この位置な。で、自じ販はん機きは一階と三階の階段のとこ。わかった？」


「はい、大だい丈じよう夫ぶです」


　和音の確かく認にんに、アルフレッドが素す直なおに頷うなずく。


「……和音、さっきから、トイレと自販機の位置ばかりを強調してないか？」


　和音の校内案内の仕方に、文人は軽い頭痛を覚える。


「してるさ。だって、そこが一番大事なポイントだろ？　教室の場所なんて、おいおい覚えてきゃいーんだしさ。な？」


「はい」


　自分から案内役を申し出ただけあって、和音はそれなりに親身になってアルフレッドの案内をしているようだった。


　アルフレッドもすっかり和音になついてしまっていて、同意を求められるたび、はいはいと素直に頷いている。


「食堂は昼間行ったよな？　あの脇わきに購こう買ばい──んーっと、コンビニみたいなもんだな──があって大たい抵ていの物はそこで手にはいるから。購買はそこが一番おっきいけど、もうちょっと規模の小さいのが教室棟とうの一階の端はしと向こうの部室棟のほうにもあるんだ。混こんでるときとか、覚えとくと便利だぜ」


「はい。わかりました」


「他ほかに、知りたいことは？」


「授業によってのクラス分けは？」


「クラス分け？　年に一回だけ」


「いつもあの人数で授業を？　他に教室はないんですか？」


「他の教室？　特別棟のことじゃねーよな。百人程度が入れる講堂ならあるけど」


「それは授業をする場所？」


「授業っつーより、先生から、うんちくたれられる場所だな」


「うんちく？」


「説教、お小言」


「ああ、そういうこと。──いつもあの人数で、今日使った教室で勉強してる？」


「普ふ段だんは、そーだよ」


「日本の学校、窮きゆう屈くつです」


「アル、イギリスと同じだったらわざわざ留学してくる意味がないだろう？　樹じゆ杏あん学園は、これでも日本の学校の中では、施し設せつも設備も上等なほうなんだけどね」


　たぶんアルフレッドは、今まで少数精せい鋭えいで一クラス二十人を切るような、イギリスでも有名どころの学校に通っていたに違ちがいない。


　四十人近くいるクラスメイトに驚おどろくのも無理のない話だ。


「ごめんなさい。貶おとしめてないです」


「わかってるよ」


　文人は、戸と惑まどっているアルフレッドに微笑ほほえみかける。


「なー、アル、他に案内して欲しいとこないか？」


　途と端たんに和音がふたりの間に割り込んできて、アルフレッドの肩かたを押して歩き出した。


　文人は苦く笑しようしながら、ふたりの後を追う。


「校舎はもういいです。クラブがみたい」


「部活動？　文化部と運動部、どっち？」


「えーっと……カラテ、ジュードーとか」


「ああ、じゃ武道館にいこーぜ。そろそろ組み手はじめる頃ころだし、ちょーどいい」


　こっちだ、と和音がアルを案内していく。


（……なんだか和音がまっとうだ）


　自分に対するときの態度とまったく違って、アルフレッドに対する和音は年相応の分別があるようにみえる。


　だからこそ、アルフレッドもすっかりなついて、安心した様子で和音の後を付いて行くのだろう。


（ん？　そういえば……）


　文人の脳のう裏りを、すっかり失念していたある事実がよぎっていった。


「ちょっと待て、アル。君、確か俺より一学年下なんじゃなかったか？」


　思い出した事実を告げると、アルフレッドは振ふり向いて困ったように肩をすくめた。


「マジで？」


「はい。モンドと同じクラスがいいってお願いして、かなえて貰もらいました」


「……普ふ通つう、かなわないだろう」


　イギリスと日本じゃ年度のはじまる時期がずれているが、学年を繰くり下げることはあっても繰り上げることなどないような気がするのだが。


「そーでもないかもよ。この学校、寄付金の額しだいで、けっこうなんでもありだぜ。俺だって時季はずれの転校を認めて貰ったしさ」


　あっけらかんと、非常識なことを和音が言う。


「ボクも和音と同じです」


　アルフレッドまで、なんの疑問もない顔で頷いた。


（そういえば、こういう子だったな）


　素直でいい子なのだが、自分は庶しよ民みんとは違って、恵めぐまれた存在として特権を享きよう受じゆするのが当然なのだと認識している節がある。


　それが嫌いや味みに聞こえないあたりは、彼の素直さのたまものなのだろうが、集団生活を送る上では、金の力で特別扱あつかいされているという事実は非常にまずい。


「あー、とにかく、みんなより一歳年下だってことは秘密にしておいたほうがいい。わかった？」


「秘密。わかりました」


　アルフレッドが唇くちびるに指を当てて、素直に頷く。


「和音もな」


「わかった。──あーあ、うざい奴やつが来ちゃったよ」


　和音が、文人の背後を見つめて眉み間けんにしわを寄せた。


　振り向くと、そこにいたのは鈴すず掛かけという名の下級生。


「鳴瀬さん、随ずい分ぶん捜さがしたんですよ」


（まさか、またなのか）


　和音が転校してきて、校内を案内しているときにも、確か鈴掛に同じような台詞せりふで話しかけられた。


「どうした？」


　鈴掛は、自他共に認める学園一の美少年だった。


　ここが男子校なだけに、少女じみた可愛かわいい外見は周囲の目を引くし、それだけでちやほやされる。


　すっかり調子にのった鈴掛は、一方的に文人に思いを寄せ、文人の側そばにいるためだけに生徒会役員にまで名乗りを上げ、勝手に文人の未来の恋こい人びとを気取ってさえいた。


　もちろん、その気のない文人にとって、そんな鈴掛の思い込みや行動は一種ストーカーじみたものとして認識されていたのだが……。


　ちなみに、これすべて、和音が転校してくる前の話である。


　和音が文人のマンションに居い候そうろうするようになった直後から、鈴掛は文人に対する一方的なアプローチを控ひかえるようになった。


　和音に勝てないと思ったのか、それとも他に意中の相手ができたのか……。


　いまだに、文人にはそこのところははっきりわからない。


　だから文人としては油断できないところなのだが、きゅるんと可愛い子ぶって上うわ目め遣づかいで話しかけてきた以前の鈴掛より、今の方がずっと話しやすいし好感度も高く、楽に話せるようになっていた。


「日曜に打ち合わせをした幼よう稚ち園えんの件で、具体的な演目の要望が固まったそうです」


「ああ、そうか」


　和音のときは、話しかけてきた用件は完全に建前で、文人に近づく美人の転校生を観察してやろうという魂こん胆たんがみえみえだった。


　だが、今回の用件は本物だ。


（どうやら、こっちはもう大だい丈じよう夫ぶそうだな）


　文人は肩の荷がひとつ下りたような気がして、気が楽になる。


「こちらから連れん絡らくを？」


「いえ、先方も忙いそがしそうなので、ぼくの方で聞いておきました。今無理なら後にしましょうか？」


「そうしてもらえると助かるよ」


「はい。では、そのように」


　にっこりと鈴掛は微笑んだ。


　余計な色気を含ふくまないその笑え顔がおは、理知的でさえある。


「幼稚園って？　うちの学校、幼稚園も経営してんの」


「幼稚園と託たく児じ所と両方な。厚こう生せい施し設せつみたいなもので、学園で働いている職員の子供を優先して入れてるんだ」


「あー、そりゃ親切かも。うちの学校、教師以外の職員も多いもんなー」


「そうだな。で、その縁えんで幼稚園の方のクリスマス会に、うちの演劇部が出演するのが恒こう例れいになっていてな」


「もうひとつ恒例になっているのが生徒会主しゆ催さいの出し物なんですけど、一昨年おととしの生徒会がちょっと演目の選せん択たくを間ま違ちがえて園児を泣かせちゃったんで、それ以来先方の依い頼らいに従って出し物を用意することにしてるんですよ」


　文人の言葉を、鈴掛が引き継ついだ。


「へー、で、なにやんの？　子供相手だったら、着ぐるみ着てお遊ゆう戯ぎとか？」


「それが、ちょっと困ったことになっちゃってて……」


「どうした？」


「子供の喜びそうなクリスマスソングの演奏と、マジックショーを依頼されちゃったんですよ。演奏の方は吹すい奏そう楽がく部か合唱部の有志に依頼すればいいとしても、マジックが……」


「うち、奇き術じゆつ部ってあったっけ？」


「ない。──先生方の中でその手の趣しゆ味みを持ってる人がいないか、とりあえずリサーチしてみるか」


「そうですね。でも、花とか出す程度の宴えん会かい芸げいじゃ、子供は喜ばないと思いますよ。なにしろ今は超ちよう魔ま術じゆつの時代だから」


「確かにな」


　だからといって金を出して、本職を雇やとうわけにもいかない。


「ボク、お手伝いできるかもしれないです」


　アルフレッドが、控えめに小さく手をあげた。


「ボランティア、イギリスで経験あります。カードとボールの簡単なマジックです」


「でも、それじゃ花とあまり……」


　遠えん慮りよがちに鈴掛が言う。


「変わらないか。オーソドックス過ぎるしな」


　う～んと頭をつきあわせて悩なやむ生徒会ふたりに、和音がひょいっと首を突つっ込んだ。


「使うトランプを、ガキの好きなトレーディングカードとかにしたら？　ボールはガチャガチャとかでさ。そーいうんでもマジックできるんじゃねーの？　で、最後に使った道具をガキ共にプレゼントすんだよ」


「あ、和音さん、かしこい」


「だろ？」


　鈴掛にほめられ、和音はえへんと胸を張る。


「アル、できるか？」


「ガチャガチャ？」


「プラスティック製のボールだ。中に玩具おもちやが入っていて半分に割れるようになってるんだが」


「細工しないと……。でも、あまり難しいのは無理」


「子供相手だから、単純な方が喜ばれるさ」


「それなら大丈夫」


　ホッとしたように、アルフレッドは微笑ほほえんだ。


「助かる。──アルがいてくれてよかったよ」


　文人はかつてイギリスにいた頃ころの癖くせで、アルフレッドの柔やわらかな金きん髪ぱつにポンと手を置いた。


　それが気に入らなかったのだろう。


「俺もやるっ！」


　ずいっと一歩前にでた和音に押しのけられた。


「和音さん、マジックできるんですか？」


「できねーよ。俺ができるのは音楽のほう」


「縦笛とかじゃ駄だ目めですよ？」


「ピアノなら文句ねーだろ？　俺は天才だぞ。ガキを喜ばせるのなんか、ちょろいね」


「へえ、意外な特技」


「カズネと一いつ緒しよのステージなら安心。嬉うれしいです」


「ちょっと待て」


　三人が盛り上がっているところに、文人は割って入った。


「和音、おまえ、大丈夫なのか？」


「へーきさ。わけない。──ほら、話も決まったし、さっさと武道館行こうぜ」


「武道館？」


「アルが空手を見たいっていってんだよ」


「面おも白しろそう。用件も済んじゃったし、ぼくもおつきあいします」


（心配だ）


　連れだって楽しげに歩き出した三人の後ろ姿を見送りつつ、文人は悩んだ。


　かつて子供の頃、和音がピアノの天才だと言われていたのは事実だ。


　ただし、その演奏は子供特有の無む邪じや気きさが全面に押し出され過ぎていて、レクイエムでさえ楽しげに聞こえてしまうという困った欠点もあったが……。


　いずれ大人になって感情の機き微びを知るようになれば、音も自然に変わるだろうと考えた周囲の大人達は、和音の成長を待った。


　が、その後、小学六年のとき両親を一度に失ったショックから、和音の感情をそのままうつすピアノの音色は悲しみに歪ゆがんでしまう。自分の奏かなでる悲しみに満ちたピアノの音色に耐たえられなかった和音は、そのせいでピアノを弾ひけなくなってしまった。


　もう一度弾けるようになったのはごく最近、文人と再会して一緒に暮らすようになってからのことだ。


　それでも、弾けなくなった最初のきっかけが、親しん戚せきから強制された人前での演奏だったことを知っているだけに、文人は心配だった。


（それに、あいつ、本当に弾けるのか？）


　気持ちの悪い音がしなくなったと言って、和音はピアノに臆おくすることなく触ふれるようにはなった。


　だが、だからといって四六時中弾いている訳じゃない。


　弾けるようになった和音のために、文人がわざわざ本宅からベーゼンドルファーを取り寄せたというのに、ピアノより文人と一緒にいる方が楽しいといって、和音は一向に練習するそぶりすらみせないのだ。


　いくらかつての天才児とはいえ、長期に亘わたるブランクはその指を鈍にぶらせているはずなのだが……。


「文人、なにぼんやりしてんだよ。追いてくぞ」


　和音が振ふり向いて呼ぶ。


（本人が大丈夫だと言っても、なんといっても和音だからな）


　後で、もう一度確かく認にんしたほうがいいだろう。


「いま行く」


　文人は足を踏ふみ出した。











「凄すごい、お見事です」


　目の前で空手の型を披ひ露ろうしてくれた部員に、アルフレッドは感動に頰ほおを上気させて拍はく手しゆを送った。


「鍛きたえ上げられた技わざ、とてもきれいです」


「それがさ、けっこう見かけ倒だおしなんだぜ。こーみえて、こいつらすげー弱いんだ」


　少し前に彼らとトラブルを起こし、ひとりでメインの部員たちをなぎ倒した経験のある和音が、ひひっと意地悪く笑う。


「それを言うなって」


「鬼おに！　たまには花をもたせろ」


「うっせー。悔くやしかったら、俺より強くなりやがれ」


「カズネもカラテを？」


「まあね。っていっても空手とは、ちょっと違うんだけどさ」


　異文化に間近に触れて、アルフレッドは興奮しているようだ。


　ついでにいうと、和音と鈴掛、さらにはアルフレッドと、校内でもトップの美形三人に見学されている部員たちも舞まい上がってしまっていた。


「騒さわがせて申し訳ない」


　ひとり冷静な文人は、黙もく々もくと型の練習をしていた三年の主将に歩み寄り謝罪した。


「かまわん。むしろ歓かん迎げいするぐらいだ。俺の引退試合が近いせいか、最近みんなぴりぴりしていたからな。いい息いき抜ぬきになる」


　主将は仏ぶつ頂ちよう面づらだったが、口調は穏おだやかだ。


「そういっていただけると助かります」


「うむ」


　この人は、かつて和音のしかけたいたずらにひっかかってしまったことがあった。


　体面を傷つけられたと怒おこっていても不思議じゃないぐらいなのに、彼は懐ふところの広いところをみせ、鷹おう揚ようにどっしりと構えて和音の出入りを容認してくれている。


　部員が慕したうわけだと、今さらながらに感心してしまう。


「──モンドも？」


　不意に、アルフレッドの声が耳に届き振り向くと、みんな一いつ斉せいにこっちを向いていた。


「なんだ？」


「文人も古武術を習ってたって話をしてたんだよ」


　和音が答える。


「そうなのか？」


「昔の話ですよ」


「習ったのは昔でも、いまでも型の練習してるじゃねーか」


　この話題を流してしまおうとする文人の意に反して、和音が余計なことを言いだした。


「文人けちだからさ、いっぺん覚えたことを忘れんのが嫌いやなんだろ？」


「………うるさい」


「なるほど、立ち居振ふる舞まいに隙すきがないとは思っていたが、どうりで……。その古武術とやらに興味があるな。手合わせをお願いできるか？」


「申し訳ないですが」


　主将の申し出に、文人は首を横に振る。


「他流試合は禁じられているのか？」


「禁じられてねーよ。なー、文人」


「だったら、頼たのむ」


「いや、ですが……」


「主将は止やめた方がいいんじゃねーの？　引退試合近いのに、いま怪け我がなんかしたら悲ひ惨さんだしさ」


「俺より強いと？」


「だと思うよ。足あし技わざしか教えてもらえなかった俺と違ちがって、技の型全部修得してたし。──なー、文人？」


「………かずね、あのなぁ」


「──では、他ほかの部員とでは、どうだ？」


「それ、さんせー。アルも見たいだろ？」


「はい。すごく」


「ぼくも見たいです」


　和音に乗せられて、他のふたりも期待に目を輝かがやかせはじめた。


（余計なことを……）


　その頭脳と実務能力の高さのせいで、気がついたら生徒会長にまで祭り上げられていた文人だが、今以上に人に感心されるネタを与あたえて目立ちたくない一心で、古武術の使い手であることは、おおっぴらにはしていなかったのだ。


　幸喜にはよく無む駄だなあがきなのだといわれるが、極力目立つ要素を減らしたい文人にとっては当然の行こう為いだ。


　が、和音の無邪気な言動のせいで、今までの努力が見事に水の泡あわ。


「わかりました。ただし、これっきりですよ」


「誰だれか、胴どう着ぎの用意を」


「ああ、それなら必要ない。武道と言うより、攻こう撃げき性の強い護身術の一種なので、普ふ段だん着ぎで使えなければ意味がない」


「なるほど」


「では、寸止めルールで、一本先にとった方が勝ち。よろしいですか？」


「わかった。誰がやる？」


「俺が」


　次期主将の二年の部員が進み出る。


（ああ、なんでこんな面めん倒どうなことに……）


　気乗りしないままで、準備を済ませた文人も前にでる。


「はじめ！」


　主将の合図で、試合ははじまった。


　次の瞬しゆん間かん、文人に正せい拳けんを繰くり出したはずの部員が、急にバランスを崩くずしてたたらを踏む。


　くりだした正拳を素す早ばやく避さけた文人に、肘ひじで払はらわれたのだ。


「そこまで！」


　パシッという音が聞こえ、主将の声がかかったとき、文人の拳こぶしは部員の腹部に触れる寸前でピタリと止められていた。


　試合開始からそこまで、五秒とたっていない。


　あまりにもはやい展開に、空手部一同は呆ぼう然ぜんとし、アルフレッドと鈴掛はぼうっと頰を染めて見とれている。


「すごい」


　アルフレッドが感かん極きわまったように呟つぶやいた。


「カラテ部に見学にきてよかったです。モンドのステキな姿が見れた」


「そっかぁ？」


　愛らしい顔を上気させるアルフレッドとは対照的に、和音は不満そうに唇くちびるを尖とがらせている。


「俺は、物足りねーけど……。──だいたいさ、なんでそこで止めんだよ。文人のけち。一発、がつんとやっちゃえばいーのに」


「寸止めだといっただろう？　本気で一発入れたら通常の高校空手の試合では反則だ。失格になるぞ」


「つまんねー、ルール」


「まあ、そういうな。──鳴瀬、いまからでも遅おそくない。空手部に入る気はないか？」


　主将の言葉に、きたか、と文人は密ひそかに息を吐はいた。


「申し訳ないですが。基本的に空手とは違う武術なので、試合にでるのは無理ですよ。スピード重視で、空手風の決め技には縁えんがない」


「そこまで使えるんだ。空手の型を覚えるのは簡単だろう。その力を試ためしてみたいと思わないか？」


「申し訳ないですが……。──これは護身のために修得したもので、いわば保険のようなものです。競きそう気にはなれない」


　これは本心だった。


　文人は誰かとなにかを競うことに、もともと興味がない。


　というより、競わなければならない状じよう況きように陥おちいったことがほとんどないせいで、勝利に対する欲が極きよく端たんに少ないのだ。


「珍めずらしい奴やつだな」


「どうも。誘さそっていただけたことには感謝します」


「うむ。──じゃあ、水瀬はどうだ？」


「おれ？」


　いきなり声をかけられた和音はキョトンとした。


「そうだ。同じ古武術の使い手なんだろう？　かなり使えると、みなが言ってるしな」


　主将の言葉に、和音を誘っていた部員たちが、主将ナイスっ！　と期待を込めた視線を送る。


「俺は無理だよ。──な、文人？」


「そうだな。絶対無理だ」


「なぜ？」


「足技しか使えない上にキレると見境がなくなる。──こいつに、寸止めなんて器用な真似まねができると思いますか？」


　文人の質問に、ざわっと部員たちがざわめいた。


「あ、そっか」


「むりか」


「駄だ目めだろ」


「凶きよう暴ぼうだったし」


「反則だ」


「失格か」


「それはまずいって」


「まずいな」


　和音の蹴けりを食くらって伸のびたことがある部員たちを中心に、ざわめきが広がっていく。


　その後、和音が樹杏学園空手部の面々に勧かん誘ゆうされることは一いつ切さいなくなった。








「あーいう態度を、『手の平を返したように』っていうんだからな、アル」


　見学を終えて校舎に戻もどる道すがら、和音は憮ぶ然ぜんとしてアルフレッドに日本語講座を披ひ露ろうした。


「勉強になります」


　アルフレッドは素す直なおに応じている。


　仲良くやっているふたりをみていると、文人は警けい戒かいして策を弄ろうした自分が、大おお袈げ裟さ過ぎたかと思えてくる。


「アルはどこで寝ね起おきを？　寮りようだったら、鈴掛が寮生だからこのまま案内して貰もらうか？」


「いえ、ホテルに部屋をキープして、そこで暮らしてます」


　アルフレッドは、県庁所在地にある一流ホテルの名を告げた。


「へー、ホテル住まいか」


　かっくいーと和音。


「モンドはマンション暮らしなんですよね。カズネは？」


「俺もそーだよ」


「マンション？」


「うん」


「アルフレッドさん、このふたり、同どう棲せい中なんですよ」


　ぼそっと、鈴掛がとんでもないことをいいだす。


「どうせい？」


「一いつ緒しよに暮らしてるってことです」


　文人が「鈴掛」とたしなめても、鈴掛は一向に意に介かいさない。


「隠かくしたって駄目ですよ。どうせ、いずればれるんだし」


　鈴掛はアルフレッドの来日の目的を知らないから、そういうことが言えるのだ。


　なるべくアルフレッドを刺し激げきしたくない文人としては、極力和音との関係は隠しておきたかったのだが……。


（いや、変にうろたえると逆に勘かんぐられるか）


　幼おさな馴な染じみを同居させているぐらいは、世間一いつ般ぱん的にありうることだ。


「下宿屋をやってるわけじゃないんだ。公言する必要もないだろう」


　文人は、誤ご魔ま化かす気満々で、下宿屋という日本語の意味をアルフレッドに説明しようとした。


　が、その前に、「大だい丈じよう夫ぶです、わかります」とアルフレッド。


「カズネは綺き麗れいだし……。モンドには以前から、そういうお遊びの相手がいつもいたし。──だからボク、平気です。ね？」


（なにが平気なんだ？）


　にっこり微笑ほほえんで見上げられて、文人は困こん惑わくした。


　この発言から察するに、アルフレッドは文人と和音の関係を正確に把は握あくしたのだ。


　それなのに、この余よ裕ゆう。


（そういえば、あの家……）


　かつて訪おとずれたことのあるイギリスのネヴィル家の面々を思いだして、文人は暗い気分になる。


　あの屋や敷しきには、家族以外に、当主夫ふう婦ふのそれぞれの愛人達も数人同居していた。


　乱れた環かん境きようを息子むすこにどう説明していたものかはわからないが、もしも愛情と肉欲とは別だなどと言い訳していたのだとしたら、アルフレッドの認にん識しきは常識から逸いつ脱だつしていることになる。


（まずいな）


　文人は、最終的に和音の存在こそが、アルフレッドを諦あきらめさせる最後の切り札になるだろうと思っていたのだが、これでは初日から最終手段を封ふうじられてしまったようなものだ。


（こっちもまずいか）


　遊び相手だとアルフレッドに断言された和音が一気に不ふ機き嫌げんになって、圧力さえ感じるほどの痛い視線を文人に投げかけてくる。


　ご機嫌をとるのに一苦労しそうだと、文人はため息をついた。




４







　日曜日。


　本格的な空手の試合がみたいとアルフレッドが希望したので、文人は和音とアルフレッドを引いん率そつして空手部主将の引退試合を見学にいくことになっていた。


　だが、例の一言以来、すっかりアルフレッドを嫌きらってしまった和音は、当日になって行きたくないとだだをこねた。


　最初に約束を取り付けたのは自分だろうと、ごねる和音をむりやり追い立てて試合会場に着いたときには、当初の予定より四時間遅おくれで、すでに個人戦も終しゆう盤ばんに差し掛かかっていた。


「遅れてすまん。ひとりにして悪かったな」


　文人は、会場の入り口まで迎むかえに来てくれたアルフレッドに謝った。


「平気です。カラテ部の一年生達が一緒にいてくれました。──カズネ、大丈夫ですか？」


　和音の調子が悪くて少し遅れると文人に言われていたアルフレッドが、グルグル巻きのマフラーで口元を隠した和音の顔を心配そうに覗のぞき込む。


　和音は返事もしないで、ぷいっとそっぽを向いた。


「和音！──悪いな、調子が悪くて機嫌が悪いんだ。気にしなくていいから……。とにかく中に入ろう」


「はい。主将さん、勝ち抜ぬいてます。もうじき決勝です」


「それは凄すごい。──ほら、和音」


　文人はぐれて口をきかない和音の腕うでをつかんで、アルフレッドのあとを追った。








（まいったな。ここまでぐれるとは……）


　空手部の一年達が用意してくれていた応おう援えん席に座った文人は、マフラーを外して不機嫌そうに尖とがった口元を出した和音を横目で見て、軽く息を吐はいた。


　和音は、身体からだだけの遊び相手だと断言されたのが、かなり気に障さわったらしい。


　あれ以来、文人に対してもほとんど口をきかない。


　それでも夜になると当たり前のような顔でベッドの中に潜もぐり込んできて、文人の傍かたわらで丸くなって眠ねむっている。


　機嫌をなおしたのかとくすぐってやっても、ぷいっと顔をそらすばかりで、なぜか一向にその気になってこない。


　あれほど積極的だったくせに、むしろ身体を重ねるのを避さけてさえいるようだった。


（なにを考えているんだか）


　口を割らせようとあれこれ聞いてみたが、ぷっと唇くちびるを尖らせるばかりで無む駄だだった。


　唯ゆい一いつの救いは、和音が文人の側そばにべったりくっついて離はなれようとしないこと。


　和音が目の届く場所にいる。


　ただそれだけのことで、少し安あん堵どしている自分が、文人はおかしくもあった。








　個人戦の決勝戦、主将は惜おしくも敗退した。


　が、引退試合での準優勝は、空手部にとっては近年まれにみる好成績だったらしく、部員たちは感動して盛り上がっていた。


「とても惜しいです」


　離れた場所で、盛り上がっている部員たちを見守っていたアルフレッドが、悔くやしそうに呟つぶやく。


「そうだな。だがいい試合だったよ。主将も満足だろう。──さ、俺たちは、先に帰ろう」


　この後でたぶん空手部だけの反省会や打ち上げがあるに違ちがいない。


　文人は、和音とアルフレッドを促うながして先に帰ることにした。


　が、そのとき、「負けて喜べるとは、さすがはおぼっちゃま学校」と、あからさまに小こ馬ば鹿かにした声が聞こえてきた。


　みると、そこには主将と決勝を戦った高校の空手部部員がふたり立っていた。


「所しよ詮せんは、お遊びなんだろーよ」


　通り過ぎざまに、そんな台詞せりふが耳に飛び込んできて、文人はさすがに不快感を覚えた。


　気の短い和音に至っては、瞬しゆん間かん湯ゆ沸わかし器状態で一気にボッと火がついたらしく、


「っざけんじゃねーよ！」


　と、文人が止める間もなく、ガツッとふたり組の片方に回し蹴げりをくらわせた。


「和音っ！」


　主将の引退試合のあとに暴力事件を起こせば、主将のせっかくの戦歴に傷がつく。


　文人は慌あわてて和音を羽は交がい締じめにしようとした。


　が、和音は文人の腕からするりと抜け出すと、残ったもう一人めがけて踵かかとを振ふり上げる。


「っつ！」


　だが、その蹴りは不発に終わった。


　止めたのは主将の決勝相手の二年生。


　胴どう着ぎの胸に東とう郷ごうという名が刺し繡しゆうされている。


「凄い蹴りだ」


　東郷は、腰こしを低く構え、両腕で和音の蹴りを正面からガードして苦く笑しようしている。


　上背はかなりあるが、鍛きたえ抜かれたスリムな肉体の持ち主だった。


　重い肉体を筋力でコントロールしていた主将は、彼の素す早ばやい動きに僅きん差さで追いつけずに敗退したのだった。


「和音、そこまでだ」


　文人は今度こそ、和音の腕を捕つかまえた。


「だって、文人、こいつら……」


「馬鹿。いいから黙だまってろ。主将の引退試合に泥どろを塗ぬるつもりか？──すまん、大だい丈じよう夫ぶか？」


　東郷に向き直って、謝罪する。


「ちょいと響ひびいたが平気だ。あんたらも空手部？」


　もしゃもしゃの真っ黒な髪かみに、二ふた重えの大きな目と厚い唇。


　暑い国の人間を連想させる顔立ちの東郷は、一向に気にした風でなく、人ひと懐なつこい調子で話しかけてきた。


「いや、俺たちは応援に来ただけだ」


「それにしちゃ凄い蹴りだ。おれじゃなきゃガードしきれずに吹ふっ飛ばされてたぞ」


「ほめないでやってくれ。調子に乗るだけだから……。本当にすまない。今回の件は空手部には関かかわりのないことだ。──俺は樹杏学園の生徒会長の鳴瀬文人。そちらの彼がもし怪け我がをしているようだったら、苦情は空手部じゃなく生徒会のほうに頼たのむ」


「その心配はない」


　和音に蹴り飛ばされてひっくり返っていた部員に、東郷は軽い蹴りを入れて目を覚まさせた。


「おれにも聞こえたからな。無礼な真似まねをしたのはこちらが先だ。むしろ、こいつらの方が質たちが悪いさ。──馬鹿が」


　東郷がギッと睨にらむと、ふたり組は小さくなって、ふらつきながら支え合うようにして逃にげていった。


「それにしても、あんた、和音ちゃんだっけ？　強いな。本当に空手部じゃないのか？」


　文人に叱しかられてしゅんとしていた和音は、違ちがうと答える代わりに首を振った。


「ふ～ん、それはもったいない。──じゃあ、つきあってる奴やつはいるか？」


「へ？」


　ダイレクトな質問に、和音はぽかんと口をあける。


「綺き麗れいで強い。理想だ」


「おれ？」


「そうだ。相手がいないならおれとどうだ？　ま、相手がいてもおれは気にしないが」


　どうだ？　と問いかけられ、和音は迷わず首を横に振る。


「駄目か。どうしてだ？」


「文人がいいから」


　和音がペロッと白状する。


　文人は一瞬焦あせったが、和音の指がぎゅっと上着の裾すそをつかむのを感じて、まあいいかという気分になる。


　そう、誰だれにばれようとたいしたことじゃない。


　ふたりの関係を誤ご魔ま化かせば、同時に和音に対する自分の気持ちをも誤魔化すことになるような気がする。


　それは、すがってくる和音を振り払はらうのと同じ行こう為いだ。


「悪いな」


　文人がそういって、裾をつかんでいる和音の手を握にぎる。


　東郷はぼりぼりとくせ毛をかき回した。


「残念、ふられた。──参考までに聞くが、どこがいいんだ？　鳴瀬さん、だったっけ？　背はおれよりちょっとばかしでかいが、おっさんくさいし、むさいじゃないか」


　ボサボサの前髪で顔を半分隠かくした文人を、東郷は上から下までじいっと観察した。


「……おっさん？」


　華はなやかでノーブルな容姿で目立つのが嫌いやではじめた変装だったが、さすがにおっさん呼ばわりされて、文人は傷つく。


「どこって………。保護者みたいなとこ」


「…………保護者？」


　さらに、これにはムッときた。


　常々、もしかしてそうなんじゃないかと疑ってはいたが、本人の口からそれを言われるとさすがにキツイものがある。


「なるほど保護者ね。納なつ得とく」


　東郷は一向に残念そうな様子を見せず、「またな」と軽く手を振って去っていった。


「──ビックリしました」


　慣れない暴力的な展開に驚おどろいて怯おびえていたアルフレッドは、東郷が去ったのをきっかけに歩み寄ってきた。


「カズネ、……いきなりは、よくないです」


　白い頰ほおを強こわばらせながらも、毅き然ぜんと和音に注意する。


「うっ──」


　うっせーと文句を言いかけた和音の手を、文人は、黙ってろとぎゅっと強く握る。


「……わかったよ」


　和音はぷっと唇を尖とがらせた。


「アル、驚かせて悪かったな。──さ、今度こそ、本当に帰ろう」


　先さき程ほどの和音の発言にしっかり傷ついていた文人は、さりげなく和音から手を離はなすとアルフレッドを促した。


「はい」


「…………」


　背中に和音の視線の圧力を感じるが、シカトする。


「アルは例の如ごとく送そう迎げいつき？」


　県庁所在地の一流ホテルに部屋をキープしているアルフレッドは、普ふ段だんから自家用車の送迎で学校に通っているのだ。


「はい。──もしよろしかったら、ふたりともボクの車でマンションまで送ります」


「ありがとう。助かるよ。ホテルの生活には慣れた？」


「あまり……。快適ですが、ちょっと寂さびしいです」


　アルフレッドは少し寂しげに微笑ほほえんだ。


「アルはいつも家族に囲まれてたからな」


　ネヴィル家では、いつでも末っ子のアルフレッドが家族の輪の中心だった。


　残された家族達も、アルフレッドと同じように寂しい思いをしているだろうと、文人は思う。


「……ひとりはやっぱり寂しい。でも、覚かく悟ごしてましたから、大丈夫」


「そうか」


　アルフレッドは気丈に微笑んだ。


「あ、そうです。お願いがあります」


「なんだ？」


「昨夜、父から電話で頼まれました。文人のマンションにラスター彩さいのゴブレットがあるそうです。写真を撮とって送ってくれと」


「そういうことならＯＫだ」


　たぶん文華の仕事の一いつ環かんだろう。


　目的の品を譲ゆずってもらう代だい償しようとして、自分のコレクションを手放すこともよくあることだ。


「ちょうどいい。これから家にくるか？」


「はい。……あ、でも……」


「どうした？　なにか用事でも？」


「違います。ただ、あの……」


　アルフレッドはひどく言いにくそうに口ごもる。


「なんだ？」


　気になって何度か促うながすと、おずおずといった感じで、「本当は、撮さつ影えいでお邪じや魔まするとき、一晩だけ泊とめて欲ほしいと思ってました」と言う。


「ああ、なんだ。別に構わないが」


「ありがとう」


　アルフレッドはとても嬉うれしそうに顔を輝かがやかせた。


「どういたしまして」


　アルフレッドの家族が愛してやまない、彼の愛くるしい笑えみにつられて文人も微笑む。


「明日は学校か……。朝にホテルに帰るのは辛つらいだろうし、先にホテルに戻もどって明日の準備をしてからくるか？」


「嬉しい。いいアイデア。朝から長時間車に乗るの、やっぱり疲つかれます。……でも……」


　アルフレッドは、またしても口ごもる。


「どうした？」


「いえ、あの……、一日だけじゃなく、もっと……は、駄だ目めですか？」


　やっぱりひとりでいるのは寂しいから……、と母国語で呟つぶやくと、アルフレッドはひどく恥はずかしそうにうつむいてしまった。


（あの過保護ぶりから一転してひとりじゃ、寂しくて当然か……）


　いつもの文人だったら、同情しても頷うなずかなかっただろう。


　だが困ったことに、和音の発言を逆手にとって大人げない意地悪をしてしまう程度に、今の文人は機き嫌げんが悪かった。


（俺を保護者だと言うんなら、こっちの都合にもう少しつき合って貰もらうか）


「かまわないよ。通学時間も少なくなって、その方が楽だろうしな」


「いいんですか？」


「ああ。ただし、うちには使用人はいないし、雇やとう気もないから、自分のことは全部自分でやってもらうことになるが、それでもいいか？」


「平気です。──そういう生活したことないから、むしろ楽しみです」


　アルフレッドは顔を輝かせた。











（なんなんだよ、文人のばーか！）


　帰りの車の中、和音はずっと怒おこりまくっていた。


（なんであんなあっさり、アルの同居をＯＫすんだよ。ひでーよ、もー）


　むかついて腹が立ちすぎて、頭がのぼせたように熱くなってくる。


　このままだと鼻血を噴ふきそうだと危機感を覚えた頃ころに、車は文人のマンションに着いた。


　和音達を降ろすと、いったんホテルに戻って荷物を持って戻ってくるというアルフレッドを乗せて車は去っていった。


「なんでだよ！　どーしてアルを家ン中にいれんだ。俺ンときは、すげー渋しぶりまくったくせに！」


　マンションのリビングに辿たどり着くと、和音は車の中でずっとグルグルと腹を立てていたことをぶちまけた。


「アルはお袋ふくろの仕事相手の息子むすこだっていっただろう？　お袋の仕事に協力するためにも多少の無理は聞かないとな」


　文人は和音の剣けん幕まくをさらりと受け流した。


「それにアルは誰だれかさんと違ちがって聞き分けもいい。遠巻きにしてるより、近くにおいたほうが帰国するように説得する機会もできるだろうし、得策だ」


「知るか。俺には、んなことかんけーねーし」


「………俺を保護者みたいだというんなら、少しはこっちの都合に合わせることも学んでくれないか」


「いやだっ」


　冷ややかな文人の言葉に、和音は文字通り地団駄を踏ふんで駄々をこねた。


　我が儘ままを言っている自覚はちゃんとある。


　文人がどんなに彼の母親を大切に思っているかってことも、子供の頃からのつきあいでよく知っている。


　でも、どうしてもいやなのだ。


　両親を失って以来なくしてしまっていた、安心できて甘えられる自分の居場所を、和音はやっとここで見つけた。


　長く寂しい日々の後、やっと手に入れたこの場所に他人が入ってくるのはどうしても嫌いやだ。


　せっかくの居い心地ごこちのいい居場所を壊こわされそうな気がして、怖こわくて我が慢まんできそうにない。


「なー、文人、頼たのむからさー、もう一回考え直せよ」


　和音は今度は一転して猫ねこ撫なで声で頼んでみた。


　自分を一番大切だといってくれる文人なら、きっと聞き入れてくれるだろうと思っての我が儘だったのだが……。


「駄目だ、聞き分けろ」


　文人は和音の願いをあっさり拒きよ絶ぜつした。


「……もんどのばかっ！」


　悔くやしいよりも、悲しい。


　和音は、ぷいっとマンションを飛び出していった。








　マンションを飛び出した和音には、たったひとつしか行くあてがなかった。


　かつて少しだけ暮らしていた寮りようの二階、真の部屋に飛び込んで、勝手にベッドのうえに乗ると枕まくらがわりのクッションを抱かかえ顔を埋うずめる。


「なにがあったの？」


　余りの勢いに、止める間もなく部屋の奥にまで侵しん入にゆうされてしまった真は、時計を気にしながら和音を問いつめた。


　だが、いつもだったら機き関かん銃じゆうの如ごとく文句を垂れ流すか、子供じみた悪戯いたずらで部屋を荒あらしまくる和音が、今日に限ってはクッションから顔を上げようともせず黙だまり込んでいる。


（もしかして、かなり深刻？）


　仕方がないと、真は携けい帯たいを取り出した。


　これから向かうはずだったバイト先である幸喜の母親の店に電話を入れ、遅おくれる旨むねを伝えると彼女は快く承しよう諾だくしてくれた。


「バイト、楽しーか？」


　和音がクッションに顔を埋めたまま、いつもとはまったく違う覇は気きのない声で聞いてくる。


「楽しいよ。でも幸喜のお母さんの店だからね。普ふ通つうのバイトとはちょっと違う感じなのかもしれない。……バイトなんてするの、これがはじめてだから、よくわかんないよ」


「ふーん、そっか……」


　気のない返事を返すと、和音は再び黙り込んでしまう。


「ねえ、和音。とりあえず、なにがあったか教えてくれない？」


　黙っていられるのが気き詰づまりで、ベッドの上の和音の肩かたを揺ゆさぶる。


「……もんどが……俺の我が儘きいてくんなくなった」


　クッションに顔を埋めたまま、和音がボソッと呟く。


　なんだそんなこと、真はそう言いかけ、やめた。


（和音、泣いてる）


　触ふれた肩が小刻みに震ふるえていた。


　クッションから顔を上げないのは、涙なみだをみられるのが嫌なんだろう。


　我が儘を聞いてもらえないことでどうしてこんなにショックを受けるのか、和音の気持ちは真にはわからない。


　でも、人それぞれ辛いポイントが違うってことは、普通とは違う環かん境きようで育ってきた真は身に染しみてよく知っている。


　だから、いまの和音のショックの深さを軽々しく判断することはできないし、的はずれな下手な慰なぐさめは逆効果だろうとも思う。


（しようがないか……）


　真はベッドのうえに乗ると、和音のすぐ隣となりに同じように膝ひざを抱えて座った。


　そっと肘ひじで和音をつつくと、和音がゆらりと寄りかかってくる。


　他人の温ぬくもりはあったかい。


　真が他人に触れるのが苦手なのは、多分それがわかっているからだ。


　温かさを失うのが怖いから、最初から触れたくないと思ってしまう。


　傷ついた和音はここに逃にげ込んできた。


　与あたえられる救いがあるのなら、与えてやるべきなんだろう。


　それが、ほんのちょっとした温もりでも……。








　どれぐらいそうしていたか。


　和音の肩の震えが収まってしばらくした頃、真の部屋のドアがノックされた。


　鍵かぎを開けると、そこにいたのは鈴掛だった。


「和音さんが、この部屋に来てるって噂うわさを聞いたから」


　自分は無害ですと意思表示するようなわざとらしい笑え顔がおと、両手には瑞みず々みずしい梨なしの入った器うつわとＭＤケース。


　大だい丈じよう夫ぶだろうかと振ふり向くと、和音はクッションから顔を上げて目をこすっていた。


「どうぞ」


　真は鈴掛を招き入れた。


「あれ、どうしたんです？　和音さんってば、眼めがうさぎさん」


「ゴミが入ってんだよ」


　ゴシゴシと乱暴に和音はなおも眼をこすった。


「今日、空手部の応おう援えんにいったんでしょう？　結果は？」


「主将が準優勝。他ほかの奴やつらは情けねーことに、三回戦までで敗退」


「最後の花道を飾かざりましたね。──あ、これ、差し入れです。ＭＤにはクリスマス会で演奏して貰もらいたい曲が入ってます。あと他にも、子どもの好きそうな曲を色々チョイスしてみました。楽がく譜ふはいらないんですよね？」


「必要ねーよ」


　和音はＭＤを気のない様子でポケットにぐいっとしまうと、鈴掛がずずっと差しだした器から、手づかみで梨をつかんでガツガツと食べはじめる。


　泣いて喉のどが渇かわいたんだろうなと思いながら、和音を見つめていた真の携帯が鳴った。


　耳に当てると、『バイト中か？』と文人の声が聞こえてきた。


「いえ、寮です」


　和音に聞かせないほうがいいんだろうなと気づかった真は、携帯を耳に当てたまま部屋から出て寮の廊ろう下かに向かう。


「バイトに行くつもりだったんですけど、邪じや魔まが入っちゃって」


『和音だろう？』


「はい。あの、和音、もの凄すごく凹へこんでるんですけど、なにがあったんです？」


『あー、アルをうちに住まわせることにしたんだ。それで拗すねてしまってな』


「………そりゃそうでしょう」


　少しばかり無神経なんじゃないか？


　真はあきれた。


　バイトをはじめた頃ころから、もう一度文人との関係を見つめ直したらという幸喜の助言に従って、真は意識して文人との距きよ離りをあけるようにしていた。


　だがそれでも、情報通の幸喜から、文人関連の情報は色々と入ってくる。


　幸喜は自分の憶おく測そくだけどと前置きした後で、アルフレッドが文人会いたさに来日したのだろうと教えてくれた。


　それを知っていたから、自分を好いているとわかっている人間を、恋こい人びととふたりきりで暮らしている場所に招き入れるなんて無神経だと真は思うのだ。


　和音にとってもアルフレッドにとっても、きっと不ふ愉ゆ快かい極きわまりない事態になるに決まってる。


（文人さんは平気なんだろうか？）


　三人で暮らせば、かならず不協和音は発生する。


　文人ほどの人がそれに気づいていないはずがない。


　それとも気づいていて、あえてそうしたのか？


（だとしたら、無神経どころか悪あく趣しゆ味みだ）


　文人がそんな酷ひどい人間だとは思いたくない。


「文人さん、まずいことをしたなって思いません？」


『……そうだな』


「じゃあ、なんで？　和音が可哀かわい想そうですよ」


『わかってる。売り言葉に買い言葉……はこの場合には当てはまらないか……。ちと、頭に血が昇のぼっててな。後先考えずに、アルのお願いを聞いてしまったんだ』


「それじゃ、和音と一いつ緒しよだ」


『それをいわないでくれ。──一度ＯＫを出した以上、取りやめにもできないし、なんとかうまくやってくしかないだろう。悪いが、こっちに戻もどるよう和音を説得してくれないか？』


「……和音がぼくのいうことを聞くとは思えないんですけど……。でも、まあやってみます」


『すまん。ああ、それと』


「なんです？」


『和音の奴、コートを着ないでそっちに行っただろう？　帰るとき、おまえのコートを貸してやってくれないか？』


（過保護）


　あきれるやら、おかしいやら、情けないやら……。


「わかりました」


　真は微び苦く笑しようしながら、通話を切った。


「──それは酷いですよ～」


　部屋に戻ると、鈴掛が驚おどろいたリアクションをみせていた。


「なにが酷いの？」


　わざとらしいなと思いつつ、会話に混ざる。


「鳴瀬さんが、アルフレッドさんを自宅に住まわせることにしたんだそうです」


「うわっ、それは確かに酷い」


　真も知らなかったふりで大おお袈げ裟さに驚く。


「だろ？　無神経だよな！」


　和音が、ぶうと唇くちびるを尖とがらせた。


「鳴瀬さんにしては、考えが足りな過ぎるような気がしますね。──で、和音さんは怒おこって飛び出してきたと」


「ったりめーだ。文人が折れるまでここにいるからな」


「え、和音ってば、ちょっとまってよ」


　それは困ると真が言うより先に、鈴掛が「敵に塩を送るようなものか」と和音に聞こえるよう、わざとらしくひとりごとをいった。


「なんだよ？」


「アルフレッドさんって、あからさまに鳴瀬さんねらいでしょ？」


「へ？　そう……なん？」


「そりゃそうですよ。鈍にぶいなぁ。──それなのに和音さんが出ていったら、あのマンションにふたりきりですよ。敵に有利な状じよう況きようをお膳ぜん立だてしてやるようなもんです。本当にそれでいいんですか？」


「いーわけねーだろ。文人は俺のだ！」


　鈴掛の問いかけに、和音は怒ど鳴なりかえした。


　すっくと立ち上がると、来たときの勢いのまま真の部屋から飛び出していってしまう。


「あ、コート……。貸しそびれた」


　呼び止める間もなかったのだから、まぁ仕方ないだろう。


「台風みたいですね」


　和音が開け放していったドアを閉めながら、つまらなそうな顔で鈴掛がいう。


「俺のだ、なんて、ホント直球で嫌いやになる」


「鈴掛、あのさぁ、きみ、文人さんのこと……」


「好きでしたよ」


　真が言い淀よどんだ言葉を、鈴掛は続けた。


「でした？」


「……今の鳴瀬さん、すご～く格好悪いと思いません？　和音さんの一挙手一投足に振り回されて、あれこれ周囲に気を遣つかってばかりいて……」


「確かに、そうかも」


「ぼくが好きになった鳴瀬さんは、どこか超ちよう然ぜんとしてて、なんでもできるくせに自分からは動かない、出し惜おしみばかりしてる人でしたよ。好きだった頃は、ぼくがきっとあの人のやる気を引き出して変えてみせるって思ってたんですけどね」


「当てが外れた？」


「ええ。あんな情けない鳴瀬さんなんか、もういりません。勝手にふたりでいちゃいちゃしてろって感じ」


（もう、いらないか）


　鈴掛にしてみれば夢から覚めたような感覚なんだろうか？


「そのわりに、いまだに周囲をうろちょろしてるじゃない」


「それは……だって、なんだか習慣になっちゃってるし……」


　鈴掛が口ごもる。


（微び妙みようなところなのかな……）


　もういらないといいながらも、やっぱり未練があるのだろうか？


　恋れん愛あい感情に縁えんのなかった真には、そういう微妙な感情の機き微びが理解できない。


「そう、だって、仕方ないんです。ぼくは生徒会役員なんだから……。──真さんも末席とはいえ役員なんだから、もうちょっと働いてくださいよ」


「わかったよ」


　やぶ蛇へびだ。


「──で、話は戻るけどさ、鈴掛は、アルより和音派？」


「別に応おう援えんしてるわけじゃ……。鳴瀬さんを困らせてオロオロさせてやりたいだけです」


「ふうん」


「だって、やっぱり悔くやしいじゃないですか……。これぐらいの腹いせは許されると思うけど」


「そうだね。──その気持ちはぼくも、ちょっとわかるかも」


　和音を選んだことが、完全無欠の崇すう拝はいすべき人だった文人のたったひとつの欠点だと真は思っていた。


　鈴掛と同じに、和音に振ふり回される文人をみて不愉快にもなった。


　雲の上の人だと憧あこがれていた人が、普ふ通つうの人と同じようなことをするのが嫌だったのだ。


　きらびやかな経歴と外見とに目がくらんで、実像を見ないままでいた自分が悪いんだってわかってる。


　でも、気づけなかった自分に対するのと同じぐらい、気づかせてくれなかった文人にも腹が立つ。


「ぼくもそのうち、腹いせに嫌みのひとつでも言ってみようかな」


　空になった器うつわを手に部屋から出て行こうとする鈴掛にそう言うと、鈴掛は「お好きにどうぞ」と今まで見せたことのない感じのいい笑え顔がおを見せた。




５







　和音がマンションに帰ると、文人は少し戸と惑まどった顔で微笑ほほえんで、お帰りとむかえてくれた。


　怒鳴って飛び出したことを怒られはしなかったけど、アルフレッドの件にはもう一度念を押された。


　曰いわく、母親の大事な商売相手のご子息に無礼な真似まねはしないこと。ふたりの関係をあからさまに知らしめるような真似はしないこと。


　つまり、八つ当たりも意地悪も駄だ目め、アルフレッドが居る間はエッチもしないと宣言されたのだ。


　和音は唇を尖らせた。


　だだをこねて暴れたかったけど、すでにそれが無効なのだとわかってしまっているから我が慢まんするしかない。


　これ以上だだをこねてもあきれられるだけ。


　許してくれる相手でなければ、我が儘ままを言っても仕方ないことを、和音は経験上よく知っていた。


　発散できない苛いら々いらが、身体からだの中にたまっていく。


　自分を一番に考えてくれない文人に対する不満と、それ以上の寂さびしさが胸を締しめつける。


（アルは文人が好きで、だから日本に来たんだ）


　鈴掛に言われるまで、和音はその可能性をまったく考えていなかった。


　アルフレッドの存在に焼き餅もちを焼いたりもしたけど、それは文人が自分以外の存在を大切にするのが気に入らないという、ひどく単純な独どく占せん欲よくでしかなかった。


　が、アルフレッドのほうに文人への恋こい心ごころがあるのだと思うと、今までと同じ気持ちではいられない。


　文人がアルフレッドの同居を認めたうえに、我が儘を聞いてくれなくなってしまった今となっては、もう文人は俺のだと自分に言いきかせることもできない。


　考えたくもない『もしも』が胸をよぎって、さらにきつく胸を締めつけてくる。


　やがて、アルフレッドが到とう着ちやくすると、文人とアルフレッドはイギリス時代の話をしながら、和気あいあいと紅茶を淹いれはじめた。


　和音は不ふ機き嫌げんなまま、ソファーの上でクッションを抱かかえ、そんなふたりを見ていた。


　だが、やっぱり我慢できそうにない。


　プチッと切れて暴れ出す前に、ふたりの姿がみえない場所に行こう。


　和音は、ピアノ室に逃にげ込んだ。








「カズネが……」


　無言のまま、ぷいっとリビングから出ていった和音に、アルフレッドは顔を曇くもらせた。


「ボクのせいですか？」


「気にしなくていい。たぶん、ピアノ室にでも行ったんだろう。お腹なかが空すけば勝手に出てくるから」


　人には気にするなといっておきながら、文人は和音が出ていったドアへと気き遣づかわしげな視線を投げた。


（やっぱり、モンドは綺き麗れいだ）


　頭一つ分大きな文人の横顔を見上げて、アルフレッドは、ほうっとこっそりため息をこぼした。


　今の文人は、学校にいるときとは違ちがってコンタクトをはめていなかった。


　顔半分を覆おおう前まえ髪がみもスッキリとかき上げているから、憧れ続けていた秀しゆう麗れいな顔を間近で見ることができる。


　文人は、アルフレッドが記き憶おくの中に焼き付けていた二年前の姿とは雰ふん囲い気きが変わっていた。


　頰ほおがこけ、顎あごのラインがシャープになって随ずい分ぶんと大人びたその美び貌ぼうに惹ひきつけられてしまって目が離はなせない。


　そのせいで、部屋の隅すみで不機嫌に黙だまり込んでいた和音に対する気遣いがおろそかになってしまったのだ。


（悪いことをしたかな）


　和音にとってみれば、自分のテリトリーに侵しん入にゆうされたようで気にくわないのだろう。


　だが、だからといってアルフレッドには自分から身を引くつもりはまったくない。


　文人と和音が今現在どういう関係であろうと、そんなのは一時のことだと思っているからだ。


　アルフレッドの両親は、ふたりとも美貌の若者を数人屋や敷しきに住まわせ、その面めん倒どうをみている。


　そのことに関して、アルフレッドは特に不満を感じたことはなかった。


　両親にとって、彼らは手元に置いて眺ながめ、触ふれて楽しむ生きた芸術品なのだ。


　彼らの美しい時が過ぎれば、次の若者と交こう換かんする。


　もちろん、それまでの働きに充じゆう分ぶんに報むくいることも忘れてはいなかった。


　それは、単にお互たがいにとって損のないギブアンドテイクの関係だ。


　彼らに対する感情はあくまでも美しい芸術品に対するものであって、老いて死に至るまでの一生を共に過ごす伴はん侶りよに対する愛情とはあきらかに違ちがう。


　文人にとっての和音も、きっとそうなんだろうとアルフレッドは思っている。


（実際、カズネは綺麗だしね）


　正直言って、アルフレッドは純じゆん粋すいな東洋人をあまり綺麗だとは思えずにいた。


　その象ぞう牙げの肌はだのきめの細やかさは感かん嘆たんものだが、凹おう凸とつの少ない顔には魅み力りよくを一いつ切さい感じない。


　小こ柄がらな東洋系の成人男性に至っては、不自然に老成した子供のような印象を受けて気持ち悪いと思うことさえあるぐらいだ。


　だから、和音をはじめて見て、純粋な日本人だと知ったときは正直驚おどろいた。


　確かに基本は東洋系の顔立ちではあるが、パーツパーツが非常に整っていて美しい。


　さまざまな人種の美点をあわせてシャッフルし、東洋人ベースに流し込んだような未来風の顔立ち。


　色素が薄うすく、驚くほどに大きな瞳ひとみはまるで琥こ珀はくのよう。


　ふっくらした赤い唇くちびるもセクシーだし、東洋系の華きや奢しやな骨格もあいまって性別不ふ詳しようにみえることさえある。


（父には会わせられないな）


　美しい少年に眼めがない父のこと、ひとめ見たら絶対に興味を示すに決まっている。


　かつて父は、まだ少年っぽかった時代の文人に興味を示して、追いかけ回していたこともあったぐらいだ。


　当然、文人は拒こばんで逃げ回っていたし、アルフレッドだって父に文人を渡わたすつもりはみじんもなかった。


　そんな事情もあったうえに仲もよかったから、文人がイギリスの屋敷に遊びにきているときはいつもふたり一いつ緒しよにいた。


　乗馬やボートを楽しんだり、午後のティータイムには飽あきることなくふたりきりで色んな話をした。


「……ああ、そう。『隣となりの子』の名前、確かカズネでした」


　懐なつかしい日々を思い返したアルフレッドは、文人からかつて和音の話を聞いたことがあったことをふと思い出した。


『隣の子』は、イギリスにいた頃ころ、文人が話す日本の話の中に必ず登場していた隣の家に住んでいたピアノの天才少年。


　乱暴で我が儘で自分勝手な奴やつなんだといいながら、文人は彼と過ごした日々のとんでもないエピソードを楽しげに語ってくれた。


　花火をしていて火事になりかけた話や、秘密基地を作ろうと入り込んだ森で迷子になって夜明かしした話などなど……。


　どれもこれも、文人が止めるのも聞かずに『隣の子』が好き勝手に行動した結果の失敗談ばかり。


　振ふり回されて迷めい惑わくを被こうむってばかりだったんだといいながらも楽しそうに微笑ほほえむ文人は、いつも話の終わりに「もう二度と会うことはないんだろうけどね」と酷く寂しげな様子でつけ加えていたのだが。


「覚えてたか」


「モンドが話したことはすべて。──再会できたんですね」


「ああ。──そうだ。日本語ばかりしゃべっていると疲つかれるだろう。ふたりきりのときは英語でかまわないが？」


「いえ、せっかく日本にいるから、日本語で……。日本人の使用人がいたので、イギリスに居る間もよく練習相手になってもらってたんです」


「どうりで流りゆう暢ちようにしゃべると思ったよ」


「努力のたまもの、です」


「そうか。アルは昔から努力家だったからな」


　文人の微笑みに、アルフレッドは天にも昇のぼる心持ちだった。








　その後、アルフレッドは、どうせなら日本の料理がいいだろうという文人の手伝いをして夕食の支し度たくをした。


　メニューは『おでん』。


　魚の加工品だという奇き妙みような食感の食材や和わ辛から子しの辛からさに驚いたりしたが、素そ朴ぼくで温かくて美味おいしかった。


　後片づけの後で、文人の母、文華のコレクションを見せて貰もらうことになった。


　生活スペースを抜ぬけ、電子ロックを外して保管スペースへと足を踏ふみ入れる。


「ラスター彩さいのゴブレットっていったか？」


「はい。わかりますか？」


「年代別に複数あるから、それだけじゃ特定は無理だ。全部撮さつ影えいしていけばいいさ」


「はい」


　案内された部屋は、陶とう器き製品メインの部屋らしく、壁かべ一面に強化ガラスで作られた棚たながしつらえられ、アンティークの器うつわ達が整然と並べられていた。


　照明の角度も、展示品の並べ方にも、当主の趣しゆ味みのよさが窺うかがわれる。


　アルフレッドは持参してきたデジカメで、ゴブレットはもちろん、それ以外のラスター彩の器もすべて撮影した。


「もういいのか？」


「はい。ボク、陶器には興味ないです。──興味あるのは日本画。掛かけ軸じくと屛びよう風ぶが好きです」


「じゃあ、そっちも見ていくか？　もっともそっちは母のコレクションというより、鳴瀬家代々の所有財産だがな」


　数が多いから全部見るのは無理だろうと、文人が苦く笑しようする。


　案内された次の部屋は、先さき程ほどの部屋よりも何倍も広く、複数の屛風が絶妙の配置で重なり合うようにして展示されていた。


　壁には掛け軸や日本画が、最奥の壁にしつらえられた棚には箱に入ったままの掛け軸の類たぐいや古文書関係も大量に保管してある。


「すごい、凄すごいです」


　アルフレッドは驚きよう喜きして見て回り、気に入った品の前でデジカメのシャッターを押す。


「昔の家を潰つぶすときに蔵くらから出た物をそのまま突つっ込んだだけで、修復にも出してない品ばかりだ。あちこち傷んでるだろう？」


「でも、風情ふぜいがあります」


「風情ねぇ」


「あ、これは特に素す敵てきです。──チャイナのものですか？」


　アルフレッドが一枚の屛風の前で立ち止まった。


　華はなやかな緋ひ色いろで描えがかれた見事な鳳ほう凰おうの絵を、細部まで丁てい寧ねいに仕上げられた黒こく檀たんの彫ちよう刻こくが縁ふち取どって引き締しめている。


「いや、江え戸ど中期の日本のものだ。──すまないが、これは勘かん弁べんしてくれないか？」


　アルフレッドが撮影しようとすると、文人は手の平でデジカメのレンズを覆おおい隠かくした。


「文華さんのお気に入りなんだ。万一、ネヴィル氏の眼に止まって欲ほしがられるとまずい」


「確かに、これだったら父も欲しがりそうです。──どうしてここに？　気に入っているのなら、しまい込むのは変です。飾かざってあげなければ」


「以前、日本に定住していたころは実際につかってたんだが、最近は世界中を飛び回っていて本宅にも滅めつ多たに帰れないってことで、こっちで保管してるんだ」


「ああ、納なつ得とく……」


　向こうで文華にあったとき、やはりそれらしい話を聞かされたような気がする。


　大切なものは、誰だれもいない場所に置いておくより、息子むすこの側そばに置いておいたほうが安心だと……。


「……でも、欲しいです」


　今にも飛び立とうとするかのように大きく翼つばさを広げている鳳凰の堂々とした姿に、アルフレッドは惹ひきつけられた。


「父じゃなく、ボクが欲しいです。言い値で譲ゆずってくれといったら、かないますか？」


「無理だと思う。文華さんは金では動かない」


「そうでした」


　緋色が鮮あざやかなこの屛風を、イギリスの屋や敷しきに置いたらさぞかし映はえるだろうに。


「残念」


　名残なごり惜おしく、アルフレッドは一歩後ろに下がって屛風全体を視界に入れる。


「どうしても諦あきらめきれないなら、これ以上に文華さんが気に入る品を探し出せばいい。それができたら物々交こう換かんには応じると思うよ」


「………それは、とても難しいです」


「そうだな。すぐには無理だ。何年もかけて気長に探せばいい。探しているうちに、アルがこれ以上に気に入る品が見つかるかもしれないしな」


　肩かたに手を置かれて顔を上げると、文人が優やさしく微笑みかけてくれていた。


「そうですね」


　気づかわれているのだと思うと、嬉うれしくてちょっと胸が詰つまる。


（やっぱり、この人が好きだ）


　はじめてあった頃から、まだ幼かったというのに、文人は思し慮りよ深くて穏おだやかで優しかった。


　いつも優しく気づかってくれていたから、一いつ緒しよにいると守られているという安心感に包まれてこちらの気持ちも穏やかになる。


　文人が母親を大切にするところも、家族を大切にできる人なのだと思えて、とても好ましい。


（どうやって思いを伝えようか……）


　アルフレッドは、文人と再会してからずっと告白する機会を探していた。


　イギリスを出たときには、再会すればすぐにでも想おもいが叶かなうだろうと信じて疑わなかったのだが、現実はそううまくいかない。


　なぜか告白するような甘い雰ふん囲い気きをつくれないでいるのだ。


（そういえば、手も繫つないでない）


　イギリスにいたときは、まだ幼かったこともあって当然のように手を繫いでくれていた。


　それに話をするときは、背の低いアルフレッドの身長にあわせるように、少しかがんで首を傾かしげ、瞳ひとみを覗のぞき込むような仕草を見せていた。


　深い緑の瞳に覗き込まれ、キュッと手を握にぎられるたびに、アルフレッドはひどく嬉しくて夢ゆめ心地ごこちでドキドキしていたのだが……。


（やっぱり、ここが日本だからいけないのかな）


　最初に抱だきついて頰ほおにキスをしたときも、文人は随ずい分ぶんと困った顔をしていたから、きっとそうなんだろう。


　それならば次の長期休きゆう暇かにでもイギリスの屋敷に文人を招待しよう。


　そうすれば、きっとなにもかもがうまくいく。


　アルフレッドはそう信じて疑わなかった。








　明日は学校だから今日はここまでにしようと文人にいわれ、ふたりは生活スペースに戻もどってきた。


「ここは来客用の造りになってないから、バスルームは共用になるんだが平気だったか？」


「平気です。掃そう除じだってやりますよ」


「それは、頼たのもしい」


　張り切るアルフレッドに、文人が微笑ほほえみかける。


　先にどうぞと風ふ呂ろを勧すすめられたが、荷物の整理があるからとアルフレッドは断った。


　与あたえてもらった部屋で荷物を軽く片づけてからリビングに戻ると、和音が、なぜかなにもない壁に向かって立っていた。


「──カズネ、どうかした？」


「ここに……って、おまえにいってもわかんねーか。文人は？」


「バスルーム」


「ちょうどいいや」


　和音はキッチンへと向かう。


「カズネの夕食はトレーに載のってます」


　気になって後を追うと、いわれるより先に食料を見つけた和音が、手づかみでちくわを口に運ぶところだった。


「温めたほうが」


「かまわねーよ。このままで」


　指を舐なめ舐めもぐもぐと咀そ嚼しやくしながら、ぶっきらぼうに和音が応こたえる。


（勿もつ体たいない）


　せっかく綺き麗れいな姿に生まれついたのに、言動は粗そ暴ぼう。


　もう少し行ぎよう儀ぎよくしていればいいのにと、ついつい勿体なく思ってしまう。


　和音は口をもぐもぐさせながら、トレーを手にキッチンから出ていこうとする。


「ここで食べない？」


「ピアノ室で食う」


「そうですか……。──あの、カズネ、ごめんなさい」


　和音がドアからすり抜ぬけていこうとする瞬しゆん間かん、アルフレッドは思わずそう言っていた。


「なんで謝ってんだ？」


　振ふり向いた和音が怪訝けげんそうな顔をしている。


「ボクのせいで、カズネ、居心地悪そう」


「まあな」


　ぷっと和音の唇くちびるが尖とがる。


「悪いと思うんなら、さっさと国に帰るなり、てめーでここらに家を買うなりしたら？　金持ちなんだろ？」


「それはできないです」


「なんで」


「モンドの側そばにいたいからです。結果的に、カズネの居場所をとってしまうことになるけど、これは譲れないです」


「おまえ、日本語、実は下手へただろ？」


「はい？」


「でなきゃ、とんでもない勘かん違ちがいやろーだ。──あのな、文人は俺のなの。後からしゃしゃり出て、勝手なこと言ってんじゃねーよ」


　ばーか、と和音が思いっきり小こ馬ば鹿かにした調子で言った。


「ばか？」


　面と向かって罵ば倒とうされたことなどなかったから、アルフレッドにはこの一言はかなり衝しよう撃げき的だった。


　スコンとクリアヒットを受けて啞あ然ぜんとしているアルフレッドをシカトして、和音はキッチンから出ていってしまう。


「失礼な……」


　いくら綺麗でも、少々品性が悪過ぎないか？


　見た目が美しくても、あんなに下品な人間を側に置いていては、文人の品性まで疑われかねない。


　側に置く人間は、もっと選ぶべきだろう。


（いずれモンドに忠告しなきゃ）


　アルフレッドはそう心に誓ちかっていた。











　その夜、もそもそと布ふ団とんに潜もぐり込んでくる気配で文人は目が覚めた。


「和音。──ちゃんとご飯は食べたか？」


「うん。食った」


　胸の辺りに頭を寄せて丸くなろうとしていた和音の脇わきに手を入れ、身体からだの上に引っ張り上げる。


「もんど？」


　和音は一瞬驚おどろいた顔をしたが、次の瞬間にはひどく嬉しそうな顔になって、すりっと胸に頰をすりよせてきた。


「なんだ？　今日は機き嫌げんがよさそうだな」


「いいわけねーだろ。文人のば～か」


　口ではそういうものの、和音はやっぱりご機嫌そうだ。


　最近妙みように萎しおれ気味だったし、今日は一時のこととはいえ、喧けん嘩かして家を飛び出してもいたから、機嫌がなおったのならなによりなのだが……。


（今の状じよう況きようで完全にご機嫌は無理か……）


「悪いな」


　和音の発言が気にくわなかったからといって、一瞬の不ふ愉ゆ快かいさにそそのかされるままアルフレッドの要求に頷うなずいてしまった。


　我ながら、取り返しのつかない失策をしたものだ。


「文人、悪いと思ってんだ？　ふ～ん」


　ずりっと和音がずり上がってきて、顔を近づけてくる。


「なー、文人。俺さ、かな～り無理して我が慢まんしてやってんだけど、わかってっか？」


「……わかってる」


「わかってんなら、いーんだ」


　にかっと笑ったままの形で、和音の唇が文人のそれへと押しあてられた。


「こら、今日は駄だ目めだぞ」


　文人が押し返すと、和音はぶうっとふくれた。


「なんでだよ。俺、すげー我慢してんだぞ。ご褒ほう美びよこせよ。けち」


「……昨日までは誘さそっても、のってこなかったくせに。──どういう心境の変化だ？」


「だって、文人否定しなかったじゃんか」


「は？」


「アルに遊びの相手だっていわれて、違ちがうっていわなかったじゃねーか」


「気にして、それで拗すねてた？」


「別に、気にしてねーよ」


　和音が、ふんっと鼻息を荒あらくする。


（うそつきめ）


　あからさまに強がっている様子が、たまらなく可愛かわいくみえる。


　気にしていたからこそ拗ねてしまって、誘いにのってこなかったんだろうし、口もきかなかったんだろう。


（否定しないでよかったな）


　あのとき、東郷という空手部員に、はっきりと恋こい人びとだと意思表示したから、たぶん和音はすり寄ってきてくれるのだ。


　曖あい昧まいな返事を返していたら、和音のだんまりは今もまだ続いていたかもしれない。


「なー。やろーってば。いーだろ？」


　和音は、文人の腹に馬乗りになると急せかすように揺ゆさぶった。


「昼間も言っただろう。アルが居る間は駄目だ」


「ここ壁かべ厚いし、気づかれやしねーって」


「気づかれなくても駄目。客人に対してマナー違い反はんだ」


　それに今はばれなくとも、明日の朝、いつものように和音がごねたらそこでばれるだろう。


　文人が和音を遊びの相手にしているのだと思い込んでいるアルフレッドの前で、中ちゆう途と半はん端ぱな真似をして誤解を助長するのも嫌いやだった。


「もんどのけ～ち」


　昼間の一件が響ひびいていたのか、和音は拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさりあきらめた。


　バフッと文人に倒たおれかかると、顎あごを文人の肩かたに載のせる。


「けちで悪かったな」


「ホントだよ」


　ぶーっとブーイングする声が、文人の耳元をくすぐる。


「あ、そーだ」


「なんだ？」


「リビングの絵、どこやったんだ？」


「おまえがひっかいて傷つけた絵のことか？」


　文人が指し摘てきすると、勝手に絵の具がはがれたんだと、和音は歯切れの悪い言い訳を口にした。


「捨てちゃったのか？」


「まさか。修復に出しているだけだ。傷も大きくないし、二週間程度で戻もどるだろう」


「そっか………。よかった」


　ふわっと安心した声。


「なんでそんなに気にするんだ？」


「だって、似て……る…か……」


　声が徐じよ々じよにフェードアウトしていって、すうっと穏おだやかな寝ね息いきがとってかわる。


「……寝たか」


　和音との数度にわたる深夜の攻こう防ぼうで、文人は和音の狸たぬき寝ね入いりと本気の眠ねむりの区別が付くようになっていた。


　いまのこれは、熟じゆく睡すいモードだ。


「自分勝手な奴やつ」


　身体を密着させたままで、安心しきった寝ね顔がおを見せる和音に、文人はため息をこぼす。


　ひとつのベッドで眠ってはいても、ここ一週間は和音の肌はだに触ふれていない。


　甘い寝息が頰ほおにかかるいまの状態は、まさに生殺し。


　このままだと文人に眠りは訪おとずれそうになかった。


「枕まくらがわりで熟睡されたんじゃ、本気で保護者だな」


　自じ嘲ちよう気味に呟つぶやいた言葉に、文人はふとひっかかる物を感じた。


（そうか、保護者だ）


　あの絵の少女は、その面おも差ざしが和音の母に似ていたような気がする。


　和音は、このマンションをはじめて訪れた日から、あの絵を妙に気にしていた。


　文華がさほど価値が高くないあの絵に固こ執しつしているのも、たぶん同じ理由。


（和音、写真とか持ってこなかったのか……）


　鳴瀬家と違ちがって、水瀬の家は仏教徒だったはず。


　位い牌はいなどの管理はどうなっているのだろう？


　和音がそういう現実的な問題にひとりで対処できたとは思えないから、たぶん叔父おじの家にあるのは間違いない。


　叔父の家を追い出されてしまった今の和音では、お参りに行くのはきっと気き詰づまりだろう。


　遺い影えいや位牌ぐらいは和音の手元に引き取れないものだろうか？


　文華に相談してみようと、文人は考えた。


　だがいまは、とりあえずは目先の問題を片づけないといけない。


　文人に抱だきつくような格好のまま、うつぶせで寝入ってしまった和音を、そうっと移動させて仰あお向むけに寝かせなおす。


「もう少しだけ我慢してくれな」


　頰を撫なでると「ん」と微かすかな声を上げた和音が、目をつぶったままで文人の手に触れてくる。


　両手で文人の手をむんずとつかむと、寝返りをうって横向きになり、その手を胸のあたりで抱き込むようにしてくるんと丸くなる。


　文人は、愛いとしさで胸が苦しくなった。
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「つまんない展開になってきたねぇ」


　昼休み、幸喜が弁当をつつきつつぼやいた。


「面おも白しろがられてたまるか」


　文人が応じると、幸喜は肩をすくめる。


　気温の高い時期は外に出て食事をとっているのだが、さすがに十二月ともなるとそれでは凍こごえてしまうから、冬場は仕方なく窮きゆう屈くつな教室に留とどまっている。


「真はうまくやってるか？」


「そりゃあ、もう。気持ちよく働いてくれるから、うちのお袋ふくろさん、大喜び」


「そうか。よかった」


　真がバイトをはじめてから、すでに二週間。


　ずっと気にはなっていたのだが、それ以上に気になる問題が目の前にうろちょろしていて聞きそびれていたのだ。


　一番気になっている問題のほうは、なんの進展もないまま停てい滞たいしている。


　幸喜的にはつまらなく、文人的には胃の痛い状じよう況きようなのだ。


「もっと暴れるだろうと思ってたのに、和音は文句ひとついわないんだもんなぁ。すぐにまこっちゃんのクラスに逃にげ込むし」


「………そうだな」


　和音はあの日以来、リビングには居着かなくなった。


　いつもピアノ室に閉じこもってばかりいて、二日置きぐらいに布ふ団とんに潜もぐり込んできては、文人の脇わきで丸くなって眠っている。


　アルフレッドと同居するようになって十日。


　そろそろ和音のストレスも限界なんじゃなかろうかと、文人は心配していた。


「ひとつ、ふにおちないことがあんだけど」


「なんだ？」


「アルのことなんだけどさ、思ったよりまともだったから変だなぁと」


「失礼なことを言うな」


「いや、だってさ。いくら好きだからって言っても、片思いの相手を海渡わたってまで追っかけてくるなんて、ちとまともじゃないでしょ？　でもアルの言動を見てると、少々お育ちがよすぎて癇かんに障さわるところはあるけどさ、やっぱりまっとうなんだよねぇ」


　幸喜はそういうと、少し離はなれた場所で、クラスメイト達にせがまれてネイティブな英語の発音を披ひ露ろうしているアルフレッドを細い眼めで眺ながめた。


「ついこの間までの鈴掛みたいに思い込みが激しいわけじゃない。それでも、おまえさん恋こいしさに本来の居場所を捨ててまで海を渡ってきたと……。なんかねぇ、俺としては腑ふに落ちないわけよ。──ほんとにただの知り合いだったわけ？」


「もちろん」


　文人はそう断言したものの、微び妙みような気まずさに弁当の上に視線を落とした。


「さようですか。ただの知り合い。──じゃあさ、追いかけてこられるほどに惚ほれ込まれるようなヘマ、なんかしたんじゃないの？」


「………いや、それは」


　図星を指されて、文人は動どう揺ようして口ごもった。


「言いふらしたりしないから、白状しなって」


　話した方が気が楽になるかもよ？


　珍めずらしくまじめな顔をして幸喜が促うながす。


「………少し似てたんでな」


　文人は、幸喜のまじめな顔につられて、ついうっかり口を滑すべらせた。


「似てる？」


　幸喜が、眉まゆ根ねを寄せてう～んと悩なやむ。


　やがて「色合いか」と、ひとり納なつ得とくして頷うなずいた。


「おまえさん、そんな昔から和音に惚れてたのか」


　真しん剣けんに引き結ばれていた幸喜の口元が、きゅううっと半円形に歪ゆがんでいく。


「ねえねえ、もしかしなくても初はつ恋こい？　おまえさんってば、照れくさくなっちゃうぐらい一いち途ずだねぇ」


「うるさい」


　トレードマークの狐きつね面めんの笑えみを浮うかべた幸喜に、文人は失言を後こう悔かいしてがっくりうなだれた。


　アルフレッドと出会ったのは、和音と離ればなれになってしばらくした頃ころ。


　和音に電話を掛かけても出てもらえなかったし、手紙を出しても返事は返ってこない。


　やっと電話に出てもらったと思ったら、一言「おまえなんか知らない」といわれる始末。


　いつも一いつ緒しよにいて一番の仲良しだと思っていただけに、文人は酷ひどくショックだった。


　そんなときにアルフレッドと出会ったのだ。


　和音と同じように両親に溺でき愛あいされて育っていたが、アルフレッドは和音と違って本当に素す直なおな性格で、文人によくなついてくれていた。


　そして、アルフレッドの金の髪かみと瞳ひとみは、和音の薄うす茶ちやの髪と琥こ珀はくの瞳を彷ほう彿ふつとさせたのだ。


　もしも和音が、こんなに素直な性格だったら、連れん絡らくが取れなくなることもなかったのに……。


　そう思うと、なんだかたまらなかった。


　やがて、アルフレッドの金色の眼の中にかつての和音と同じ自分に対する絶対の信しん頼らい感かんを見つけてからは、和音じゃないんだとわかっていてもついつい必要以上に親切にしてしまうようになっていた。


　今にして思えば迂う闊かつな行こう為いだったと、文人は深く反省している。


　自分の態度は、明らかに大切な人をエスコートするときのものだったのだ。


　だからこそアルフレッドも、文人の想おもいを勘かん違ちがいしてしまったんだろう。


「まぁ、真面目まじめな話。さっさとケリをつけたほうがいいんじゃない？　そろそろ和音だって、限界だろうしさ」


「わかってる。──俺の落ち度だし、なんとかするさ」


　とはいったものの、文人はなんとかするアクションを起こすためのきっかけをつかみきれずにいた。


　アルフレッドが、自分の想いを仄ほのめかすようなことを一言でもいってくれたら、それをきっかけにすることもできるのだが、同居して以来、アルフレッドのその手のリアクションは皆かい無むなのだ。


（まいった）


　年内に本国に送り返してやりたかったのだが、このままではそれも無理そうだ。


　今の状態で正月の長期休きゆう暇かに入って、一日中三人だけで過ごす日々が続いたりなんかしたら、さすがに和音の我が慢まんも続かないだろう。


　五ご里り霧む中ちゆうの状態に、文人は頭を抱かかえて滅め入いった。


「──鳴瀬さん、苦く悩のう中ですか？　話しかけても？」


　頭上から声が聞こえて顔を上げると、鈴掛が立っていた。


「どうした？」


「四日後に迫せまったクリスマス会の最終確かく認にんです。アルフレッドさんに出演時間の件で話しかけたいんですけど、なにか盛り上がってるみたいだし……」


　鈴掛が、アルフレッドに向けて困ったような視線を投げた。


「ああ、それもあったか」


「ええ、それもあるんですよ。……鳴瀬さんが私事にかかわってばかりで、ちっとも働いてくれないから、お陰かげ様さまで下準備にぼくが大おお忙いそがしです。すっかり鍛きたえられちゃいました」


　ありがとうございますと、鈴掛がわざとらしくにこりと笑う。


「すまん」


　なんとも気まずく、文人としては謝るしかない。


「──ボクに御ご用ようですか？」


　鈴掛の視線に気づいたのだろう。アルフレッドが戻もどってきた。


「はい。クリスマス会の出し物、マジックショーにかかる時間の最終確認にきました。どんな感じです？」


「マジック用のカードやボールを使わないから、思ってたよりできないこと多いです。十分程度。──どうですか？」


「それぐらいでちょうどですよ」


　心配そうなアルフレッドを安心させるように鈴掛は微笑ほほえんだ。


「よかった。──カズネも出演します。呼んできましょうか？」


「先に確認取ってきてるんで、呼ばなくても大だい丈じよう夫ぶですよ。子供が飽あきないよう十五分程度でまとめてくれるっていってました」


「天才少年っていわれてたカズネのピアノ、楽しみです」


　アルフレッドの言葉に、幸喜が「え？」と反応する。


「それは初耳なネタだぞ。マジな話？」


「まさか違うでしょう。それらしいこと一切してないし……。ぼくは和音さんの冗じよう談だんだと思ったんですけど」


　どうなんだ？　と視線が文人に集中する。


「………いちおう事実ではあるな。だが……」


　本当に弾ひけるんだろうか？


　文人はひどく心配になった。


　和音が天才だといわれていたのは小学生の頃。


　およそ七年のブランクは和音の指を鈍にぶらせてしまっているだろうし、和音はかつての指の動きを取り戻そうと練習するような殊しゆ勝しような性格でもない。


　そこら辺の事情を文人が説明すると、三人とも、なんだそんなことかと微び苦く笑しようをこぼした。


「本人ができるっていってんだし、心配いらないでしょーに」


「ボクも同感です」


「いや、だがな、もしものこともあるし、代役を用意しといたほうがいいかもしれないぞ」


「やだなぁ、鳴瀬さん。クリスマス会は四日後ですよ。そんな簡単に代役なんてみつかりませんって。それに幼よう稚ち園えん児じの為ための演奏なんですよ？　難曲を弾くわけじゃなし、心配する必要ないと思いますけど……」


「それは、まぁ、そうなんだが……」


　そういわれれば、確かにその通りだと思う。


　思うのだが、やはり心配な気持ちは変わらない。


　文人が眉み間けんにしわを寄せて困こん惑わくしていると、幸喜が口元に手をあてて、わざとらしくぷぷっと笑う真似まねをした。


「土井さん、どうしたんです？」


「いや、あのさぁ。文人ってこうしてみると、あれだなぁと思って……」


「アレ？」


「自分の子供をいつまでも子供扱あつかいして、やたら過保護な父親」


「確かに」


　ぷぷっと鈴掛も幸喜にならう。


「あんまり過保護にしすぎると、子供に嫌きらわれますよ。お父さん」


「………ほっといてくれ」


　まわりから見ても、自分は保護者にみえるのか？


　なんとも不ふ愉ゆ快かいで、いたたまれない気分だ。


　文人は腕うで組ぐみをすると、茶化してくる幸喜と鈴掛をシカトして、むすっと黙だまり込んだ。





（モンドもこんな顔をするんだ）


　茶化されて黙り込む文人を、アルフレッドは自分の知らない人のように感じていた。


　アルフレッドの知っている文人は、どちらかというと寡か黙もくで大人びていて、いつも鷹おう揚ように構えている人だったから……。


（でも、これで年相応なんだよね）


　どんなに大人びてみえても所しよ詮せんは高校生。


　対等の友人に対する態度としては、これで普ふ通つうなのかもしれない。


　イギリスにいた頃に会っていた文人は、いつもアルフレッドを気づかって守ってくれる立場に徹てつしてくれていたから、そういう顔をみる機会がなかっただけだ。


　それでも、妙みような疎そ外がい感かんを感じて少しだけ寂さびしい。


（……ボクの心配は、してくれないのかな）


　マジックの経験があるといっても、半年前にやったきり。


　しかもマジック専門の道具を使えないとなると、かなり難しい。


　だからといって自分からやるといった以上、怖おじ気づいて逃にげるのもプライドが許さない。


　ここ数日は、鈴掛が用意してくれたカードやボールを寝しん室しつに持ち込んで、夜遅おそくまでひとりで練習を繰くり返していた。


　文人の見ている前で練習をしなかったのは、クリスマス会当日に完かん璧ぺきなマジックを見せて驚おどろかせたかったからなのだが……。


（こんなことなら、見てるとこで練習しておけばよかった）


　不慣れなカードやボールを扱いかねてぽろぽろ落とすところをみたら、きっと文人だって心配してくれたはず。


　間違いなくそうなったはずだと、アルフレッドは自分に言いきかせた。
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　幸喜や鈴掛になんとからかわれようと、心配なものは心配だった。


　だから文人は、和音をとっ捕つかまえて「大丈夫なのか？」と確認をとってみた。


　だが、和音は「内ない緒しよ」とにやりと笑うばかり。


　しつこく聞こうとすると、ピアノ室に逃げ込んでしまって明確な返事を返そうとしない。


　ピアノ室に閉じこもっている間に練習をしているのかもしれないが、中に入れてもらえないから、実際のところが文人にはさっぱりわからなくて不安は増すばかり。


　そうこうしているうちに、クリスマス会の当日を迎むかえた。








「子供より、大人のほうが多いです」


　幼稚園の体育館に設置された父ふ兄けい席せきで、カメラやビデオ片手に世間話をしている沢たく山さんの大人達を、ステージ脇わきの覗のぞき窓から眺ながめていたアルフレッドは眼めを丸くした。


「日本じゃこれが当たり前なんです。ひとりの子供に両親ふたり。ときには祖父母まで来るらしいから」


「ちょっとドキドキしてきました」


　鈴掛の説明に、アルフレッドが心臓に手をあてる。


「心配しなくても大丈夫。彼らの興味は第一部に集中してるから。アルは子供達だけ見てればいい」


　第一部は保護者に見せるための子供達の合唱やお遊ゆう戯ぎなどを披ひ露ろうして、第二部に樹杏学園の出番となっている。


　やるべきことを先にやっておいたほうが、子供達も高校生のお兄ちゃん達の出し物を純じゆん粋すいに楽しめるだろうという、幼稚園側の気き遣づかいだ。


「はい」


　文人の励はげましにアルフレッドは深く頷うなずいた。


　もう一人の出演者である和音は、例の如ごとく文人とアルフレッドのツーショットを見たくないようで、劇の準備をしている演劇部の大道具係達の仕事を興味津しん々しんといった風に観察していて、文人達のほうには近寄ってこない。


「なぁ、あれ、寮りようの事務員さん？」


「だな、お、向こうに数IIの田中」


「じゃ、隣となりにすわってんのが奥さん？　美人じゃん、もったいねー」


　衣い装しようの準備を終えた演劇部の出演者たちも、文人達の隣の覗き窓から父兄席を眺めていて、学校関係者を見つけては勝手な寸評をして楽しんでいる。


　そうこうしているうちに、クリスマス会ははじまった。


　第一部の子供達のお遊戯は、途と中ちゆう失敗して泣いた子供が居たものの、順調に終しゆう了りようした。


　十分の休きゆう憩けいの後、第二部となる。


　一番手の出し物は演劇部、有名なディケンズの『クリスマス・キャロル』だ。


　強ごう欲よくな年寄りが、クリスマスの夜に三人の精せい霊れいと出会って己おのれを見つめ直すという作品を、子供むけにアレンジした舞ぶ台たいを演じたのだが、これはもういっそ見事なほどに失敗した。


　アレンジの仕方が大おお雑ざつ把ぱすぎて、子供達の理解力が追いつかなかったのだ。


　子供達が飽あきてざわざわと騒さわぎ出す中、逆に客席の父兄のほうが喜んでくれて拍はく手しゆするという奇き妙みような展開になってしまった。


　二番手はアルフレッド。


　子供達が大好きなトレーディングカードを使った単純なカード当てのマジックは、単純であるが故ゆえに子供達の興味を引いた。


　次いでボールのマジック。


　指の間に挟はさんだ一個のボールが、くるりと手をひるがえすと、二個に増え、さらに三個に増え、という趣しゆ向こうのマジックだ。


　ガチャガチャのボールを使ったせいなのか、途中でボールを落としたりして、アルフレッドはステージ脇の文人達を冷や冷やさせたが、次から次へと増えていくボールを子供達に投げ与あたえる段階になると、思いがけないプレゼントに子供達が大喜びしはじめ、最終的には大成功に終わった。


「よくやったな」


「大成功ですよ」


　緊きん張ちようしましたと、興奮に頰ほおを染めたままステージ脇に引っ込んだアルフレッドを、文人と鈴掛は両手を広げて迎えた。


　そして問題の三番手。


　司会者である幼稚園の先生に紹しよう介かいされた和音は、興奮さめやらぬアルフレッドを宥なだめている文人の脇を無言で通り過ぎて、ステージに向かう。


　幼稚園側が用意したアップライトピアノの前に座ると、ちょっと緊張した面おももちで一言の挨あい拶さつもしないまま、いきなり鍵けん盤ばんを叩たたきだした。





　はじまりは、鈴すずの音を連想させるような、高音で構成されたオリジナルの静かなメロディー。


　その音色が徐じよ々じよにアップテンポの楽しげな調子に変わっていって、定番のクリスマスソングである『サンタが町へやってくる』へと変わっていく。


　まるで鈴をつけたサンタのそりが近づいてくるような、そんな楽しい演出に子供達が身を乗り出し、音に合わせて身体からだを揺ゆらしはじめる。


　和音は、一曲フルで演奏することはしなかった。


　メインのメロディーだけを弾ひくと、すぐに違ちがう曲を奏かなではじめる。


『赤鼻のトナカイ』や『あわてん坊ぼうのサンタクロース』、『ジングルベル』などなど、途中で子供達に人気の特とく撮さつヒーロー物の主題歌やアニメの主題歌、ディズニーの定番などを織り交ぜて、オリジナルのアレンジがほどこされた演奏は続いていく。


　そのうちに、和音が曲を変えるたび、まるでイントロ当てクイズのように子供達が得意げに曲名を声に出すようになった。


　会場はピアノの音と子供達の楽しげにはしゃぐ声に満たされていく。


（心配無用だったか……）


　子供達がメロディーにあわせて身体を揺らしはじめてホッとしたのか、そのあたりから和音の顔には楽しげな笑えみが浮うかんでいた。


　和音のピアノの音は、和音の感情の動きに左右される。


　和音が楽しいと感じていれば、ピアノの音色にその感情が現れる。


　純粋な子供達は、和音の楽しい気持ちのこもったピアノの音色を素す直なおに受け止め、はしゃぎだしたのだ。


（上出来だ）


　文人が最後に聴きいた和音の演奏は、指が感情に追いついてこないために技術的にはボロボロだった。


　だが、今はそんなことはない。


　感情のままに、キラキラと空中で弾はじけるような楽しげな音色が、その指先から次々につむぎ出されていく。


　ピアノ室にこもって居る間、和音はきっと真しん剣けんにピアノの練習をしていたんだろう。


　子供時代の和音は、自由奔ほん放ぽうすぎて努力することをなによりも嫌きらっていたというのに、随ずい分ぶんと成長したものだ。


　心から楽しんでいる和音の音色に耳を傾かたむけ、文人は知らずに微笑ほほえみを浮かべていた。





（カズネ、すごい）


　アルフレッドは、和音の演奏に純粋に感動していた。


　教養の一いつ環かんとしてアルフレッドも幼い頃ころからピアノを習っていたから、子供むけとは思えない演奏の技術のレベルの高さやアレンジの見事さが実感としてよくわかる。


　そして、その感情表現の豊かさにも感かん嘆たんした。


　名曲を楽がく譜ふ通りに弾いても、それが名演奏になるとは限らない。


　その奏者の個性とも言える豊かな感情表現が加わってこそ、曲は生き、聞く者に感動を与える。


（もっと聴きたい！）


　こんな子供むけの曲ではなく、和音の奏かなでるリストやシューベルトの演奏も聴いてみたい。


　これだけの技術力があるならば、どんなに難易度の高い曲でも軽々と弾きこなし、なおかつ聴ちよう衆しゆうを魅み了りようする演奏を聴かせてくれるのではないか？


　アルフレッドは興奮していた。


　この感動を共有したいと、興奮したまま隣にいる文人を見上げる。


（………モンド？）


　下から見上げるアルフレッドには、前まえ髪がみに覆おおわれた文人の表情が隠かくれることなくよく見えた。


　ピアノを弾く和音をまっすぐに見つめる慈じ愛あいのこもった瞳ひとみ、優やさしげで穏おだやかな笑みを浮かべるその口元。


　見覚えのあるその表情に、アルフレッドは冷水をかけられたかのようなショックを受けていた。








　やがて、演奏を終えた和音が、子供達の可愛かわいい拍手を背にステージ脇わきに駆かけ込んでくる。


　和音はまっすぐに文人の元へ向かった。


「どうよ？」


　ほめてくれといわんばかりに大きく胸を張る。


　文人は、自分のところへ迷いもなく駆け込んできた和音が可愛くて、頰がついついほころびそうだった。


　が、頰を引き締しめると、得意げに見開かれている琥こ珀はく色の瞳を覗のぞき込み、厳しい口調でいった。


「七十点ってとこだな」


「なんでだよ？　その耳、腐くさってんじゃねーの？」


　手を伸のばした和音が、文人の右耳を引っ張る。


「こら、よせ」


　文人は和音の手をつかんで、耳から引き剝はがした。


「途中で俺の知らない曲がいくつか入ってただろう？　子供達が喜んでたから、子供番組の主題歌なんだろうがな、受け狙ねらいのああいう姑こ息そくな手段はいただけない。──だから七十点」


「なんだよ。けち！　これはコンサートじゃねーんだぞ。ガキが喜びゃ、それでいーんだよ」


　ぶうぶうと和音が反論するのに、文人がさらに反論しようとしていたら、背後から声がかかった。


「すみませんが、もう一曲だけ弾いてもらえません？」


　はしゃいだ子供達がアンコールし続けていて話を聞いてくれないと、司会者は苦く笑しようしていた。


「いーけど。でもさ、ガキ向けのクリスマス曲はもうネタ切れだぜ」


「子供が喜びそうな曲なら、なんでもいいですよ」


「そーいうことなら、やってやるよ」


　和音は嬉うれしそうににこっと笑うと、ダッシュでステージに戻もどっていく。


　再び和音がピアノを弾きはじめると、子供達が、わあっと歓かん声せいをあげた。


　文人の知らない曲だから、たぶん子供向け番組の曲だろうと思われる。


「一番喜んでるのは自分じゃないか」


　文人が呟つぶやくと、アルフレッドが微び苦く笑しようをこぼした。


「モンドも喜んでます」


「……そうだな」


　子供の頃から大好きだった和音のピアノ。


　その音色を聴きたいからといって、和音にピアノを弾くように強要するつもりは文人にはなかった。


　和音本人が、自分でやる気にならなければ無意味だろうと思っていたから……。


　きっかけがなんであれ、もう一度和音のキラキラと楽しげなピアノの音色を聴けてよかったと、素直にそう思う。


「アルのマジックにも楽しませて貰もらったよ。お疲つかれさま」


　文人は、楽しげにピアノを弾く和音を見つめながらアルに声をかけた。


「……そうですね。ほんと疲れました」


　アルが小さく呟く。


　その声の調子のあまりの弱々しさに文人が振ふり向くと、アルは普ふ段だんより青い顔をして、文人の顔を見あげていた。


「顔色が悪いようだな。気分は？」


「興奮したせいで疲れただけです。先に帰ってもいいですか？」


「ああ、かまわない。俺たちも、なるべく早く戻るから……」


「必要ないです」


「え？」


「今日はホントに疲れたので、ホテルのほうに戻ります」


「あ、ああ、そうか。──わかった」


　アルフレッドは、いまだに高級ホテルの部屋をリザーブし続けていて、父親が強制的にイギリスから同行させた使用人達をそこに待機させていた。


　確かに文人達とマンションに戻るより、身の回りの世話をしてくれる者がいる場所に戻ったほうが楽だろう。


「運転手が到とう着ちやくするまで時間がかかるだろうから、控ひかえ室のほうで休むといい」


　控え室へと促うながそうとして肩かたに伸ばした文人の手を、アルフレッドはするりとかわす。


「いえ、タクシーを使います」


　明らかな拒きよ否ひを感じ取った文人は手を引っ込めた。


「……そうか」


「はい。──お先に失礼します」


　青白い顔のまま、それでも静かに微笑んでアルフレッドはきびすを返して歩き出した。








　少しかがんで、瞳を覗き込んで話す癖くせ。


　自分だけに向けられたものだと思っていたその仕草を、文人は和音に向けていた。


　穏やかに愛いとおしむような眼まな差ざしで、ピアノを弾ひく和音を見つめていた。


　それは、かつてイギリスにいた頃、自分に向けられたのと同じ眼差し。


　そして、日本に来てからは一度も向けてもらうことのなかった眼差し。


（なんてこと……）


　和音のことを替かえがきく単なる遊び相手だと思っていたけど、まったくの勘かん違ちがい。


　替えがきくのは、自分のほう。


　和音という本物と離はなれていた文人が、そのスペアとしての自分に優しく接してくれていただけだったのだ。


（イギリスに帰ろう）


　タクシーの後部座席に落ち着いたアルフレッドは、終わったんだと肩の力を抜ぬいた。


　いや、告白すらしていなかったのだから、なにもはじまってなどいなかった。


　文人の眼差しの優しさを、勝手に取り違えたのは自分なのだから、裏切られたと思うのも間違いだ。


（ボクはなにも損そこなってない）


　裏切られたと屈くつ辱じよく感かんに浸ひたるのも、想おもいが叶かなわなかったからといって惨みじめにすすり泣くのも、負けを認めるようなもの。


　どちらもごめんだと、アルフレッドは思う。


　恋こいは叶わなかったけれど、両親の取引が続く限り文人との縁えんは切れない。


　もしかしたらこの先、代だい替がえした後も彼とは取引相手として長くつき合うことになるかもしれない。


　そんな可能性がある以上、自分の負けを認めるような真似まねは決してできない。


　視界がにじむのも喉のどが震ふるえるのも、疲れているせいだ。


（対等でいなければ）


　アルフレッドはこみ上げてくるものを、意志の力でグッと飲み込んだ。


　告白こそしなかったけど、文人はきっとアルフレッドの気持ちに気づいていた。


　気づいていて、きっとどうしたものかと思いあぐねていたに決まっている。


　ならば、引き際ぎわは鮮あざやかに決めてみせよう。


　優ゆう柔じゆう不ふ断だんだったかつての想い人に、その潔いさぎよさで負けたと思わせるぐらい、鮮やかに……。


（少々、しゃくに障さわるかな）


　だが、まあいい。


　意い趣しゆ返しの機会は、この先も必ずある。


　その誇ほこり高さ故ゆえに、両親から溺でき愛あいされている少年は、濡ぬれる頰ほおを拭ぬぐいもせずに強気に微笑ほほえんだ。




８







　クリスマス会の後片づけを手伝った後で、文人達はマンションに帰った。


　帰るとすぐに、文人はアルフレッドに使わせていた部屋を見に行く。


「やはりな」


　昨日まで確かにあったはずのアルフレッドの私物がすべて無くなっていた。


（気づいてくれたか……）


　幼よう稚ち園えんで別れたときに、こうなるような予感はあった。


　本来、アルフレッドは鋭えい敏びんで勘かんがいい子だった。


　和音の演奏を見つめる文人の態度で、すべてを察してしまったのだろう。


　その勘のよさが仇あだとなって、文人の気持ちを誤解することにもなってしまったが……。


（俺は、卑ひ怯きようだな）


　文人は、自分の心の内を言葉にすることなくアルフレッドが去っていったことにホッとしている自分を自覚して、軽い自己嫌けん悪おを感じた。


　鈴掛のときもそうだった。


　相手が直接告白してこない限り、その言動に見え隠かくれする恋れん愛あい感情に気づいていない振りをし続けていた。


　いつも逃にげ腰ごしで、目立ちたくないと逃げてばかり……。


「文人、そんなとこで、なにしてんだ？」


　ドアにもたれ、ぼんやりと部屋の中を眺ながめていた文人を見つけた和音が寄ってきた。


「あれ？　アルの荷物は？」


「ぜんぶホテルのほうに引き上げたようだな」


「やりっ。これで邪じや魔ま者ものがいなくなった」


　和音は感情のまま素す直なおに喜ぶ。


「これでいちゃいちゃしほうだいだ」


　文人の首に腕うでを絡からめるとぶら下がるようにして、うちゅっと唇くちびるを押しあてた。


「駄だ目めだなんて、けちなことはいわねーだろ？」


「いわないよ」


　文人は、もう一度今度はゆっくりキスをしようと、かるくかがみ込んだ。が、


「ちょい待ち。その前にメシ。俺、今すげー腹減ってんだ」


　と、和音は身を翻ひるがえして逃げていってしまう。


「腹がすくのも当然か」


　クリスマス会のピアノ演奏ですっかり子供達の人気者になってしまった和音は、文人達が会場のあとかたづけをしている間、運動場で子供達と遊びまくっていたのだ。


「和音、走り回って汗あせかいただろう？　夕食の支し度たくをしてる間に風ふ呂ろ使ってこい」


「うん。──あ、そうだ。文人」


「なんだ？」


「今度、またあーいう演奏会の企き画かくがあったら、俺に声かけてもいいぞ。条件次し第だいでは、出演依い頼らいを受けてやるからさ」


「はいはい、心に留めておくよ」


　和音の単純さに、文人は心が和なごむのを感じていた。








　お腹なかがいっぱいになると、とたんに和音は文人の膝ひざの上にのってきた。


「なぁ、やろうぜ」


「──後でな」


　文人は、洗いたてでいい匂においがする和音の身体からだを押し戻もどして、夕食の後片づけにとりかかる。


　なんだかんだで、二週間以上和音の肌はだに触ふれていない。


　触さわりたいと、切実に思いはするのだが……。


（雰ふん囲い気きが無さすぎる）


　今すぐに服をぽいぽいと脱ぬぎ捨ててしまいそうな勢いで、あっけらかんと露ろ骨こつに誘さそわれると、逆に引いてしまうものなのだ。


　和音に手練手管を期待するだけ無駄なのはわかっているが、もうちょっと可愛かわいげのある誘いかたができないものか？


（一に食欲、二に性欲……）


　実に単純でわかりやすいが、お腹がいっぱいになって満足したから、すぐさま次はこっちでは、後回しにされた気がして文人としてはさすがに気分が悪い。


「じゃ、早く終わるよーに手伝ってやるよ」


　洗い物をしている文人の脇わきに立った和音が、シンクに手を突つっ込もうとする。


「けっこうだ。指に傷でも付けられたら困る」


　文人は肘ひじで追っ払ぱらった。


「この程度で怪け我がなんかしねーよ」


「水に濡れると皮ひ膚ふは弱くなるし、用心にこしたことはない」


「うっせーな、もー。──食器洗い機ぐらい買えよな。もんどのけち」


　けちけ～ちと呟つぶやく声が、徐じよ々じよに遠くなっていく。


　振ふり向くと、ダイニングに和音の姿は無かった。


（また拗すねたか……）


　当然といえば当然の成りゆきに、文人はため息を吐ついた。








　洗い物を終え、和音の機き嫌げんをとろうと文人がリビングに戻ると、そこに和音の姿はなかった。


　ピアノ室にもいないし、自分の部屋にもいない。


（俺の部屋か……）


　先回りして、例の如ごとくベッドの上で枕まくらを抱かかえて眼めを尖とがらせているんだろう。


　すんなり機嫌をなおしてくれればいいんだがと思いつつ、文人は自室のドアを開ける。


　予想は、半分あたって半分外れていた。


　和音はベッドのうえにはいるものの、枕を抱えて丸くなって眠ねむっていた。


　どうしたものかと、文人は苦く笑しようする。


　軽く唇を開いて無心に眠るその無む垢くな寝ね顔がおを見ていると、このまま眠らせておいてやりたいような気分になる。


　が、実際にそんなことをしたら、和音が明日の朝に目覚めたとき、どうして起こさなかったんだと怒おこるに決まっていた。


（まぁいいか）


　怒りたいだけ怒らせてやればいい。


　さすがに今日は和音も緊きん張ちようして疲つかれただろうし、このまま寝かせておいてやろう。


　文人はそうっとベッドに腰こし掛かけて、和音の寝顔を覗のぞき込んだ。


　子供の頃ころにその天性のピアノに対するセンスを一部の音楽関係者に認められてはいたものの、その演奏に重大な欠点があった和音は、コンクールなどには一いつ切さい出演しなかったし、人前で演奏をすることも殆ほとんどなかった。


　そのせいで、人前での演奏には慣れていない。


　さらには長いブランクによる指の鈍にぶりの問題。


　かつて毎日ピアノに触れていた時代の指の動きを取り戻すまで、どれほど苦労して練習したか想像に難かたくない。


　短気な和音にとって、基き礎そ練習ほど辛つらいものは無いはずだから……。


「よく頑がん張ばったな」


　文人は小声で囁ささやいて、和音の頭を撫なでた。


「……まーな。──ほめてくれると思ったから頑張ったのにさ、七十点はひでーよ」


　和音は、眠そうに瞬まばたきしながら眼めをあけた。


「狸たぬきめ」


「文人の気配で目が覚めたんだって」


　頭から頰ほおへと移動した文人の手を取り、手の平に唇で触れる。


「もう、おあずけはなしだろーな」


　和音は、文人を上うわ目め遣づかいで睨にらむように見る。


「ああ」


　文人が、かがみ込んで唇にキスを落とすと、一いつ瞬しゆんにして和音の目元は和やわらぎ、ギュッと嬉うれしそうに首にしがみついてきた。








「……ふ……っ……」


　長いキスのあとで唇を離はなした。


「……もんど？」


　和音が潤うるんだ眼で見上げる。


「なんだ」


「また、ここにアルが戻ってくるなんてことねーよな？」


「それはないな」


　たぶん、と文人は心でつけ加える。


「そっか。じゃ、またふたりっきりでいられるな」


　心から、ホッとしたような声。


「そうだな。──ずっと我が慢まんさせて、悪かった」


「そう思ってんなら、ちゃんとご褒ほう美びくれよ。我慢した日にち分だかんな」


　けちるなよと、執しつ拗ように吸い上げたせいで普ふ段だんより赤みを増した唇がへの字に歪ゆがむ。


「この欲張り」


「文人が悪いんだ。けちってばっかだから、こっちだって欲張りになるさ」


「悪いな」


　和音得意のいつもの責任転てん嫁かだとは言い切れなくて、文人は半ば本気で謝ってしまった。


　ふと文人は、再会したばかりの頃やアルフレッドの案内を自分からかってでたときの和音の様子を思い出した。


（けっこう、まともだったな）


　ふたりきりでいるときのような幼い一面はみせず、年相応の対応がそれなりにできていた。


　それを思うと、和音の我が儘ままさの責任が自分にもあるような気がしてくる。


　甘やかし放題で過保護にし過ぎるから、ちょっときつくあたったり、かまってもらえないと拗ねるんじゃなかろうか？


　とはいえ、今さら態度を変える気はない。


　裏を返せば、和音が甘えるのは自分だけ。


　それは、文人にとっては嬉しいことだった。


「……ッん………」


　首筋に顔を埋うずめてきつく吸う。


「…もんど……」


　グッと肩かたを押された。


　いつもと違ちがうその仕草に、文人は顔を上げる。


「別に、どーでもいいんだけど……」


「まだ、なにかあるのか？」


「……すげーどーでもいーんだけどさ……。………アルは、やっぱ文人が好きなのか？」


「………なぜ、そう思うんだ？」


「鈴掛が絶対そーだっていってたし……。なぁ、どーなんだ？」


「知らないな」


　文人は答えた。


「俺には内ない緒しよかよ？　けち」


「内緒じゃない。本当に知らないんだ。アルからは、なにも聞いてない。──でも、もしそうなら………、悪いのは俺だな」


「なんで文人が悪くなんだ？　好きになんのはてめーの勝手だろ。───まさか」


　和音の眼がキッと尖っていく。


「違う。俺からちょっかいかけたことはない。………ただ、ちょっとな」


「ちょっと、なんだよ」


　声まで尖ってきた。


「おまえに似てると思ったんだ。……ちょうどおまえと連れん絡らくが取れなくなった時期にアルと会って、おまえに似てたから、だから、その少しばかり過保護にかまい過ぎて、もしかしたら、そのせいでアルが必要以上に俺を意識するようになったんじゃないかと……。まぁ、とにかく俺が悪かったんだ」


　悪かったと反省したからといって、アルフレッドを傷つけた事実はなくならない。


　反省は、しょせん自己満足でしかない。


　今の自分にできることは、この苦い後こう悔かいを忘れないことぐらいだ。


　同じ失敗をしないために……。


「……えー、そっかぁ？　似てるかなぁ」


　曖昧あいまいな説明に納なつ得とくしてくれたのか、それとも似ているといわれたことがショックだったのか。


　和音は自分の顔を触さわって困こん惑わくしていた。


「顔は似てない」


「だよな。……でも、そっか。文人、俺のことずっと覚えててくれたんだ」


　和音は嬉しそうな顔になる。


「まあな」


　実際は、意識して忘れようと努めていた時期もあったのだが、別に言う必要もないだろう。


　機き嫌げんもなおったようだし行こう為いに戻もどらせて貰もらおうと、和音の身体からだにもう一度火をつけるべく優しく触ふれる。


「……俺なんか、離れてる間、文人のこと思い出しもしなかったのに……っあ……」


　和音は、文人の愛あい撫ぶにピクンと身体を震ふるわせながら、ひとりごとのように呟つぶやいた。


「………なんだと？」


　その言葉に、文人は動きを止め、眉み間けんにしわをよせた。


「本当に思い出しもしなかったのか？」


「うん……。叔父おじさん家を追い出されることになるまで、ケロッと忘れてた。──今思い返してみると変な話だよな」


　和音は首を傾かしげつつ、そう言った。


（ケロッと……忘れてただと）


　この発言に、文人はむかっときた。


　文人が和音に連絡が取れなくて気を揉もんだり、おまえなんか知らないと暴言を吐はかれて傷ついていた間、和音は自分のことなど思い出しもしなかったというのだ。


　あまりにも酷ひどい話ではないか？


（こっちは幼心にふかく傷ついたっていうのに……）


　そもそも、和音と疎そ遠えんになってしまったことが、今回のアルフレッドの件の最大の原因ではなかったか？


　和音と完全に縁えんが切れてしまったと思ったからこそ、その寂さびしさを埋めるため、無意識のうちにアルフレッドの中に和音の面おも影かげを求めてしまったわけで……。


（そういえば、こいつ、俺を保護者だと明言してたな）


　芋いも蔓づる式でむかつくネタが、ぞろぞろと思い出されてくる。


　あの発言さえなければ、アルフレッドを同居させる気にはならなかった。


　その件に関しては自分の短たん慮りよのせいだとわかってはいるのだが、常々保護者扱あつかいされていた不満が一気に噴ふん出しゆつしてきて、止まりそうにない。


（……たまには和音にも反省してもらおうか）


　お互たがいのためにも、不満はため込まないほうがいいだろう。


　我慢し続けた挙げ句、臨界点突とつ破ぱで爆ばく発はつして取り返しのつかない事態になるよりは、たぶんそのほうがいい。


「もんど？」


　急に動きを止めた文人を、和音が不思議そうに見上げた。


「なんでもない」


　文人は、そんな和音を安心させるように、にっこりと微笑ほほえみかける。





「も…っ……や…」


　和音の胸の赤い実を舌先でしつこくなぶる。


「…ひぁ……あっ！」


　文人が軽く歯をたてると、ぎりぎりまで張りつめていた和音が、文人の手の中で爆発した。


「まだこんなにでるのか……。随ずい分ぶんたまってるな。自分でもしてなかった？」


「し……てねーよ。……な、も、いーから……」


　はやくと、乱れる息で和音がせがむ。


「こっちのほうがいいか？」


　文人は、和音の放ったもので濡ぬれている指で、後ろを探さぐる。


「あ……んん……」


　ぬるりと入り口をなぞると、和音の身体がぞくりと震える。


　指先を軽く差し入れると、自分から腰こしを揺ゆらして呑のみ込もうとする。


「凄すごいな……。触ってもいないのに、もう柔やわらかくなってるのか」


　促うながされるまま、文人は和音の中へと一本、二本と指を差し入れた。


「気持ちいいか？」


　耳元で囁ささやくと、指を覆おおう温かくて柔らかな内ない壁へきがビクビクと蠢うごめいて、たまらないと言わんばかりに指を締しめつけてくる。


「や……あぁ………。……ふっ……も　いい……っ、焦じらす……なよ」


　和音が、文人の肩にしがみついて泣き言をいう。


「焦らしてないだろ？　こうやって──」


　文人は、和音の感じる部分を指先で探り当て、指の腹でぐりっと強く刺し激げきした。


「可愛かわいがってやってるじゃないか」


「ひ……っ！」


　直接的なあまりにも強い快感から条件反射で逃にげようとして、和音がずり上がろうとするのを、文人は軽々と押さえ込んだ。


「……ふっ……も、やだ……て……」


「噓うそつけ。──身体はそうは言ってないぞ」


　さっき放ったばかりのモノが、力を取り戻して頭をもたげている。


（たまらないな……）


　和音の切なそうにひそめられた眉まゆ根ねと上気した頰ほお、赤く充じゆう血けつした唇くちびるに、文人はなんともいえない色いろ香かを感じた。


　最初はちょっとだけ焦らしてから説教のひとつでもと思っていたのだが、和音の痴ち態たいに嗜し虐ぎやく心しんをそそられ、もう少しだけ……とずるずると焦らし続けてしまっている。


「安心しろ、すぐにいかせてやるから」


「やっ……それ、ちが……う」


　和音がいやいやと首をふる。


　文人は顎あごを押さえつけると、うるさい口を唇でふさいだ。


　息もつかせぬほどに手て荒あらく口こう腔こう内を犯おかし、キツく後ろを刺激する。


「……ふっ……む……んぅ……───ッ！」


　あっさりと和音はいった。


　ガクガクと身体が震え、ふたりの身体の間に、もう何度目かわからなくなった和音の熱いほとばしりが放たれる。


　いった衝しよう撃げきで、和音の身体は文人の指をきつく締めつけたが、痙けい攣れんするようにビクビクと震えながらも、中にあるものを逃のがすまいと物もの欲ほしそうに内壁が熱く蠢いていた。


「まだ、もの足りなさそうだ。──もっとご褒ほう美びが欲しいって？」


　文人がきつく閉じられた和音のまぶたにキスを落とすと、促されるようにパチッと和音の琥こ珀はくの瞳ひとみが大きく開いた。


「っ………うう～」


　が、すぐに歪ゆがんで、ぼろぼろと大おお粒つぶの涙なみだが零こぼれはじめる。


「かずね？」


　文人はギョッとして、和音の身体から手を離はなした。


「な……に、怒おこって…だよ。……俺、な…か、おこらせるよーなこと……した…か？」


　荒あらく乱れる息と、嗚咽おえつのせいで、喉のどを詰つまらせながら和音が訴うつたえる。


「良い子…にしてなくても…いーって、好きにしててい……っていたのは、文人なんだからな。勝手に、おこん……なよ」


　ぼろぼろと涙が止まらずに溢あふれ続ける。


（やりすぎた）


　文人は、焦あせって和音を抱だき起こし、膝ひざの上に乗せた。


「泣くな、な？」


　う～、と泣く和音の背中をぽんぽんと撫なでる。


「な……に、おこってんのか、い……よ」


　しゃくり上げながら、和音が要求した。


「………おまえ、空手部の主将の対戦相手に、俺のことを保護者だって言っただろう？」


「いったけ…ど？」


　和音は首を傾かしげる。


「ま……さか、それで怒ってるって」


「その、まさかだ」


「なんで…だよ」


　和音は、思いがけないといった風にキョトンとして、涙で潤うるんだ琥珀の瞳を大きく見開いた。


「なんでって……」


　おまえのいう『好き』が、恋こい人びとに対する『好き』なのか、保護者に対する『好き』なのか、常々疑問に思っているから気に障さわるんだ。


　と説明して、果たして和音がわかってくれるかどうか……。


　好きなものは好きなんだよ、の一言で片づけられそうな気がする。


「ほかに、どーいえっての？」


　文人が言い淀よどんでいる間に、和音が言った。


「俺、もう文人しかいねーんだもん。──俺が…いていい場所って、もうここだけだし……。文人、ずっとここに置いてくれるって、いったじゃねーか。だから、保護者みたいなもんだっていったのに……」


　他にどういえば気に入るんだよ？　と和音が軽く頰を膨ふくらませる。


（……ああ、そういうことなのか……）


　今は亡なき両親に溺でき愛あいされて育った和音にとっての保護者とは、心から甘えられて、無条件で受け入れてくれる存在だったのだ。


　たぶん、自分が考えている保護者と、和音の保護者とでは意味合いが違ちがう。


　和音にとっての『保護者』は、最高の愛情と信しん頼らいを込めた称しよう号ごうなのだろう。


　文人は納なつ得とくした。


「……そうだな。保護者でもいいか」


　保護者といわれると、いつか和音に他に好きな奴やつができて手元から逃げられてしまうような、そんな不安感がどうしてもつきまとってしまうのだが、まぁ仕方ない。


　和音が自分を一番だと思っている。


　それが確信できるだけで、とりあえず充分だ。


「保護者……でも？」


　言こと葉ば尻じりを捕とらえた和音が、なおもふくれる。


「保護者でいいよ。──ただし、頼たのむからあまり人前では言わないでくれ」


　和音はコロッと機き嫌げんをなおして首に抱きついてきた。


「もんど、もう怒ってないか？」


「ああ」


「じゃ、もういーよな」


　膝立ちして、頰に唇を押しあててくる。


「ご褒美が欲しいか？」


　腰を抱き寄せると、和音は「うん」と嬉うれしそうに頷うなずいた。








　自分だってこんなになってるくせに、よく我が慢まんできるよな、と和音があきれたように、くくくっと喉の奥で笑う。


「………あ……んん……」


　膝立ちしたままで、和音を欲しがっていた文人のモノに手を添そえ、自分から腰こしを降ろしていく。


「……あ……も…んど……っん……」


　焦じらされ続けていたそこは、吸い込むように蠢いて文人を受け入れていった。


「……ふ……」


　ぜんぶ飲み込むと、和音は満足そうに甘い息を吐はいて、いったん動きを止める。


「気持ちいいか？」


「ん……、ッ……あん」


　軽く下から突つき上げると、ビクッと和音の腰が揺ゆれる。


　求め続けていた熱い高ぶりを内に感じた和音の身体からだが、もう離すまいと急にギュッと文人を締しめつけてきた。


「っ……。和音、もう少し……ゆるめろ」


「や……、むり……。……っく……」


　焦じらしすぎたせいで、和音の身体はコントロールがきかない状態だった。


　きつく締めつけてくるくせに、もっと感じさせろと焦れて動きたがっているのがわかる。


「……っ……しょうがない奴だな」


　意地悪していた時間が長すぎて、文人のほうもさほど持ちそうにない。


「……はっ…あぁ……」


　大きな手で和音の背中を撫で上げる。


　耳元をくすぐると、和音が唇くちびるを寄せてきた。


「も……んど。……ふぅ……」


　開いた唇から覗のぞくピンク色の舌をくわえ、執しつ拗ようになぶる。


「……ン……ふっ……」


　やがて、唾だ液えきの絡からまる湿しめった音に促うながされるように、和音の身体がゆるみ、文人を求めて蠢きはじめた。


「あ……ああ……んッ……！」


　文人は何度も強く突つき上げる。


　その動きにあわせるように、和音の身体が熱く甘く吸い付いてくる。


「……つっ」


　目眩めまいがするような甘い快感に、文人は夢中になって和音の身体をさらに深く貫つらぬく。


「あ……ん………あっ……」


　和音は震ふるえる腕うでで文人の肩かたにしがみつき、もっともっとと腰を揺らす。


　衝しよう動どうに突き動かされるまま、ふたりは互たがいを揺さぶりあい貪むさぼりあった。


「かずね……っ！」


「も……っ、あ、あぁっ──！」


　文人が一ひと際きわきつく身を沈しずめると、和音はたまらずにガクッと背を反そらせる。


「くっ……！」


　きつく吸いつかれ文人が和音の中に放つと同時に、和音の放ったモノが文人の腹を濡ぬらす。


「……っふ……」


　荒あらい息をつきながらも、ふたりは互いの唇を求めあう。


　まだまだ、甘い夜は終わりそうになかった。




９







　クリスマス会のあった翌週の水曜日、文人は成田空港に来ていた。


「それじゃあ、お世話になりました」


　すでに荷物を預けて身軽になった状態で、アルフレッドが英語で挨あい拶さつしながら右手を差しだし、文人に微笑ほほえみかける。


「たいしたことができずに申し訳なかったね」


　文人は差し出された手を握にぎりかえした。


「いえ、いい経験になりましたよ」


「おまえが居ない間、わたしたちは寂さびしかったよ。できれば、これっきりにして貰もらいたいな」


　アルフレッドの隣となりで微笑むのは、ブラウンの髪かみと瞳ひとみを持つなかなかの美中年、アルフレッドの父親だった。


　クリスマス会が終わってホテルに戻もどったアルフレッドは、帰国する意思を本国に伝えた。


　その直後、この過保護な父親は息子むすこを迎むかえに行くべく仕事を放り出して、機上の人となったのだった。


　彼は、その手に二十センチ四方の箱を持っている。


　その中身は、文華のコレクションの中の一品だ。


「ミスター・ネヴィル、搬はん送そうはくれぐれも丁てい寧ねいに。母によろしくお伝えください」


　今朝早くの短い電話で慌あわただしく文華に言いつけられたために業者を呼ぶ暇ひまがなく、仕方なく自分でコレクションを梱こん包ぽうした文人は、少々心配げにネヴィルの手元を見た。


「わかってる。しかし……」


　ネヴィルは、文人をジロジロと眺ながめると、悲しげにため息をついた。


「本当に随ずい分ぶんと育ったものだね。残念だよ」


　今日の文人は、目上の人への礼れい儀ぎ上ソフトスーツを着ていた。


　さらには前髪をあげ、コンタクトも入れていない。


　通り過ぎていく人々が目を奪うばわれ、ため息混じりにみとれてしまうノーブルなその美び貌ぼうを人目に晒さらしているわけなのだが、美少年愛好家であるネヴィルは、すっかり体格がよくなって青年臭くさくなった文人にご不満なようだった。


「これで年相応なんですがね」


　追いかけ回され辟へき易えきした経験がある文人は、ネヴィルの残念そうな眼まな差ざしを嬉き々きとして受け止める。


「──父さん、そんなに残念がることないよ」


　アルフレッドがいう。


「なぜだね？」


「モンドの代わりといったら変かもしれないけど、モンドの家に父さんがひとめで気に入りそうな極ごく上じよう品ひんが隠かくしてあったよ。日本製なんだけど……」


　アルフレッドは、文人をちらりとみて、クスッと口元で笑った。


（なにを言うつもりだ）


　文人はひやりとした。


　今朝、文人が急きゆう遽きよアルフレッドの見送りに行くことになったことを知った和音は、自分も行くと言い出した。


　アルフレッドの見送りをしたいというより、学校をサボりたい気持ち満々の和音の同行を、文人は断固として許さなかった。


　見送りにふたりもいらないことと、もうひとつ。


　ネヴィルに和音を会わせることの危険性を危き惧ぐしていたのだ。


　文人は、頼たのむから余計なことは言うなよとアルフレッドに強い視線を送る。


　アルフレッドはその視線を受けて、ゆっくりと口を開いた。


「鮮あざやかで繊せん細さいな造りの……屛びよう風ぶなんだけどね」


（……びょうぶ？）


　なんだそっちかと、文人は胸を撫なで下ろした。


　アルフレッドはその様子を見て、してやったりと嬉うれしげに微笑む。


「イギリスの屋や敷しきに置いても映はえそうな、豪ごう奢しやな鳳ほう凰おうがモチーフなんだよ」


「アル、それはわたしじゃなく、おまえの趣しゆ味みなんじゃないのかな？」


「そうだけど……。でも、文人ってば、ボク相手だと譲ゆずってくれそうにないから」


「おや、そうなのかい」


「違ちがいますよ」


　息子にベタ甘の父親が、不ふ愉ゆ快かいそうに文人に視線を巡めぐらせる。


「あれは母の所有物ですから、私の一存ではなんともしようがないと断っただけです。ご所しよ望もうなら、どうか交こう渉しようは母と」


「了りよう解かいした。──さて、そろそろ行くか」


　アナウンスの声に、ネヴィルが息子を促す。


「それじゃあ、文人。──また、いずれ」


　アルフレッドは極上の愛くるしい笑え顔がおをみせると、潔いさぎよくきびすを返して振ふり返ることなく去っていった。











　見送りを終えた文人は、直接学校へと向かった。


　空港からの長ちよう距きよ離り移動のせいで、戻っても授業には間に合わないことは承知している。


　朝、自分も見送りに行くと言って拗すねた和音の機き嫌げんをとるために、文人は学校が終わった後で映画を観みに連れてってやると約束した。


　だから和音を迎えに行くためだけに、学校に向かったのだ。


（退たい屈くつして、暴れてないといいが……）


　当初の予定では、授業終了とほぼ同時に合流できるはずだったのだが、電車が事故で遅おくれて一時間ほどずれ込んでしまった。


　事故が起きた時点で携けい帯たいで連れん絡らくを取り、少し遅れると和音に告げると、和音は露ろ骨こつに不満そうな声を出した。


　不機嫌な和音は、仕方ないから空手部で時間を潰つぶしてやるとえらそうに言っていた。


　文人としては、空手部の部員たちが和音の八つ当たりの対象になっていないことを祈いのるしかなかったのだが……。


　学校に到とう着ちやくした文人は、校舎へ向かわず、直接武道館へと向かった。








（ご機嫌じゃないか）


　制服姿のまま、和音は組み手をして遊んでいるようだった。


　文人は壁かべにもたれ、楽しげな和音の様子を黙だまって眺めることにした。


「よし、そうだ。──やっぱり筋がいいな」


「へへっ」


　正せい拳けんの型をほめられた和音が得意げに笑う。


　ほめたほうを見ると、なんと空手部主将の決勝の相手、東郷だ。


（なんであいつが、こんなところに居るんだ）


　試合でもないのに、他校の生徒が部活動に顔を出すなど普ふ通つうでは考えられない。


　が、空手部部員たちは東郷の存在になんの疑問も感じていないようで、組み手ごっこをしているふたりを囲んで呑のん気きに見物している始末。


「しっかし、まじで空手の経験はないんだな。構えからして違うし……。和音ちゃん、もうちょっと腰こしを落としてみ」


「こーか？」


「いや、そうじゃなくて、膝ひざをこう曲げる感じで……」


　指導している東郷の手が、制服越ごしに和音の身体からだに触ふれる。


　一いつ瞬しゆん、文人はむかっと嫉しつ妬とした。


（いかんいかん）


　今のあれは指導の一いつ環かんで、嫉妬するようなものじゃない。


　とはいえ、自分以外の人間に触さわられ笑いかけている和音の姿を見るのは、かなり不愉快だ。


　いっそのこと、首輪でもつけて家の中に閉じこめておきたいとさえ思ってしまう。


（まったく、なんて心の狭せまさだ）


　文人は、自分の嫉しつ妬と深さと狭きよう量りようさにあきれ、額に手をあてた。


「──あれ、文人だ」


　和音の声に、文人は手を下ろした。


「うわっ」


「モロだし」


「ほー」


　途と端たんに、空手部部員たちが落ち着きなくざわめきだす。


「…………あの派手なの、だれ？」


　東郷が傍かたわらの和音に聞く。


「文人だよ。この前会っただろ」


（くそっ、忘れてた）


　空港からそのままの状態で学校まで来てしまった文人は、慌あわてて前まえ髪がみを下ろした。


「──和音ちゃん、あんた実は面食い？」


「へ？」


　東郷の言葉に和音はキョトンとする。


「……東郷、だったか。君、他校の生徒だろう？　自分の学校の部員を鍛きたえるべきなんじゃないのか？」


「それがな、うちの学校、弱い奴やつばっかりで組み手の相手がいねーんだ。で、ここの元主将の都合がいいときに、組み手の相手をしてもらうことにしたんだけどさ、今日は主将がたまたまいないんで、和音ちゃんと組み手をして遊んでもらってたわけ」


　妬やくなよ、とからかい調子で言われて、文人は頰ほおをひくつかせる。


「実際のとこ、和音ちゃんさ、空手部入ったらどーだ？　筋もいいし、ちょっと型を覚えれば、即そくベストフォーに手が届くぜ」


「やっぱ、俺ってば天才？」


　ほめられて、得意げに和音が笑う。


　余りにも嬉しそうなその笑みに、ひきつっていた文人の頰もゆるむ。


（閉じこめるのは駄だ目めか）


　文人は、子供の頃ころから、和音がほめられるのを見るのが好きだった。


　自分自身のことより、得意な気分になってしまうほどに……。


「和音、もう少しここで遊んでくか？　ただし指に怪け我がはするなよ」


　楽しそうだし邪じや魔まをするのも可哀かわい想そうかと、文人はひとりで帰ろうと壁から背中を離はなした。


「なんだよ、それー。約束破ろーたって駄目だからな」


「え、おい、ちょっと……」


　和音は、引き留めようとする東郷の手をすり抜ぬけて、文人に走り寄ってくる。


「わるいな」


　文人は、組み手の相手を失って残念そうな東郷に、肩かたをすくめてみせた。


（首輪もいらないか）


　自分こそが和音の居場所。


　呼べばすぐに戻もどってくるのだから、なんの問題もない。


「ほら、おいで──」


　差しだした手を、迷うことなく和音が握にぎりかえす。


　それは、なによりも幸せな瞬しゆん間かんだった。




はじめての夜に










『文もん人どだって、俺たちと同じ年ねん齢れいのガキなわけよ』


　幸喜が言う。


『少し距きよ離りをあけてから、鳴なる瀬せ文人っていう人間を見つめなおしてみたらいいんじゃない？　──そのほうがお互たがいの為ためだって』


　トレードマークになってしまっている狐きつね面めんっぽい笑えみを浮うかべて、幸喜は自分の母親が経営している洋食屋でバイトしないかと提案してきた。


『たまには困った客もいるけど、でもさ、ああいう場所にいると色んなタイプの人間を観察できると思うよ。文人ばっかり見てないで、他ほかにも目を向けてみなさいよ』


　ずっと働いてくれていた人が身体からだを壊こわして入院中で、彼女が戻もどってくるまで臨時で働いてくれる人を探していたんだとか……。


　なんだか上手うまく利用されているような気がしつつも、気分転てん換かんにはもってこいかなと、真は幸喜の提案に頷うなずいた。








　真は、物心ついたときには施し設せつにいた。


　親の記き憶おくはない。


　施設の人に聞かされた話では、やはりこの施設で育った天てん涯がい孤こ独どくだった母親が、ひとりで産んで育てていた子どもだったらしい。


　その母親は、真が二歳になる前に過労がたたってあっさりこの世を去ったのだと聞かされた。


　この子は自分のたった一人の肉親なんだと宝物のように可愛かわいがって、最さい期ごの瞬しゆん間かんまで残していく息子むすこのことを心配していたのだそうだ。


　たった一人の肉親に置いていかれた身としては、少しばかりの不満はある。


　だがそれ以上に、自分の存在が彼女の短い人生の中の喜びであったのだという事実が嬉うれしい。


　真は、ずっと他人に囲まれ、他人の善意に支えられて生かされていた。


　だからこそ、自分の存在が誰だれかを喜ばせたり、誰かの役に立てもするのだと実感できるのがとても嬉しい。


　ひとりで生きていけると言い切れるほど、現実を知らない子どもでもないし強くもないから、いつでも誰かと一いつ緒しよに居てもいい理由を探している。


　小学六年の時に、今の両親に養子として引き取られてからも同じこと。


　役に立てる自分、両親を喜ばせることができる自分になろうと、いつも懸けん命めいに努力している。


　与あたえてもらったこの幸運と幸福を、ちゃんと両親に返すのだと心に決めている。


　それが自分にできる恩返しだと思うから……。


（でも和音ってば、そんなことちっとも考えてないよな）


　最近友達になった我が儘ままいっぱいの問題児。


　文人から聞いた話だと、和音の両親はすでに亡なく、世話になっていた親しん戚せきの家からも追い出されて、文人を頼たよってわざわざ転校してきたのだとか。


　念願叶かなって文人と同居できるようになった今、和音は文人に恩返しをするどころか、実に傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振ふる舞まっていて、身の回りの世話まで文人にしてもらっているようだ。


（和音には、恩返ししようとかって発想がないのかな）


　善意の上にあぐらをかいてばかりいて、不安じゃないのだろうか？


　和音に対する文人の態度も、真には不思議でならない。


　すぐに面めん倒どう事ごとを起こすし拗すねるし、我が儘ばかりいってなんの役にも立ってないのに、文人は和音をとても大切にしている。


　今までずっと側そばにいて、役に立とうと努力し続けていた真よりも……。


（なんだかなぁ）


　和音は和音、自分は自分。


　違ちがう人間なのだから、生き方や考え方が違うのも当たり前のこと。


　それでも、真は和音を見ていると落ち着かない気分になる。


　自分は、本当に今のままでいいんだろうか？








「いらっしゃい。待ってたのよ」


　バイト初日、真は幸喜の母親が切り盛りしている小さな洋食屋にいた。


　何度か幸喜に連れてきて貰もらったことがあるから、幸喜の母親、充みつ子ことは面識もあるが、バイトをするとなると今までとは事情が違う。


「お役に立てるように頑がん張ばります。よろしくお願いします」


　生まれてはじめてのバイト経験に緊きん張ちようしながら、真はペコッと頭を下げた。


「あらあら、そんな緊張しないでいいのよ。難しいことはないから大だい丈じよう夫ぶ」


「そうそう、ここに来るのはたいていが常連客だし、多少の失敗は笑って許されるから、のんびりやってくれればいいんだって」


　充子と幸喜から、ダブルでにこにこ～っと微笑ほほえみかけられて、真の緊張もちょっとゆるむ。


「はい」


「じゃあ、まずはこのエプロンつけてね」


　真ちゃんならきっとよく似合うわよと、充子が嬉き々きとして取り出したのは、彼女とお揃そろいのピンクのフリル付きエプロン。


「……そ、それはいやかも」


　真は、バイトに対するやる気がごっそり削そぎ落とされるのを感じつつ、あとずさった。


　どうやら本気で真にピンクのエプロンが似合うと信じている充子と、完全に面おも白しろがって充子の応おう援えんをする幸喜と、真は必死の攻こう防ぼう戦せんを繰くり広げた。


　その結果、勝利した真は、幸喜とお揃いの白いデニム地のエプロンの予備を支給されることになった。


「お揃いで働けると思ったのに、残念だわ」


　充子があまりにもしょんぼりとするので、ちょっと可哀かわい想そうな気もしたが、情に流されてピンクのエプロンを身につけた挙げ句、同級生達に目もく撃げきでもされたら目も当てられない。


「真くんのお仕事はね、まるっきりウエイターさんよ。オーダーと料理の上げ下げとレジなの。そんなに忙いそがしいお店じゃないから、慣れるまでは焦あせらないでゆっくりやってくれていいからね」


　充子はにこにこと楽しそうな微笑みを浮かべながら、仕事の手順を真に教えていく。


　客商売が長いせいか笑え顔がおが地顔といった雰ふん囲い気きのある彼女は、ピンクのエプロンが似合う可愛い顔立ちをしている。


　だが、幸喜は年がいってからの子どもなのだろう。同級生の母親達よりかなり上の年齢にみえた。


　十一時から二時までと、五時から十一時までが店の開店時間で、真は夜の部のサポートに入ることになる。


　樹じゆ杏あん学園の寮りようの門限は基本的には九時なのだが、お金持ち校なだけにかなりの融ゆう通ずうがきいて、届けを出しさえすれば十二時までの自由行動が認められている。だから、時間的には問題なく働くことができた。


　小さな街の洋食屋さんといった雰囲気の店内は、テーブル席が三つとカウンター席が五つ。満席になっても客は二十人にも満たない。


　実際に働いてみると、予想していたよりずっと余よ裕ゆうのあるペースで動くことができた。


「じゃ、お袋ふくろさん、まこっちゃんのこと、よろしく」


　八時過ぎ、一緒に店を手伝っていた幸喜がエプロンを外すと、いきなり帰ってしまった。


「ごめんなさいね」


　ちょっと不安そうに見送る真に、充子がすまなそうに微笑む。


「幸喜くんはもう一いつ軒けんのほうのお店にいったの。向こうのほうが幸喜くんが必要だから」


「もう一軒あるんですか？」


　初耳だ。


「ええ。でも向こうは、食事よりお酒の大人向けのお店なの。高校生は出入り禁止」


　とはいえ、高校生の息子に手伝わせるのはＯＫらしい。


　変なの、と真は思った。








　十時を過ぎると、それまで賑にぎわっていたのにぱったりと客が来なくなった。


「いつもこんな感じよ。ここら辺の人達は夜が早いから」


　郊こう外がいの小さな地方都市だし、カップルが利用するほどお洒落しやれな店でもなく、あくまでもファミリー向けの洋食屋だからなのだろう。


　充子は閉店時間前にも拘かかわらず店の看板を引っ込めて、あとかたづけをはじめる。


「幸喜くん、学校でうまくやってる？　浮ういてない？」


　シンクやコンロをゴシゴシ磨みがきながら充子が聞いてくる。


「浮くだなんて、あり得ませんよ。クラス委員だし、みんな頼たよりにしてます」


「押しつけられて、いやいやクラス委員をやってるんじゃなかったのね」


　ホッとしたような声に、グラスを磨いていた真の手が止まった。


「幸喜がそう言ってました？」


「いいえ、言わないわ。──あの子はなんにも言わないの。言わないで、なんでもひとりで決めて、ひとりでやっちゃうの。だから心配なだけ」


「大丈夫ですよ。心配することないです」


　シンクを磨き続ける背中に話しかけると、「そう。良かったわ」と安心したような小さな囁ささやきが聞こえてくる。


（……おかあさんの声だ）


　お客さんに対するときのはりのある声とはまったく違うその響ひびきに、真はいいなぁとちょっと羨うらやましかった。











　バイトは順調に続いた。


　店の客は微笑ましい家族連れがメインだったが、たまにやたらと威い張ばり散らし難なん癖くせをつける客もいる。


　そういう客相手のときは、充子が表に出てきて応対してくれた。


　彼女はいつもと同じような笑えみを浮かべて応対し、嫌いやな顔をみせずに頭を下げる。


　理り不ふ尽じんさに真が苛いら立だつと、充子は「ああいう人は自分も理不尽な目にあって我が慢まんしてたりするから、この店の中でだけは優やさしくしてあげたいのよ」と宥なだめる。


　散々威張り散らしたとある客が、帰り際ぎわ、美味うまかったと捨て台詞ぜりふを残して帰って行ったときはなんだか感動してしまった。


　アンティークショップのやとわれ店長をやっている義父が、やっぱり理不尽なことを言う客に頭を下げていた姿を思い出す。


　その時の真は理不尽な客に怒おこったけど、今にして思うともっと違う方に目を向けるべきだったのかもしれない。


　義父の跡あとを継つぐんだと宣言してるくせに、その仕事の本当の内容を知らないのは恥はずかしいことだとそう思った。





　学校のほうでは、留学生が来て文人の周囲がなにやらゴタゴタしている。


　真はバイトをたてにして、その騒そう動どうに巻き込まれないよう傍ぼう観かん者しやに徹てつしようとしていたが、一度だけ和音に押し掛かけられてバイトに遅おくれる羽目になった。


　でも、べそをかく和音の姿に優しくしてあげたいと思ったり、煮にえ切らない文人の態度に疑問や苛立ちを感じたりして、そんな今までにない自分の感情の動きが新しん鮮せんに感じられた。


　文人に疑問を感じたからといって、文人を否定することにはならない。


　盲もう目もく的な信しん頼らいを向けていた頃ころより、反発しつつも理解しようと努力する今のほうが心理的な距きよ離りが近くなったような気がする。


　いろんな意味で、バイトをはじめて良かったと真は感じていた。











「お袋さん、ニンジン分けて」


　客がひけてあとかたづけをしていると、幸喜が店に飛び込んできた。


「幸喜くんが切らすなんて珍めずらしいわね。どれぐらい入り用なの？」


「つけ合わせだから、一本で充じゆう分ぶん」


（にんじん？）


　カウンター越ごしに袋を手て渡わたしている親子をモップを手に眺ながめつつ、なにに使うんだろうと真は首を傾かしげる。


「にゅう麵めんの飾かざり用にね。いきなり寒くなったから大人気でさ、用意してたのが切れちゃったってわけ」


　真の仕草に気づいた幸喜が、説明をくわえる。


「ふうん」


（ちょっとだけ覗のぞいてみたいかも……）


　幸喜が手伝ってるのはどんな店なのか、どんな仕事をしているのか、真としては好こう奇き心しんがうずくところなのだが、最初に高校生は出入り禁止と充子に釘くぎを刺さされただけに、自分からは言い出せない。


「なんだったら見に来る？　こっちの店はもう終しまいなら平気だろ」


　人の顔色を窺うかがうのが得意な幸喜が、真の表情を見て誘さそう。


「え、でも……」


　真がちらりと充子の顔を見ると、充子はしようがないわねという風に肩かたをすくめた。


「いいわよ、行っても。ただし入ってもいいのは厨ちゆう房ぼうだけ。店のなかは駄だ目めよ」


「はい！」


　お許しが出て、真は力ちから一いつ杯ぱい頷うなずいた。








「ここ」


　案内されたのは店から五分程度の場所にある、小さなテナントビルの三階のバー。


　エレベーターを降りたところにある客用のお洒落なドアではなく、非常階段脇わきの裏口から店の厨房へと入っていく。


「カウンター席が八つあるだけの小さな店でね、ここの裏方で美味うまい物を作るのが俺の仕事なわけ。──その椅い子すに座って待っててくれる？」


　促うながされるままに、真はコートとマフラーを膝ひざの上に載のせて座った。


「幸喜、料理できるんだ」


「必要に応じてね。ちなみに、文人の料理の師し匠しようもやってます」


「へぇ、初耳」


　たまにふたりで頭をつきあわせてこそこそ内ない緒しよ話ばなしをしているときがあったけど、その手の話をしていたのかもしれない。


　真に内緒だったのは、文人さんのためなら自分が作ると、真が言い出すと思っていたからじゃないだろうか。


　今ならともかく、以前の真だったら、文人がいいからと拒こばんでもきっとそうしていた。


　真を友達扱あつかいしている文人としては、対応に困るところだったんだろう。


（文人さんは、きっとそういうの嫌だったんだろうな）


　ザッと手を洗った幸喜が、鍋なべが載ったコンロに火を入れ、そうめんを茹ゆではじめる。


　その間に、貰もらってきたばかりのニンジンを千本切りにしザッと熱湯に通して、茹であがったそうめんを入れた器うつわに鳥のささみや三つ葉などと共に飾りつけ、熱々のだし汁じるを加えた。


「綺き麗れいな漆しつ器き」


　色鮮あざやかな料理も美味おいしそうだが、真にはそれ以上に器のほうが気になった。


　中が黒で外が金無地の漆器だが、けばけばしい感じがせず、ちょっとスモークがかった風合いがある。料理を引き立てる地味さが好ましい。


「目の付け所が、まこっちゃんらしいね。これ、ベトナムの漆器。お手ごろ価格でうちみたいな小さい店にはぴったんこ」


　幸喜が嬉うれしそうに笑った。と、


「できたか？」


　漆しつ黒こくののれんをくぐって、男が厨房に姿を現した。


　年の頃ころは三十前半、長身で細ほそ面おもてで黒目がちな切れ長の瞳ひとみが印象的な、いかにも水商売をしてますといった崩くずれた雰ふん囲い気きのある男だ。


「彼は？」


　男は、厨房にいる真にちらりと視線を投げた。


（うわっ、なんかちょっと……）


　不ふ審しんがられているというのに、その視線がまるで流し目のように艶つやっぽく感じられて、真はひとり赤面する。


「ほい、これ。──友達。向こうの店でバイトしてもらってる」


「ああ、そうか。うるさくするな」


「わかってるって」


　男は幸喜からトレーを受け取ると、店へと戻もどっていった。


「な……んか迫はく力りよく」


「そ？　親おや父じなんだけどね」


「──えっ！　うそっ、だって……」


　どうひいき目に見ても充子との年ねん齢れい差は十歳以上だ。


　幸喜には似てないと一いつ瞬しゆん思ったが、そういわれてみると顔の輪りん郭かくには似通った部分があるような気がする。


　だが、いつもにこにこしている幸喜は、やっぱりいつもにこにこしている充子のほうにより似ているような……。


　真がしどろもどろにそう言うと、幸喜は少し照れくさそうに肩をすくめた。


「血の繫つながりはないんだけどねぇ」


「え、そーなの？　幸喜は充子さんの連れ子？」


「逆。俺は親父のほうの連れ子。二人して路頭に迷ってたところをお袋ふくろさんに拾われまして」


「………あ、そう……なんだ」


　そういう裏事情があるとはまったく知らなかった。


　真は知らなかったこと、教えてもらわなかったことに一瞬不ふ愉ゆ快かいさを覚えたが、同時に自分がいままで知ろうとしていなかったことにも気づいてしまう。


（ぼくばっかりしゃべってたんだ）


　幸喜は真の話を聞いて、ずっと応おう援えんしてくれたり慰なぐさめてくれていた。


　でも、その逆はなかったのだ。


（和音が甘やかされてるだなんて言えないよ、もう）


　知らぬ間に、文人や幸喜は自分のために気を使ってくれていた。


　それじゃあ、和音と同じだ。


「充子さんに拾われて良かったね」


「まあね」


　真の言葉に、幸喜はにっこりと笑えみを深くした。








　明日の分の料理の仕込みをしている幸喜の手元をぼんやり眺めつつ、考え事にふけっていた真の耳に、ふと聞き覚えのある声が飛び込んできた。


（これ、寮りようの調理師さんの声？　相手してるのって地学の先生かも……。あ、この声って……）


「もしかして店にいるのって……」


「やっと気づいた？　ご推察の通り、殆ほとんどがうちの学校の関係者」


　都心から離はなれた地方都市だけあって、なかなか洒落しやれた飲み屋がない一帯だから、都心出身の酒好きの職員達が好んで通ってくるのだと幸喜が言う。


「酒が入ると口が軽くなるからねぇ。色々と助かってます」


　ふっふっふと幸喜がほくそ笑む。


「あ、そーいうことか」


　幸喜は学校では情報通として知られている。


　どこから情報を仕入れてくるのかと常々不思議だったのだが、主な発信源はここだったのだ。


「盗ぬすみ聞きしてたんだ。あきれた」


「人聞きの悪い。ここにいると勝手に耳に入ってくるんだって……。鵜う呑のみにしないで、情報の裏はきちんと取ってるし、マジでまずいことは絶対漏もらしてないんだからさ、おおめに見てやってよ」


「ふ～ん、そう？」


「人並みの分別はちゃんとありますって」


　わざといぶかしげな視線を向けると、幸喜は肩かたをすくめてみせた。


「いつも何時ぐらいまで働いてるの？」


「客の入り次し第だいだね。ま、食事のラストオーダーが十一時だから、そんぐらい」


「じゃあ勉強はいつ？」


「日中、学校で」


「え、うそ……だって……」


　いつも文人と一いつ緒しよに行動しているから影かげになって目立たないが、幸喜だって学年ではトップクラスの成績なのだ。


　必死に勉強してやっと上の下ぐらいの成績の真には、信じがたい話だ。


「うん、噓うそ。──客が来なきゃすることないからね。テスト期間中はここでも少しやるかな」


「そっか、それなら納なつ得とく」


（……でも、テスト期間中だけなんだ）


　真は普ふ段だんからコツコツと真面目まじめにやっている。


　このバイトを入れたために最近はかなり勉強時間が減ってしまっているから、次回のテストでは一時的とはいえ成績が下がることになるだろう。


　基本的な能力値が違ちがうのだろうか？


　かなり羨うらやましい話だ。


「──あのさ、幸喜は家業継つぐの？」


　ふと思いついて聞いたら、「さっきから質問責めだねぇ」と幸喜は肩をすくめた。


「さて、どうかねぇ。お袋ふくろさんの店のほうは、ちと性しように合わないんで無理だろうし、こっちは家業っていうより親父のリハビリみたいなもんだしね」


「リハビリ？」


「そ、リハビリ。お袋さんに拾われたばかりの頃は、向こうの店を手伝ってたんだけどさ、ああいうアットホームな環かん境きように耐たえられるような人じゃないからね。……で、お袋さんが親父が息がしやすいようにって、こっちの店を与あたえてくれたわけ」


「よく、わかんない」


「……親父は、あの見た目通りの人間だってこと」


　ろくに学校にも行かないでホストやバーテンなどをやって、女に寄生しながら生きてきたのだと、幸喜は言う。


　たまたま手を出した女がやばい後ろ盾だてを持っていたせいで、都心に居られなくなりこの町に逃にげてきたが、こういう土と地ち柄がらなだけに働く場所もなくてたいそう困った。


「金も尽つきて移動もできなくて、苛いら々いらした親父に八つ当たりでゴムまりみたく蹴けられてさ。これはマジで死ぬかなと道ばたに転がってたとこを、お袋さんに拾われたわけ。──で、お袋さんはああいう人だから、路頭に迷ってた親父も一いつ緒しよに拾ってくれたんだよ」


　お腹なかが空すくと苛々するから、と温かな食事を差し出されて父親も餌え付づけされたんだと言う。


「それが十歳ぐらいのとき。──で、中学に入学する段になって、両親が揃そろってたほうがよかろうとお袋さんのほうの土井の名前になったわけ」


「それまでは？」


「忘れた。──っていうか、興味なかったから覚えてない。小学校にも通ってなかったしね」


「え、だって……」


　絶句する真に、幸喜はなんてことない話のようにいつもの調子で話してくれた。


「親父はさ、子育てなんかできるタイプの人間じゃないから。母親がいれば違ちがったんだろうけどねぇ。餌えさを与えて貰えるだけで、あの頃は御の字だったよ」


「あ、そう……そうなんだ……」


　予想外のことばかりで、理解が追いつかない。


「でも、ほんと、充子さんに拾われて良かったね」


　迂う闊かつなことはいえないけど、これだけは言っても大だい丈じよう夫ぶだろうと真は繰くり返し言ってみた。


「まあね。──お袋さんにとってもきっと幸運だったんじゃないのかね。なにしろああいうお人ひと好よしな人だから、それまでにも何度も騙だまされて泣きをみてたみたいだし……。俺たちみたいなのに寄生されてれば、他ほかの悪い虫は寄ってこないから、お互たがい様で丁度いい」


　幸喜が煮に出だしたスープを濾こしながら答える。


　湯気越ごしに見えるその笑えみは、普ふ段だんとは違ってどこか暗い感じがして、真はそんな幸喜から目が離せなくなった。








「まだ居たのか？」


　厨ちゆう房ぼうに入ってきた幸喜の父親のあきれたような声に、壁かべに掛かけられた時計を見ると、すでに十二時を回っていた。


「あ、門限……」


　真が困った顔をすると、幸喜が自分のところに泊とまっていけばいいよと言ってくれた。


「今から戻っても目立つだけだろうし、舎しや監かんにはお袋さんから電話入れて貰もらっておいてさ、明日、みんなが起きるより先に寮に戻れば目立たずに済むんじゃない？」


「いいの？」


　あらかじめ外がい泊はく許可を取っていれば話は別だが、急な外泊は噂うわさ好きの寮りよう生せい達の好こう奇き心しんを刺し激げきする。


　下手へたな噂を流されるのも面めん倒どうだから、幸喜の申し出は正直ありがたい。


「ぜんぜんオッケー。──店のほうは、もう終しまい？」


「ああ」


「んじゃ、お先。──真、こっち」


　おいでおいでと手招きされて、真はコート片手に店を出た。








　エレベーターに乗り、下へ向かうのかと思いきや、最上階の小さなペントハウスへと連れて行かれた。


「１ＬＤＫのちっさい部屋なんだ。ここのオーナーと友達でね。格安で借りてるわけ」


「家には帰らないの？」


　幸喜に続いて、ペントハウスへ足を踏ふみ入れつつ、真は聞いた。


「俺がいると、お袋さんは俺にも構っちゃうからねぇ……。俺がいないほうが、親おや父じも心おきなく甘えられるだろうし、家庭円満ってことで」


「ご両親、愛し合ってるんだね」


　なにげなくしたコメントに、部屋の灯あかりを入れたり暖だん房ぼうを入れたりと慌あわただしく動き回っていた幸喜は、ちょっと驚おどろいたように立ち止まる。


「そう……なのかね。俺は共きよう依い存ぞんだと……。ああ、でも、それでもやっぱりそういうものなのかもしれないな」


　ひとりでぶつぶつと呟つぶやいて、ひとりで納得すると、「明日は早く起きないといけないし、先に、どーぞ」と真をシャワー室へと追い立てた。


　シャワーを浴び、借りたパジャマに着き替がえて真がリビングに戻もどると、幸喜は「じゃ交代」と今まで飲んでいたグラスを手て渡わたしてシャワー室へ消えた。


「あ、お布ふ団とんしいてある」


　ドアが開けられたままの寝しん室しつを覗のぞいて、真は幸喜のベッドの脇わきにしかれた自分のための布団の上に嬉き々きとして座る。


　手渡された氷が浮うかんだグラスに口をつけて「にがっ」と顔をしかめた。


「お酒だ」


　苦くて臭くさい。ライムの香かおりがするが、すっぱいばかりで甘みを感じないし、かなりキツイ。


「こんなの美味おいしいのかな」


　正直、真はまずいと思う。


　でも、幸喜は美味うまそうに飲んでいたのに、自分にはその美味しさがわからないのはなんとなくしゃくに障さわって、チャレンジャー精神から一口二口と飲み進む。


「あらら、ぜんぶ飲んじゃったの？」


　幸喜がシャワー室から出てきたときには、グラスは空っぽになっていた。


「ストレートのジンだったんだけど、大丈夫？」


「平気」


　でも妙みように顔が熱いし、なんだかフワフワする。


「あ、そう。じゃ、おかわりいる？」


「……いらない。氷舐なめてるから」


　あんなまずいもの、これ以上飲みたくない。


　真が憮ぶ然ぜんとして答えると、幸喜はおかしそうに笑いながら、新しく自分の分の酒を作った。


「文人もけっこういける口で、料理を習いがてら、ここにもたまに遊びに来てたんだけどね。和音が来てからはさっぱりだ」


　それも初耳だ。


「──幸喜と文人さんは仲が良いよね」


　真は、美味しそうにグラスを呷あおる幸喜を睨にらみつけるようにして見た。


「まぁ、友達だからね」


「でも文人さんは、ぼくや幸喜より、和音のほうを優先するんだ。……そこんとこどう？」


「どうって？」


「幸喜は面おも白しろくないとかって思わない？」


「思いませんねぇ。恋こい人びとと友達は違ちがうからね」


「どこがどう違うのさ」


「……まこっちゃん、もしかして絡からみ酒？」


　こりゃ参ったねと、幸喜は苦く笑しようしながら、真の手からグラスを取り上げ水をくんできた。


「まぁ、水でも飲んで、今日はもう寝ねなさい」


　ね、とグラスを手渡され、飲むように促うながされる。


　思いっきり子ども扱あつかいされているようで、真は少々面白くなかった。


「平気だってば。──ねぇ、教えてよ。どこがどう違うのさ」


　ちょっと視点を変えてみただけで、色んなことが見えてくる。


　新しいなにかを得るどころか、自分がなにも知らなかったことばかりが思い知らされて、真は自分の未熟さに焦あせっていた。


　そんな盲もう目もくな子どもである自分を、文人や幸喜が見守ってくれているらしいこともわかった。


　だからこそ、今の文人の気持ちを理解したいのに、恋れん愛あい感情に縁えんがなかった自分にはそれすらできそうにない。


「ぼくだって文人さん好きだけど、これは恋愛じゃないよね？　どこが境目？　エッチすれば、それで恋愛？」


　文人に教えてもらったから上手うまいぜと得意げに言う和音に、キスを教えてやろうかと迫せまられたことが気持ちのなかでひっかかっていた。


　真は恋愛感情も知らないし、キスも知らない。


　誰だれかに触ふれたいと願ったことも、触れたいと願われたこともない。


「やったことないからわかんないよ。……わかんないことだらけで、息が詰つまりそうだ」


　知らないことが疎そ外がい感かんに繫つながってしまって、いつの間にか無知な自分だけがぽつんとひとりで取り残されてしまったような気がして、酷ひどく寂さびしい。


　このままだと、ひとりぼっちで置いてけぼりをくらいそうな恐きよう怖ふも感じる。


「……ひとりになるのは嫌いやだ……。お、おいてかないでよ」


　ぼたぼたと自分でもビックリするぐらい勢いよく、真の目から涙なみだがこぼれてくる。


「まこっちゃん」


　しようがないなと囁ささやく声が聞こえて、手からグラスが奪うばい取られた。


「絡み酒で泣き上戸か……。──ほら、大だい丈じよう夫ぶ、誰も置いてなんかいかないから」


　苦く笑しようする幸喜に抱だきしめられて、泣きやめよと背中を撫なでられた。


　苦手なはずの人ひと肌はだの温ぬくもりに、逆にぶわっと涙が溢あふれてくる。


「ああ、もう、こまったな……。そんなに焦ることないって……。文人も俺も、ちゃんとまこっちゃんが大好きなんだからさ。和音に至っては頼たよりにしてるみたいだしねぇ。心配ないよ」


「頼りに……してる？」


「してるでしょ？　文人となにかあると必ずまこっちゃんとこ逃にげてくし……。ちなみに、あいつ、俺んトコに逃げ込んで来たことないから」


　言われてみると確かにそうで、真はちょっとだけほっと息がつけた。


「──教えてやろうか？」


「なにを？」


「恋愛は教えられるもんじゃないけど、こっちなら教えてあげられるからね」


　首筋に柔やわらかな感かん触しよくを感じた次の瞬しゆん間かん、ぐっと押されて布団の上に倒たおれ込む。


「え……えぇ？」


　びっくりして目を丸くする真の唇くちびるに、幸喜は楽しげに笑った顔で触れるだけのキスをする。


「まこっちゃんが相手なら、俺いけるよ」


「ひゃっ！」


　止める間もなく、パジャマの上からぎゅっとお尻しりをつかまれ、真はビクッと身体からだをすくめる。


「ちょっ、駄だ目め。まってって！」


　その手の冗じよう談だんは和音だけで充じゆう分ぶんだと、真はジタバタと暴れた。


「あっ」


　暴れた手が、ついうっかり幸喜のパジャマの合わせにピッとひっかかりボタンが弾はじけ飛ぶ。


「あら、やーね。まこっちゃんったら積極的」


　幸喜はくくくっとトレードマークの狐きつね面めんの笑えみを浮かべると、真の身体から手を離はなした。


「よかった。泣きやんだね。──まこっちゃん？」


　泣きやませるための幸喜の冗談だったんだと脳のう裏りのすみっこでホッとしながらも、真は、はだけた幸喜の胸から目を離せなくなっていた。


「……これ。痛くない？」


　幸喜の胸には青黒くなった十センチ程度の痣あざがあった。


「あ、この痣？　痛くない痛くない。昔のなんだけど、ここと背中にもう一ヶ所あるのが消えなくってね。親父にゴムまりみたいに蹴けられてた時代の名残なごりってやつ」


　幸喜がさらりと言う。


（ほんと、知らないことだらけ……）


　どれぐらい強く蹴られたら、こんな痣がつくんだろう？


　その痛みすら、真には想像もできない。


「──幸喜、お父さんを憎にくんでる？」


「憎んでたらここにはいないって。……でも、たぶん好きにもなれないんだろうな。血が繫がってんのがうっとおしいときもあるし」


「そう……。でも、あのお父さんじゃなかったら、充子さんが幸喜のお母さんになることもなかったんだよね。……なんか複雑だけど、でも良かったんだよね」


　真がそういうと、幸喜は一いつ瞬しゆん、息を呑のんだようだった。


「まこっちゃんは、ホントに面白いな。──確かにそうだな。人の縁えんなんて奇き妙みようなもんだし……。──ちょっ、まこっちゃん？」


　痛くないと言われても、その痣は真には痛そうに見える。


　言葉で痛くないと言われても納なつ得とくできずに、確かめなきゃと、気になる気持ちに促されるまま、そっと指先で触れて、痣をなぞり感触を確かめてみる。


「他ほかのところとかわらない」


「昔のだっていったでしょうが。気が済んだら、もう寝よう」


「背中のも見る」


「あのね……頼たのむから、もう寝てくんない？」


「いやだ」


　止めようとする手を払はらって、幸喜のパジャマをむりやりむしり取って背中も見る。


　お腹なかより少し大きな痣があったけど、やっぱり他のところと感触は変わらない。


　ギュッと押しても痛くなさそうだ。


「まったく。──気が済んだ？」


「うん。安心した」


　真は凄すごくホッとして、パジャマを羽織りなおしている幸喜の胸にぱふっともたれる。


「……あー、まこっちゃん、ちょっと離れてくれる？」


「いやだ、もうちょっと……」


　安心したら眠ねむくなってきた。


　あったかい人肌の温もりが気持ちよくて、真はうとうとする。


「もういいだろ？　まずいって……」


「まずいって、なにが」


　肩かたを押されて引き剝はがされて、むっとする真に、幸喜は「俺の理性」と気まずそうに告げた。


「まこっちゃん相手ならいけるってのはマジなんだって」


「…………う、うそだぁ」


　騙だまされてるか、からかわれてるに決まってると真は思った。


「この手の噓うそはつきませんって」


　だが幸喜は酷く気まずそうに顔をしかめたままで、冗談とは思えない雰ふん囲い気きだ。


「……いつから？」


「さてね。気がついたらそうだったから……。わかったら、もう寝ねなさい」


　真は、自分のベッドに行こうとする幸喜の腕うでをつかんで止めた。


「こ、幸喜がしたいんだったら、してもいいよ」


「……まこっちゃん」


　幸喜が困ったように眉み間けんにしわを寄せる。


「同情？　それとも好こう奇き心しん？　あのね、白状すると俺は、まこっちゃんを宝物みたいに思ってるんだよ。そういうのにはつき合えないな」


「多分どっちも正解で、でもそれだけじゃないかもしれない。よくわかんないけど、ぼく、さっき確かに幸喜に触さわりたいって思ってたし……。で、でもさ……あの……」


　このまま自分が引けば、何事もないままでこの夜は終わるだろう。


　でも引きたくはなかった。


　どうしても、もう少しだけ幸喜の話が聞きたい。


　その結果、身体からだを委ゆだねることになっても構わないから……。


　酒の酔よいとは違ちがう熱に、真の頰ほおが火照ほてる。


「でも……なに？」


「ぼ、ぼくのどこを好きになったのか、教えて欲ほしいんだ」


　真には、自分が誰だれかに好かれているという自信がない。


　引き取ってくれた両親にも、文人にも……。


　今はみんな親切にして優やさしくしてくれるけど、それがいつまでも続くとは思えないのだ。


　両親は子どもが欲しかったから施し設せつにきて、条件にあった自分を引き取ってくれた。


　文人は、真があの両親の子どもになったから、弟のように接してくれて優しくしてくれる。


　すべてたまたま都合のいい位置にいただけの偶ぐう然ぜんがもたらした幸運で、真が自分の力でつかみ取った幸運じゃない。


　手に入れてしまった幸福の重さに、自分が釣つり合わないような気がしてすぐに不安になる。


　この幸福な生活を無くさないように沢たく山さんの恩返しをして、この先もずっと必要として貰もらえるように自分を磨みがいていかなきゃと、まるで強きよう迫はく観かん念ねんのように考えてしまう。


　だから真は、自分でも誰かに好かれることがあるんだという確信と安心感が欲しかったのだ。


「……難しい質問だねぇ」


　すがるように見上げる真の真しん剣けんな表情に、幸喜は困ったように息を吐はきながら真の前に座る。


「わからない？」


「まあね。こういうのは箇か条じよう書がきにできるようなもんじゃないから」


「そう……か。──変なこと聞いちゃって、ごめん」


　真が謝ると、幸喜は微かすかに唇くちびるの端はしを上げた。


「まこっちゃんのそういうすれてないところは好きだね」


「すれてない？」


「素す直なおだし、裏表がないでしょ？　最初に会ったときは、きっと温かい家庭で育てられたおぼっちゃまなんだろうって思ったよ。──でも、違ってた。苦労してきたはずなのに、なんでそんなに素直なままで育ってこれたのかと不思議で興味を引かれた」


　多分それがはじまり、と微笑ほほえんだままで幸喜が呟つぶやく。


「そんなの……、苦労なんてしたことないし」


「まこっちゃん、それ本気で言ってるだろ？　そういうところが俺には不思議だったんだよ。普ふ通つうの家庭で育った奴やつらから見れば、俺たちみたいなのは苦労してる部類に入るんだからさ」


「だって、そんなの……」


　親がいないことで寂さびしい思いならしたことはあるが、施設の大人達はみんなそれなりに親切だったから苦労なんて感じたことはない。


　痣あざが残るぐらい親に蹴けられて育った幸喜のほうが、自分なんかよりずっと苦労してきたんじゃないか？


　真はそんなことを考えたが、口には出せなかった。


　比べるなんて幸喜に対して失礼だし、比べていい問題じゃないとも思ったから……。


「俺はね、ガキの頃ころ、自分を哀あわれんでたよ。どうしてこんな場所に産まれたのかってね」


「幸喜……」


「でもほら、さっき、まこっちゃんがいった通りなんだよね。あの親おや父じの子どもじゃなかったら、お袋さんに拾われてなかったし、こうしてまこっちゃんにも会えなかった。──過去はなかったことにはできないけどね、考え方ひとつで今の気分は変えられるわけだ」


　幸喜の手が、そうっと包むように真の頰に触ふれる。


「まこっちゃんといるとね、俺みたいなひねくれ者でも不思議と優しい気分になるんだよ。悪いことはもう終わったんだって自然にそう思える。……俺にとって、まこっちゃんは宝物なんだ。一いつ緒しよにいられて幸せだと思ってる。──だからね、一時の感情でまこっちゃんが自分を傷つけるようなことをするのは許せないな」


　もう寝よう、と幸喜は名残なごり惜おしげに真の頰を撫なでてから手を離はなした。


「まってよ」


　真は離れていこうとする幸喜の手をつかんだ。


「傷ついたりしないから……だから……」


「俺に抱だかれてくれるって？　それで気まずくなって友達でもいられなくなったら、俺が可哀かわい想そうでしょうが」


「き、気まずくなんてならないよ」


　真は思いっきり首をふった。


「幸喜は、ぼくだから欲しいと思ってくれてるんでしょ？　それなら、いいんだ。──ぼく、ずっと誰かにそう言って欲しかった。ぼくを必要だって言って欲しかったんだから」


　与あたえられた幸福に自分は見合わないんじゃないかと怯おびえてばかりいたから、ありのままの自分が必要とされているのがすごく嬉うれしい。


　欲しがられているのだと、もっと実感してみたい。


「欲しがられれば、誰にでも抱かれるわけ？」


「そんなことない！　ぼくなんかを欲しがるのは幸喜ぐらいしかいないし……」


「まこっちゃん。ぼくなんか、なんて自分を卑ひ下げするようなことを言うんじゃないよ」


　幸喜が困ったように微笑む。


　優しい言葉に、真は胸がつまった。


「……幸喜、でも……あの、抱かれたからっていっても、幸喜を友達としてじゃなく好きになれるかどうかはわかんないんだ。それでもいいんなら……」


「律りち儀ぎだねぇ」


　まこっちゃんらしい、とぽつりと幸喜が呟く。


「──本当に、後こう悔かいしない？」


　しばらしくの沈ちん黙もくのあと、真顔になった幸喜が確かく認にんするように真の瞳ひとみを覗のぞき込んできた。


（あ、眼めがある）


　いつも笑っているような感じで、眩まぶしげに細められていた幸喜の眼がちゃんと開いていた。


　父親似の、ちょっと心臓に悪い、暗い色気を含ふくんだ印象的な眼。


（似てるのが嫌いやなのかな）


　聞いたら答えてくれるだろうか？


　でも、今は自分が答える番だった。


「わかんないけど、でも、いいんだ。そういう後悔を知るのも悪くないような気がするし……」


　それにたぶん後悔しないと思う。


　続けようとした言葉は、幸喜の唇に遮さえぎられた。








「あ……っああ………や」


　酒の酔よいのせいなのか、それとも幸喜が与あたえる熱に浮うかされたのか。


　なんだか身体がフワフワと浮いてしまうような感覚があって、真は無む我が夢む中ちゆうで幸喜の腕をギュッと摑つかんだ。


「まこっちゃん、こわい？」


　それを拒きよ絶ぜつと受け取ったのか、愛あい撫ぶの手を止めて上半身をあげた幸喜が、心配げに瞳を覗き込んでくる。


「ううん、違ちがう。へ……き、続けて……」


　今は触ふれ合った互たがいの肌はだが離れるほうが嫌だ。


　真は、熱を求めて自分から手を伸のばして幸喜の身体からだを引き寄せた。





　長い前技の後、少しずつ、身体の中に熱いものが入ってくるのをリアルに感じる。


「あ……くっ……ん……」


　幸喜は、探さぐるようにゆっくりと動く。


　圧あつ迫ぱく感かんと苦痛と未知の快感と、いま確かに繫つながっているのだという不思議な安あん堵ど感かんとから涙なみだが止まらない。


「大だい丈じよう夫ぶ？」


　動きを止めた幸喜が、唇くちびるで真の涙を拭ぬぐう。


「ん……」


　真は首を伸ばして幸喜の唇を求める。


　しょっぱいキスに、なんだか笑えみがこぼれた。


「余よ裕ゆうじゃない？」


「そうでもな……あっ、や……まっ……」


　ぐっと腰こしを使われて、身体がドクンと反応する。


「すご……今の締しめつけ、最高にいい」


　まこと、と熱に浮かされたような声が耳元で聞こえ、急に激しく突つき上げられた。


「あ！……ああ……っふあ……あぁ……」


　規則正しいリズムで熱いモノに突き上げられるたび、身体の奥に今まで知らなかった痺しびれるような甘いうずきが湧わき上がってくる。


　触れてこすれ合う肌は熱くて、溶とけてしまいそう。


「あ……っあ……こうきぃ……」


　たまらない熱に浮かされて、真はぎゅっと幸喜にしがみつく。


「……まこっちゃん、感じてる？」


「……ふっ……んん……」


　耳元で囁ささやかれて、何度も頷うなずいた。


「病やみつきになってくれても、いいよ？」


　幸喜が本気とも冗じよう談だんともつかぬ口調で呟く。


「な……に言って……。────あっ…………や」


　身体を満たしていた熱いモノが引き抜ぬかれたかと思うと、少し乱暴なぐらいの性急さでうつぶせにされて背後から貫つらぬかれた。


「んっ！…………あっ………あぁ……」


　強ごう引いんに身体からだをひらかされ、強く貫かれて、真はその衝しよう撃げきに顔を歪ゆがめた。


　でも辛つらくはない。


　むしろ、強く引き寄せようとする腕うでの強さや、夢中になった幸喜の熱い息を、じかに肌はだで感じられるのがなによりも嬉しい。


「こうき……っぅ………」


　もっともっと欲しがられているのだと、肌で感じたい。


　幸喜が与える熱をすべて受け止めたこの身体が、溶けてしまいそうなほどに熱くなっていくのを、もっと幸喜にも感じて欲しい。


「あ…………ん……、もっ……と……」


「まこと……、まこっちゃん……」


　熱に浮うかされたまま真がせがむと、肌で感じる幸喜の熱もさらに熱くなっていくようだ。


　促うながされるまま体位を変え、求められるままに身体をひらいて、飽あきることなく何度も肌を重ねる。


　未知の快感に我を忘れて溺おぼれながらも、激しく求められる喜びに真は不思議な充じゆう足そく感かんを感じていた。








「まこっちゃん、起きて。寝ね坊ぼうだ」


　揺ゆさぶり起こされて時計を見ると、七時を過ぎたところだった。


「なんだ、まだ七時。へいきだよ……」


「寝ぼけてないで起きなさいって……。この時間だと、こっそり寮りように戻もどる計画は断念でしょ？」


「あ、そうだった」


　七時を過ぎれば寮内は部屋から出てきた寮生達であふれかえる。


　着き替がえに戻れば、どうした？　何事？　と注目されるのは必至。


　まずいな、とガバッと起きると、身体の奥が軽くツキンと痛んだ。


（……やっちゃったんだっけ）


　朝の光の中だと、その現実が妙みように照れくさい。


　こういうときはどういう態度を取ったらいいんだろうと戸と惑まどう真に、幸喜はいつもと変わらぬ調子で話しかけてくる。


「ほら、さっさと起きて、先にシャワー浴びて。その間に朝飯の準備しとくから」


　真は、幸喜に促されるままシャワー室へ向かった。








　あまりにも幸喜がいつもどおりなので、照れるのも変な感じがして、ぎこちないながらも平静を装よそおってふたり一いつ緒しよにペントハウスを出た。


「さすがに眠ねむいねぇ」


　幸喜が歩きながら、う～んと伸びをする。


「で、どうよ？」


「な、なにが」


「寝てみて、なんか変わった？　俺に恋れん愛あい感情あるかい？」


　幸喜の手がのびてきて、むにゅっと真のお尻しりを摑む。


「なにすんだよ！」


　真はびっくりして飛び上がり、次いで幸喜の腹に肘ひじ打うちをくらわせる。


「っと、あぶない」


　すんでの所でかわした幸喜は、逃にげるように早足になって、真の二、三歩先を歩く。


　とっさのことにいつもと変わらぬ態度をとったことで、真の緊きん張ちようは一気にほぐれていた。


（………なんにも変わってないや）


　今の自分たちは普ふ段だん通り、自然だ。


　肌の熱さを知った分だけ近くなったような気もするけど、それでも幸喜に対する自分の感情に大きな違ちがいは感じられない。


（エッチと恋愛感情は別物なんだ）


　世の性せい風ふう俗ぞくを考えれば当たり前の結論なのだが、なんだかすごく物足りない。


　がっかりしてる自分を自覚して、なんだか妙な感じがした。


（ああ、でも……）


　真は、ふと昨夜のことを思い出す。


（ああいうのが、そうなのかな？）


　幸喜の痣あざに触さわりたいと感じたあの瞬しゆん間かんの、あの強い衝しよう動どう。


　多分、あの瞬間を自分は一生忘れないような気がする。


「──俺、お袋ふくろさんの店に寄ってから行くから、まこっちゃんは先に学校に行ってて」


　首だけ振ふり向いた幸喜は、そう言うとスタスタと先に歩いていってしまった。


　真が噂うわさ好きな寮生達のターゲットにならないようにという配はい慮りよだ。


（気をつかってくれてるんだ）


　噂をたてられるより、気を使われて甘やかされるほうが嫌だなと真は思った。


　幸喜とは、ずっと肩かたを並べて歩ける対等な関係でいたい。


「幸喜、待って」


　走って追いかけると、幸喜が立ち止まって振り向く。


「ぼくも一いつ緒しよにいくよ」


　真がそう言うと、幸喜の顔に狐きつね面めんの笑みが浮かんだ。


　いつもどおりのその笑みに、焦あせって変わらなくてもいいんだよといわれたような気がして、真は心が落ち着くのを感じていた。








　わからないこと、知らないこと、曖昧あいまいなことだらけの自分。


　知らないことで、これからも切ない思いをすることもあるんだろう。


　それでも、知らないと言って目をそらしたくはない。


　知る努力を続けていけば、いつかは望む自分に辿たどり着けるかもしれない。


　堂々と胸を張って、自分は必要とされているんだと言える場所を手に入れられるかもしれないから……。




飼かい主ぬしにおねだり！





黒くろ崎さきあつし
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